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水 柿 道 直 教 授 略 歴
生 年 j j H
本 籍 地
職 名
歴
昭 和 3 6 年 3 月
昭 和 4 1 年 3 月
昭 利 玲 年 6  j j 1 7 日
宮 城 県
来 北 大 学 教 授 ・ 1 矢 学 部 附 属 病 院 薬 剤 部 長
大 学 院 薬 芋 噺 究 科 分 子 生 命 薬 学 専 攻 病 態 分 子 薬 学 需 座 担 当
大 学 院 阪 学 系 研 究 科 1 矢 科 学 専 攻 医 療 薬 学 担 野
来 北 大 学 医 学 部 附 属 病 院 薬 剤 部所
職
歴
昭 和 4 1 年 4  j ]
昭 和 4 1 年 8  Ⅱ
昭 和 4 8 作 4  "
昭 和 5 6 年 5  "
昭 和 5 7 年 1 2 "
属
東 北 大 学 医 学 部 薬 学 科 卒 業
東 北 大 学 大 学 院 薬 学 研 究 科 博 士 課 程 修 了
来 北 大 学 助 手 ( 医 学 部 薬 学 才 漸 新 生 化 学 講 座 )
米 国 ノ ー ス カ ロ ラ イ ナ 州 デ ュ ー ク 大 学 1 秀 学 部 へ 留 学 ( フ ル プ ラ イ ト 交 撫 汗 究 名 )
東 北 火 学 助 教 授 ( 薬 学 部 反 応 薬 品 化 学 講 座 )
米 国 テ キ サ ス 州 べ イ ラ ー 1 欠 科 大 学 客 員 助 教 授
東 北 大 学 教 授 ・ 1 匠 学 部 附 属 病 院 薬 剤 部 長 併 任
東 北 大 学 大 学 院 医 学 研 究 科 牛 理 学 系 導 攻  1 矢 療 薬 学 担 野
東 北 大 学 火 学 院 薬 学 研 究 科 分 子 生 命 薬 学 専 攻 病 態 分 子 薬 学 講 序 扣 町
東 北 大 学 火 学 院 薬 学 研 究 科 医 療 薬 科 学 専 攻 病 態 分 子 薬 学 分 野 担 当
東 北 大 学 大 学 院 医 学 系 研 究 科 医 科 学 専 攻  1 矢 療 薬 学 担 当
束 北 大 学 を 定 年 退 職
平 成 5 年 4 月
平 成 Ⅱ 年 4 月
平 成 1 2 年 7 j l
平 成 1 4 年 3  河
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学 位
昭和41年3 Ⅱ
賞
昭和49年4 打
'F成9午6 jl
平成10イF3 打
'r成12午 9 j}
桑学博上叫剥ヒ大学)
学会等における活動(役職等)
昭利58年~
昭和62年~
昭和63年~
Ⅲ1和58午~平成10午
平成10午~
昭和62午~'1勺戊 6 午
平成7午~平成10午
平成6午~平成7午
平成8年~
昭和58作~昭チ1160午
昭和59年~昭和60年
昭チn61年~
昭和61年~平成4午
乎成2年~平成8年
平成2年~
平成5年~
平成5午~
平成5年~
平成8年~平成9年
平成8年~
平成9作~
平成9年~平成Ⅱ午
平成 9年11jj ~'r成13年12jl
日木薬学公奨励賞
日木病院某剤師分刑院薬学熊
Π木薬学会学術」力臥質
Π本垢質栄養学会ランズ学術質
Π本小化学会評餓貝
"ポ薬物動態学会詐議U
Π本胴質牛化学研究会幹li
Π本病院薬剤帥分学術委熊分委R
Π本菊院薬剤師会学術委U会委員長
臼木病院薬剤帥会同際交流委j1会委R
Π本病院薬剤帥会同際交流委員会委R長
H本刑院繋剤師公別虫
Π本病院繋剤帥会常務理小
宮城県病院薬剤肺会顧問
保険桑婦逕営恊議公委貝
筥城ι1,リ丙院葉剤師会会長
来北病院薬剤帥会刷会長
再審査再評価基礎洲査会闘査質
Ⅱ本病院薬学会理Ⅲ(現,Π本1匠療某学会)
東北病院薬剤帥会会長
H本脂質栄養学会幹、湃
U木TDM学会評議R
日本薬剤師会国際委員会委員
日本薬剤部会病院診療所薬剤師部会委貝
U本法小心学会理'"
1_1本築剤学会N事
昭和61午~平成8午
平成9年~平成Ⅱ年
Π本臨床薬理学会評議貝
小央柴'"審議会§郡寺委U
小央祭艇排議会委員臼本薬1■方部会R
生物学的製剤今"刈部会員
血液製剤特別部会貝
1尖業品等安全ヌす鍛朴別部会員
?
平 成 Ⅱ 介 1 打 ~
、 r 成 1 0 年 6  Ⅱ ~ 平 成 1 2 年 5  門
、 γ 成 1 2 午  l j l  ~ 平 成 1 3 イ r 1 2 j l
平 成 1 3 井  7  j l ~ ( 3 年 Ⅲ j )
薬 唖 ・ 食 品 衛 小 審 識 会 臨 時 委 R  Π 本 薬 】 ■ 方 部 会 貝
血 液 Ⅲ 業 部 会 員 ( 都 会 長 代 即 )
臼 本 学 術 振 興 会 特 別 研 究 R 等 緋 介 委 貝 分 噂 門 委 員
Π 本 柄 院 某 学 会 ( 現 , 日 本 1 欠 療 某 学 会 ) 会 狽
Π 本 小 心 学 会 評 議 R
著書・編書
COAおよび関連化合物の定量法,アシルキャリアータンパク質の分離・精製.
水柿道直,江戸清人.
ビタミン学笑'験法 101 ガ守浮性ど夕ξン.
日本ビタミン学会編, PP.447-453, PP.471-474,東京化学同人,東京(1985).
ジギタリス製剤.
佐藤友英,水柿道直.
服棄指惇一子の考え方と笑際一
堀岡正義・清水直容編, PP.170-176,薬業時報社,東京(1986)
脂質の代謝,糖質代謝と脂質代謝の相互関係と調節
水柿道直
シンプル生佗学
林典夫・廣野治子編, PP.125-142, PP.143-145,南江堂,東京(1988).
脂肪酸の生合成.
水柿道直
蒜合脂質科学
鹿山光編, PP.412-425,恒星社厚生閣,東京(1989).
Diagnostic use ofanti-modi6ed nucleoside monoclonal antibodies
Mizugaki, M.,1toh, K. and lshida, N
D. J. A. crommelin and H. sche11ekens (eds.), Fronι Cι0πe to cliπic
PP.143-148, Kluwer Academic publishers, The Netherlands (1990)
An immunohistochemicalanalysis for cancer ofthe esophagus using monoclonal
antibodies specific for modified nucleosides
Masuda, M., Nishihira, T., Hirayama, K., ohuchi, N., Takano, R., sato, Y.,1toh,
K,, Mizugaki, M,,1Shida, N. and Mori, S
M' K. Ferguson, A. G. Litue, D. B. skinner (eds.), Diseases ofthe 召Sophagus, V01.1
Mα1碕11αntdise船es, PP.11-16,Fut11rapublisNngcompany,1nc., MountNSCO,NY(1990)
パーキンソン病と薬剤.
水柿道直.
病気と棄剤イ改訂爺3版ノ
日本薬斉1鵬市会編, PP.337-347,薬事日報社,東京(1991).
著 作 目 録
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2桔 神 神 経 疾 患 の 治 療 薬
水 柿 道 直 , 佐 藤 秀 昭 '
疾 態 と 治 疫 棄  f 改 訂 第 3 版 ) .
1 青 水 喜 八 郎 , 福 室 憲 治 編 ,  P P . 5 9 0 - 6 0 6 , 南 江 堂 , 東 京 ( 1 9 9 2 )
質 量 分 析 計 を 用 い た ト リ カ ブ ト 毒 の 超 微 量 分 析 .
水 柿 道 直 .
日 本 医 用 マ ス ス ペ ク ト ル 学 会 講 演 集 第 1 9 巻 ( 1 9 9 3 ) .
覚 せ い 剤 依 存 の 耐 性 ・ 逆 耐 性 と そ の 形 成 メ カ ニ ズ ム
水 柿 道 直 .
目 で み る 神 経 医 学 シ リ ー ズ ー 5  ( 薬 物 依 存 , 佐 藤 光 源 , 福 井 進 編 ) 世 界 保 健 通 信 社
P P . 3 0 - 3 4  ( 1 9 9 3 ) .
皮 膚 外 用 薬 の 使 い 方
田 上 八 朗 , 水 柿 道 直 .
今 日 の 治 療 指 針  1 9 9 4 年 版 , 日 野 原 重 明 ・ 阿 部 正 和 監 修 ,  P P . 9 1 5 - 9 4 4 , 医 学 書 院
( 1 9 9 4 )
癌 患 者 の 服 薬 指 導 を 中 心 と し た 薬 剤 師 の 業 務
水 柿 道 直
P P . 1 9 0 - 2 H , 癌 の 薬 物 療 法 : 理 論 と 実 際 ( 斉 藤 達 雄 ^ 餅 惨 ) 薬 事 新 報 社 ( 1 9 9 4 )
服 薬 指 導 ト レ ー ニ ン グ .
水 柿 道 直 編 集 .
廣 川 書 店 ( 1 9 9 5 )
皮 膚 外 用 薬 の 使 い 方 .
田 上 八 朗 , 水 柿 道 直
今 日 の 治 療 指 針 1 9 9 5 年 版 日 野 原 重 明 , 阿 部 正 和 監 修 , 9 4 3 - 9 7 3 , 医 学 書 院 ( 1 9 9 5 ) .
エ イ コ サ ペ ン タ エ ン 酸 誘 導 体 の 超 微 量 計 測 法 と そ の 生 理 的 意 義 .
水 柿 道 直 .
樹 能 姓 食 晶 の 牙 究 . 荒 井 綜 一 監 修 , 2 7 1 - 2 7 8 , 学 会 出 版 セ ン タ ー ( 1 9 9 5 )
皮 膚 外 用 薬 の 使 い 方 .
田 上 八 朗 , 水 柿 道 直 , 村 井 ユ リ 子 .
今 日 の 治 療 摺 針 1 9 9 6 年 版 , 日 野 原 重 明 , 阿 部 正 和 監 修 , 1 0 2 5 - 1 0 5 5 , 医 学 書 院 ( 1 9 9 6 ) .
皮 膚 外 用 薬 の 使 い 方
田 上 八 朗 , 水 柿 道 直 , 村 井 ユ リ 子 .
今 日 の 治 療 指 針 1 9 9 7 年 版 , 日 野 原 重 明 , 阿 部 正 和 監 修 , 9 9 1 - 1 0 2 1 , 医 学 書 院 ( 1 9 9 7 ) .
神経・筋疾患の薬物療法一処方解説一
水柿道直
脳血營庫筈の梨物恭法,日本薬剤師研修センター編,27-51(1997).
脂質の代謝,糖質代謝と脂質代謝の相互関係と調節.
水柿道直
シンプル生1乙学.改訂第3版.
林典夫・廣野治子編,151-170,171-173,南江堂,東京(1997).
皮膚外用薬の使い方.
田上八朗,水柿道直,村井ユリ子.
今日の治療摺針1998年版,日野原重明,阿部正和監修,1053-1083,医学書院(1998)
病院薬局実務大系.
水柿道直,宮崎勝巳,丹野慶紀,高杉益充,大石了三編集,84-97,115-136,医薬
ジャーナル社(1998).
皮膚外用薬の使い方.
田上八朗,水柿道直,村井ユリ子
今gの治療指針1999年版,多賀須幸男
(1999).
医学英和辞典.
編集代表:石田名香雄,編集委員
実践医療薬理学演習(ケース・スタディー編)
編集:小野寺憲治,木皿憲佐,水柿道直. PROUSSCIENCE (1999).
3
モノクローナル抗体を用いたグリチルレチン酸定量系の開発と血中濃度測定への応用.
伊藤邦彦,富岡佳久,石渡俊二,高野昇一,鈴木敏夫,石田名香雄,水柿道直'(世話
人:熊谷朗,石田名香雄,鈴木宏).
ノファーゲン60周年記念誌,170-173,株式会社ミノファーゲン製薬,(1999)ミ
尾形悦郎総編集,1127-1158,医学書院
皮膚外用薬の使い方
田上八朗,水柿道直,村井ユリ子.
今日の治療摺針2000年版,多賀須幸男
(2000).
尾形悦郎総編集,1057-1088,医学書院
水柿道直ほか,研究社(1999).
薬の安全性と薬害.
我妻恭行,水柿道直.
薬の事典,宮崎利夫・朝長文弥編集,155-168,朝倉書店(2001).
よくわかる薬物相互作用
水柿道直,高柳元明(監修),我妻恭行侍肩集),廣川書店,東京(2001)
4皮 膚 外 用 薬 の 使 い 方 .
田 上 八 朗 , 水 柿 道 直 , 村 井 ユ リ 子
今 日 の 治 療 指 針 2 0 0 1 年 版 , 多 賀 須 幸 男
東 京 ( 2 0 0 1 ) .
抗 潰 癌 剤 .
水 柿 道 直 , 佐 藤 秀 昭 .
新 編 診 断 ・ 治 療 の 進 歩 と 新 ι い 棄 剤 , 鎌 田 武 信 , 高 杉 益 充
ジ ャ ー ナ ル 社 , 東 京 ( 1 9 9 5 )
日 本 薬 局 方 医 薬 品 情 報 ( J P D 1 1 9 9 6 ) .
水 柿 道 直 他 ( 編 集 委 員 ) .
厚 生 名 薬 務 局 研 究 開 発 振 興 課 監 修 , 薬 業 時 報 社 , 東 京 ( 1 9 9 6 ) .
抗 潰 蕩 剤
水 柿 道 直 , 佐 藤 秀 昭 .
診 断 ' 治 療 の 進 歩 と 新 ι い 棄 剤  1 9 9 9 - 2 0 0 0 年 版 , 鎌 田 武 信 , 高 杉 益 充
2 7 6 , 医 薬 ジ ャ ー ナ ル 社 , 東 京 ( 1 9 9 9 )
尾 形 悦 郎 総 編 集 , 1 0 8 7 一 Ⅱ 1 8 , 医 学 書 院 ,
医 薬 品 管 理 の 基 礎 , 医 薬 品 の 品 質 管 理 .
水 柿 道 直 , 佐 藤 秀 昭 .
医 療 棄 学 1 . 医 療 棄 学 の 塞 礎 , 長 尾 拓 , 伊 賀 立 二
( 1 9 9 9 ) .
医 薬 品 情 報 の 検 索 と 収 集 法 .
水 柿 道 直 , 佐 藤 秀 昭 .
最 新 医 療 棄 学 四 , 伊 賀 立 二 , 乾
( 1 9 9 9 ) .
編 , 1 6 4 - 1 6 8 , 医 薬
第 十 四 改 正 日 本 薬 局 方 .
水 柿 道 直 他 ( 編 集 委 員 ) .
厚 生 労 働 省 , ( 2 0 0 1 ) .
1
第 十 四 改 正 日 本 薬 局 方 解 説 書
水 柿 道 直 他 ( 編 集 委 員 ) .
日 本 薬 局 方 解 説 書 編 集 委 員 会 編 , 廣 川 書 店 , 東 京 ( 2 0 0 1 ) '
日 本 薬 局 方 医 薬 品 情 報 ( J P D 1 2 0 0 1 ) .
水 柿 道 直 他 ( 編 集 委 員 ) .
( 財 ) 日 本 薬 剤 師 研 修 セ ン タ ー 編 , じ ほ う , 東 京 ( 2 0 0 1 ) .
賢 一 , 澤 田 康 文 編 , 3 8 5 - 4 0 2 , 南 山 堂 , 東 京
編 , 9 8 - 1 0 9 , 共 立 出 版 , 東 京
A n a l y L i c a l M e t h o d s
M i z u g a M ,  M , ,  H i s h i n u m a ,  T . ,  s u z u k i ,  N .
C u r し i s - p r i o r ,  P .  B . ( e d s . ) ,  T h e  E I C O S A N O I D S ,  J o h n w i l e y &  s o n s  L i m 北 e d , i n p r e s s
( 2 0 0 2 ) '
編 , 2 7 1 -
Ⅱ.翻訳
クリニカル・フフーマシーのための疾病解析.
福地坦監訳,水柿道直訳,376394,526623,医薬ジャーナル社,東京(1992).
医療薬学の応用バイオテクノロジー.
福地坦,水柿道直監訳,19-73,86-169,184-237,医薬ジャーナル社,東京住羽7).
クリニカル・ファーマシーのための疾病解析,第6版.
福地坦監訳,水柿道直他訳,940-1132,医薬ジャーナル社,東京(1999).
クリニカル・フフーマシーのための疾病解析,第 6版,ワークプック.
福地坦監訳,水柿道直他訳,217-244,医薬ジャーナル社,東京(1999).
クリニカル・ファーマシーのための疾病解析,第6版,教師用指導書.
福地坦監訳,水柿道直他訳,114-132,医薬ジャーナル社,東京(1999).
Ⅲ.研究論文
Metabolism ofhydroxy fa比y acids l. MetaboHc conversion ofricinoleic acid by a
Certain microorganism t08 -D-(+)-hydroxy tetradec-cis -5-enoic acid
Okui, S., uchiyama, M. and Mizugaki, M
J. Bioche171.,53:265-270 (1963)
5
Characterization ofhydroxy acids in depot fat afしer feedin宮 ofricinoleic acid.
Uchiyama, M. and MizugaM, M.
Biochi1π. Biophys. Acta,70:344346 (1963)
Interlnediates ofthe oxidative bl'eakdown ofricinoleic acid by Cα11didα4eπUS
Okui, S., uchiyama, M., Mizugaki, M. and sU宮awara, A.
召iochi机.召ioph),S. Acta,70:346-348 (1963)
Metabolism ofhydroxy fatty acidS Ⅱ.1nterlnediates ofthe oxidative breakdown of
"cinoleic acid byξenus candida
Okui, S., uchiyama, M、 and MizugaM, M
J.召iochen1リ 54:536-540 (1963)
Oxy宮enated Fa此yAcid の代謝ハイドロキシ酸について(その 1).
内山充,水柿道直,佐藤玲子,奥井誠一.
脂質生佗学酬究, PP.47-56 (1963)
6M e t a b o l i s m  o f h y d r o x y  f a 犹 y a c i d S  巫 .  c h a r a c t e r i z a t i o n  o f h y d r o x y  a c i d s i n  d e p o t f e t
a f t e r  f e e d i n g  o f r i c i n o l e i c  a c i d
O k u i ,  S . ,  u c h i y a m a ,  M . ,  s a t o ,  R .  a n d  M i z u g a k i ,  M
J . 召 i o c h e 1 1 1 . , 5 5 : 8 1 - 8 6  ( 1 9 6 4 )
M e t a b o l i s m  o f h y d r o x y  f a t t y  a c i d S  Ⅳ . 1 n a u e n c e  o f c i s  -  a n d  t r a n s  - d o u b l e  b o n d  i n
h y d r o x y  f a t t y  a c i d  m e t a b o l i s m  b y  五 S c h e r i c h i a  c o l i K - 1 2
M i z u g a k i ,  M . ,  u c h i y a m a ,  M .  a n d  o k u i ,  S .
J . 召 i o c h e m . , 5 8 : 1 7 4 - 1 7 8  ( 1 9 6 5 )
M e t a b o l i 8 m  o f h y d r o x y  f a t t y  a c i d s  v .  M e t a b o l i c  c o n v e r s i o n  o f h o m o r i c i n o l e i c  a n d
h o m o r i c i n e l a i d i c  a c i d s  b y  五 S c h e l , i c h i a  c o l i  K - 1 2
M i z u g a k i ,  M . ,  u c h i y a m a ,  M .  a n d  o k u i ,  S
J . 召 i o c h e 1 π . , 5 8 : 2 7 3 - 2 7 8  a 9 6 5 )
大 麻 成 分 の 理 化 学 的 試 験 .
奥 井 誠 一 , 内 山 充 , 水 柿 道 直 , 吉 田 篤 夫 .
衛 生 イ ι 学 , 1 3 : 1 8 7 - 1 9 0  ( 1 9 6 7 )
M e t e b o l i s m  o f h y d r o x y f a t t y  a c i d S  Ⅵ .  s t N c t 1 1 r e  o f h y d r o x y  a c i d S  帥 d  t h e  d e g r a d a t i o n
b y 召 S c h e r i C 五 i a  c 0 ι i K - 1 2
M i z u g a k i ,  M . ,  Y o n a h a ,  M . ,  u c h i y a m a ,  M .  a n d  o k u i ,  S
J . 召 i o c h e n ι . , 6 3 : 3 9 0 - 3 9 4  ( 1 9 6 8 )
A m i c r o m e t h o d  f o r i d e n t i 負 C a t i o n  o f h y d r o x y  a c i d s
V e e r a v a g u ,  P . ,  M i z u g a k i ,  M .  a n d  w a k i l ,  S .  J
A 1 1 α 1 . 召 i o c h e 1 π . , 2 3 : 4 0 3 - 4 1 2  ( 1 9 6 8 )
S t u d i e s  o n  t h e  m e c h a n i s m  o f f a t t y  a c i d  s y n t h e s i s  > Ⅸ .  p r e p a r a t i o n  a n d  g e n e r a l
P r o p e r t i e s  o f β 一 h y d r o x y b u t y r y l  a c y l c a r r i e r  p r o t e i n  d e h y d r a s e
M i z u g a k i ,  M . ,  w e e k s ,  G ' ,  T o o m e y ,  R . E .  a n d  w a k i l ,  S .  J
J . 召 i 0 ι .  c h e 1 π . , 2 4 3 : 3 6 6 1 - 3 6 7 0  a 9 6 8 )
I n t e r m e d i a t e -  a n d  l o n g - c h a i n  β 一 h y d r o x y a c y l - A c p  d e h y d r a s e s  f r o m  三 .  c o l i f a t t y
a c i d  S 沖 t h e t a s e
M i z u g a M ,  M . ,  s w i n d e 1 1 ,  A . C .  a n d  w a k i l ,  S . J
B i o c h e 1 π . 召 i o p h y s . 究 e s .  c o n ι n ι U π . , 3 3 : 5 2 0 - 5 2 7  a 9 6 8 )
E v i d e n c e  o f h y d r o g e n e t i o n  o f c i s  - 2  d o u b l e  b o n d i n g  o n  a  w e y  o f β 一 o x i d a t i o n  b y
三 S c h e r i c h i a  c o l i
U c h i y a m a ,  M . ,  Y o n a h a ,  M .  a n d  M i z U 宮 a k i ,  M .
J .  B i o c h e 1 π . , 6 5 : 9 7 フ - 9 7 8  ( 1 9 6 9 )
質量分析法によるバルビツール酸系催眠薬およびその体内代謝産物の確認.
水柿道直,鈴木康男,内山充,阿部英次
術生イι学,17:241-244 (1971)
Metabolism of 12-ketooctedecanoic acid by 三Scherichia c0ιi K-12 and Cα11dida
tropicalis.
Mizugaki, M., sato, M. and uchiyama, M
ιipids,フ:178-181 (1972)
Possible role ofNADPH-dependent-enoyl-coenzyme A reductase in β一oxidation of
Unsaturated fa比y acids
Mizugaki, M. and uchiyama, M
召ioche机. Biophys.丑es. con1机U11.,50:48-53 a973)
Biohydrogenation accompanying the β一oxidation of unsaturated fatty acids by
Cα1ιdida
Ishidate, K., Mizugaki, M. and uchiyama M
J.召ioche1π.,74:279-283 (1973)
Stereospeci負C hydrogen transfer by NADPH-enoylcoenzyme A reductase to cis -
and trαπS - isomers of2-enoic acid
MizugaM, M. and uchiy抑la, M
J.召iochem.,74:691-696 (1973)
マススペクトロメトリーの裁判化学領域への応用(第2報)アヘンアルカロイドの定量
鈴木康男,北条博史,水柿道直,内山充'
衛生イι学,19:212-214 (1973)
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脂肪酸の GLC における 2,3 の応用例.
内山充,水柿道直.
臨床病理、 21:576-580 (1973)
Separation and some characterizations ofNADPH-enoyl coA reductase (S) from
CαπdidααιbiCαπS
Ishidate, K., Mizugaki, M. and uchiyama, M
Chem. phar机.召Uι1.,22:2685-2691 a974)
Induction ofNADPH-enoyl coA reductase in candida grown in the presence of
Unsaturated fatty acids
Ishidate, K., Mizugaki, M. and uchiyama, M.
J. Bioche1π.,76:1139-1142 a974)
1,3 -Dゆolar cycloadd北ion of4elkoxy-6-methylpyrimidineN-oxides.
Yamanaka, H., Niitsuma, S., sakamoto, T. and Mizugaki, M
Heterocycles,5:255-260 (1976)
8O n  t h e  s t r u c t u r a l d e t e r m i n a t i o n  o f p y r i m i d i n e  N - o x i d e s
S a k e m o t o ,  T . ,  N i i t s u m a ,  S . ,  M i z u g a k i ,  M .  a n d  Y a m e n a k a  H
H e t e r o c y c l e s , 8 : 2 5 7 - 2 6 2  ( 1 9 7 フ )
S t u d i e s o n p y d m i d i n e d e r i v a t i v e s . Ⅶ .  N i c k e l - p h o s p h i n e c o m p l e x - c a t a l y z e d G r i g n a r d
C o u p l i n g  o f c h l o r o p y r i m i d i n e s
Y a m a n a k a ,  H . ,  E d o ,  K . ,  s h o j i ,  F . ,  K o n n o ,  S . ,  s a k a m o t o ,  T .  a n d  M i z u g a k i ,  M
C h e m .  p h a r n l .  B U 1 1 . , 2 6 : 2 1 6 0 - 2 1 6 6  ( 1 9 7 8 )
S t u d i e s ,  o n  t h e  m e t a b o l i s m  o f u n s a t u r a t e d  f a t t y  a c i d s . 1 .  s y n t h e s i s  a n d  i d e n t i f l c a t i o n
O f  6 - h y d r o x y d o d e c - 3 -  c i s  - e n o i c  a c i d ,  t h e  f i n a l  m e t a b o l i t e  o f  r i c i n o l e i c  a c i d  b y
召 S c h e r i c h i a  c o l i  K - 1 2
M i z u g a k i ,  M . ,  F u k u y a m a ,  H . ,  s a k a m o t o ,  T .  a n d  Y a m a n a k a ,  H
C h e n ι .  p h a r 1 π . 召 U 1 1 . , 2 6 : 2 4 1 7 - 2 4 2 1  ( 1 9 7 8 )
S t u d i e s  o n  p y r i m i d i n e  d e r i v a t i v e s . > Ⅲ .  R e a c t i o n  o f 4 , 6 - d i s u b s t i t u t e d  p y r i m i d i n e
N - o x i d e s  w i t h  d i m e t h y l  a c e t y l e n e d i c a r b o x y l a t e
Y a m a n a k a ,  H . ,  N i i t s u m a ,  S . ,  s a k a m o t o ,  T .  a n d  M i z u g a k i ,  M
C h e 1 1 ι .  p h a r n ι .  B U 1 1 . , 2 7 : 2 2 9 1 - 2 2 9 4  ( 1 9 7 9 )
S t u d i e s  o n  t h e  m e t a b o l i s m  o f u n s a t u r a t e d  f a t t y  a c i d s . Ⅱ .  s e p a r a t i o n  a n d  g e n e r a l
P r o p e r t i e s  o f r e d u c e d  n i c o t i n a l n i d e  a d e n i n e  d i n u c l e o t i d e  p h o s p h a t e - d e p e n d e n t c i s  -
2 - e n o y l - c o e n z y m e  A  r e d u c t a s e  f r o m  召 S c h e r i c h i a  c o l i  K - 1 2
M i z u g a k i ,  M . ,  u n u m a ,  T .  a n d  Y a m a n a k a ,  H
C h e 1 π .  p h a r n ι . 召 U ι 1 . , 2 7 : 2 3 3 4 - 2 3 3 7  ( 1 9 7 9 )
S y n t h e s i s  a n d  m e t a b o l i s m  o f 5 - a l k y l p y r i m i d i n e  - 2 -  c a r b o x y l i c  a c i d s .
Y a m a n a k a ,  H . ,  M i z u g a k i ,  M . ,  s a g i ,  M . ,  E d o ,  K . ,  M i y a z a k i ,  H . ,  T a k a y a m a ,  H .  a n d
M i n a t o g a w a ,  Y
H e t e r o c y c l e s , 1 2 : 1 3 2 3 - 1 3 2 6  ( 1 9 7 9 )
S t u d i e s o n  p y r i m i d i n e d e r i v a t i v e s . > a v .  o n t h e s t N c t 世 a l d e t e r m i n a u o n o f p y r i m i d i n e
N - o x i d e s .
S a k a m o t o ,  T . ,  N i i t s u m a ,  S . ,  M i z u g a k i ,  M .  a n d  Y a m a n a k a ,  H .
C h e 1 1 1 .  P 五 α r 1 π .  B U 1 1 . , 2 7 : 2 6 5 3 - 2 6 6 0  ( 1 9 7 9 )
ピ リ ミ ジ ン 誘 導 体 の 研 究 ( 第 1 1 報 )  E t h o x y c a r b o n y l a c e t a m i d i n e  と β ー ジ カ ル ポ ニ ル 化
合 物 と の 反 応 .
山 中 宏 , 小 松 美 奈 子 , 丹 治 健 一 , 小 川 茂 , 今 野 昌 悦 , 水 柿 道 直 .
棄 学 雑 i ま , 9 9 : 3 4 2 - 3 4 8  ( 1 9 7 9 )
S t u d i e s  o n  t h e  m e t a b o l i s m  o f u n s a t u r a t e d  f a t t y  a c i d s . Ⅲ .  s t r u c t u r a l d e t e r m i n e t i o n
O f c i s  -  a n d  t r α π S  -  i s o m e r s  o f 3 -  o r  2 - a l k e n o i c  a c i d s  b y  n u c l e a r  m a g n e t i c  r e s o n a n c e
S p e c t r o s c o p y  u s i n g  a  c h e m i c a l s h i f T  r e a g e n t
M i z u g a k i ,  M . ,  H o s h i n o ,  T . , 1 t o ,  Y . ,  s a k a m o t o ,  T . ,  s h i r a i s h i ,  T .  a n d  Y e m a n a k a ,  H
C h e 1 π .  p h a r 1 π . 召 α ι ι . , 2 8 : 2 3 4 7 - 2 3 5 0  ( 1 9 8 0 )
Studies on the metabolism ofunsaturated fatty acids.Ⅳ. N-Ethylmaleimide re・
ducing activity in 召Scherichia coliK-12.
Mizugaki, M., unuma, T., shiraishi, T、, Nishimaki, T. and Yamanaka, H
Che1π. pharm,召Uιι.,29:570-573 (1981)
Studies on pyrimidine derivatives. X>ⅡXI. synthesis of3-substituted l,2,4-triazines
by nucleophilic substitution
Konno, S., Yokoyama, M,, Kaite, A., Yamatsuta,1., ogawa, S., Mizugaki, M. and
Yamanaka, H
Chenl. phar11ι. BU11.,30:152-157 (1982)
Studies on the metabolism of unsaturated fa比y acids. V.1Somerization ofthi01
部ters ofcis -2-alkenoic acids during their preparation and alkaline hydrolysis.
Mizugaki, M.,1to, Y., Hoshino, T., shireishi, T. and Yamanaka, H
Chem. phar1π. BU11リ 30:206-213 (1982)
Studies on the metabolism ofunsaturated fa比y acids.Ⅵ. stereochemicalstudies of
the reaction catalyzed by cis -2-enoyl-coenzyme A reductase of五Scherichia coli
Mizugaki, M., unuma, T., Nishimaki, T., shiraishi, T., Kawaguchi, A., sa北0, K.,
Okuda, S. andYamaneka, H
Chenι.四harnι.召αι1.,30:2155-2160 a982)
Studies on the metabolism ofunsaturated fatty acids.Ⅶ. separation and general
Properties ofreduced nicotinamide adenine dinucleotide phosphate-dependent
trαπS -2-enoyl-coenzyme Areductase from 五Scherichia coli K-12
Mizugaki, M., Nishimaki, T., shiraishi, T. and Yamanaka, H.
Che1π. pharm.召U1ι.,30:2503-2511 a982)
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Studies on the metabolism ofunsaturated fatty acids.Ⅷ.1nduction of2,4-dienoyl-
COA reductase in 三SC五erichia coli on the addition ofunsaturated fa此y acids
入監ZugeM, M., NiS11imaki, T.,Yalnalnoto, H., NisMmura, S., sagi, M. a11dYalnenaka, H
J. Bioche1π.,91:1453-1456 a982)
Studies on the metabolism ofunsaturated fa比y acid8.Ⅸ. stereochemicalstudies of
the reaction catalyzed by trαπS -2-enoyl- coenzymeA reductase of三Scherichia coli
八監ZugaM, M.,NiS1血leki,T., S11iraisM,T.,1ζawaguC11i,A', okuda, S.即dY田n飢aka,H.
J.召ioche111.,92:1649-1654 (1982)
St11dies on the metabolism ofunsatureted fatty acids. X. puriacation and some
Properties of2,4 -dienoyl- COA reductase from 召Scherichia coli.
Mizugaki, M., Kimura, C., Nishimaki, T., Yamalnoto,亘., sagi, M., Nishimura, S.
andYamanaka, H
J.召iochem.,92:1671-1674 a982)
1 0
S t u d i e s  o n  t h e  m e t a b o l i s m  o f  u n s a t u r a t e d  f a t t y  a c i d s . > 江 .  A l t e r a t i o n s  i n  t h e
a c t i v i t i e s o f e n o y l - C O A h y d r a t a s e , 3 - h y d r o x y a c y l - C O A  e p i m e r a s e  a n d  2 , 4 d i e n o y l -
C O A  r e d u c t a s e  i n  r a t  l i v e r  m 北 O c h o n d r i a  a n d  p e r o x i s o m e s  b y  c l o f i b r a t e
M i z u g a k i ,  M . ,  N i s h i m a k i ,  T . ,  Y a m a m o t o ,  H . ,  s e g i ,  M .  a n d  Y a m a n a k a ,  H
J . 召 i o C 五 e n l . , 9 2 : 2 0 5 1 - 2 0 5 4  ( 1 9 8 2 )
I n 丑 U e n c e  o f h e t e r o a r o m a t i c  a m i n e s t o  K 1 1 0 e v e n a g e l c o n d e n s a t i o n
Y a m a n a k a ,  H . ,  Y o k o y a l n a ,  M . ,  s a k a l n o t o ,  T . ,  s h i r a i s h i ,  T . ,  s a g i ,  M .  a n d  M i z u g a k i ,  M .
H e t e r o c y C ι e s , 2 0 : 1 5 4 1 - 1 5 4 4  住 9 8 3 )
S y n t h e s i s  o f h e t e r o a r o m a t i c  c a r b o x y l i c  a c i d s  c l o s e l y  r e l a t e d  t o  f u s a r i c  a c i d
Y a m a n a k a ,  H . ,  M i z u g a k i ,  M . ,  s a k a m o t o ,  T . ,  s a g i ,  M . ,  N a k a g a 訊 , a ,  Y . ,  T a k a y a m a ,
H . , 1 S h i b a s h i ,  M .  a n d  M i y a 乞 a k i ,  H
C h e 机 ,  p h a r n ι . 召 U 1 1 、 , 3 1 : 4 5 4 9 - 4 5 5 3  ( 1 9 8 3 )
S t u d i e s  o n  t h e  m e t a b o l i s m  o f u n s a t u r a t e d  f a t t y  a c i d s . > Ⅲ .  R e a c t i o n  c a t a l y z e d  b y  2 ,
4 - d i e n o y l - C O A  r e d u c t a s e  o f 五 S c h e r i c h i a  c 0 ι i
M i z u g a k i ,  M . ,  K i m u r a ,  C . ,  N i s h i m a M ,  T . ,  K a w a g 口 C h i , A . ,  o k u d a ,  S . 即 d Y a l n 帥 a k a ,  H
J .  B i o c h e n l . , 9 4 : 4 0 9 - 4 1 3  a 9 8 3 )
T h e  a r c h i t e c t u r e  o f t h e  a n i m a l f a t t y  a c i d  s y n t h e t a s e . Ⅱ .  s e p a r a t i o n  o f t h e  c o r e  a n d
t h i o e s t e r a s e  f u n c t i o n s  a n d  d e t e r m i n a t i o n  o f t h e  N - c  o r i e n t a t i o n  o f t h e  s u b u n i t
M a t t i c k ,  J .  S . ,  N i c k l e s s ,  J . ,  M i z u g a k i ,  M . ,  Y a n g ,  C . - Y . ,  u c h i y a m a ,  S . 帥 d  w a M I ,  S .  J
J . 召 i 0 1 .  c h e 机 . , 2 5 8 : 1 5 3 0 0 - 1 5 3 0 4  ( 1 9 8 3 )
S t u d i e s  o n  t h e  m e t a b o l i s m  o f  u n s a t u r a t e d  f a 此 y  a c i d s .  X Ⅲ .  p r o p e r t i e s  o f  2 , 4 -
d i e n o y l - C O A  r e d u c t a s e  f r o m  b e e f l i v e r
M i z u g a M ,  M ' ,  K i m u r a ,  C . ,  K o n d o ,  A . ,  K a w a g u c h i ,  A . ,  o k u d a ,  S .  a n d  Y a m a n a k a ,  H .
J .  B i o c h e n l . , 9 5 : 3 1 1 - 3 1 7  ( 1 9 8 4 )
S t u d i e s  o n t h e  m e t a b o l i s m  o f u n s a t u r a t e d  f a t t y a c i d s . > Ⅱ V .  p u r i 丘 C a t i o n  a 1 1 d  p r o p e r t i e s
O f N A D P H - d e p e n d e n t t r α 1 ι S  - 2 - e n o y l - C O A  r e d u c t a s e  o f 三 S c h e r i c h i a  c o l i  K - 1 2 .
N i s h i m a k i ,  T . ,  Y a m a n a k a ,  H .  a n d  M i z u g a k i ,  M
J .  B i o c h e 1 1 1 . , 9 5 : 1 3 1 5 - 1 3 2 1  ( 1 9 8 4 )
S t u d i e s  o n  t h e  m e t a b o l i s m  o f u n s e t u r a t e d  f a t t y  a c i d s .  X V .  p u r i 丘 C a t i o n  a n d  p r o p e r し i e s
O f 2 , 4 - d i e n o y l - C O A  r e d u c t a s e  f r o m  r a t  l i v e r  p e r o x i s o m e s .
1 く i m u r a ,  C . ,  K o n d o ,  A . ,  K o e d a ,  N . ,  Y a m a n a k a ,  H .  a n d  M i z u g a M ,  M .
J . 召 i o c h e 1 π . , 9 6 : 1 4 6 3 - 1 4 6 9  ( 1 9 8 4 )
小 柴 胡 湯 と そ の 漢 方 製 剤 の 品 質 評 価 .
早 坂 正 孝 , 鈴 木 満 , 池 田 久 夫 , 大 久 保 七 枝 , 草 野 源 次 郎 , 水 柿 道 直 .
棄 剤 学 , 4 4 : 2 6 3 - 2 6 7  ( 1 9 8 4 )
The structure ofneocarzinostatin chromophore possessing a novel bicycl0 17,3,0]
dodecadienediyne system.
Edo, K., MizugaM, M., Koide, Y., seto, H., Furihata, K., otake, N. and lshida, N
retrahedr0πιett.,26:331-334 a985)
Studies on the metabolism ofunsaturated fatty acids. XVI. purification a11d general
Properties of2,4-dienoyl-COA reductase from candida lipobtica
Mizugaki, M., Koeda, N., Kondo, A., Kimura, C. and Yamanaka, H.
J.召iochemリ 97:837-843 (1985)
Extra-weak chemiluminescence ofdrugs.Ⅱ. Relationship between the structure
and the extra-weak chemiluminescence ofor宮anic compounds
Edo, K., sato, H., Kato, M., Mizugaki, M. and uchiyama, M.
Che1π.四har1π.召Uι1.,33:3042-3045 (1985)
甘草含有漢方製剤の品質評価.
早坂正孝,鈴木満,草野源次郎,水柿道直
薬剤学,45:127-131 (1985)
薬物の極微弱化学発光に関する研究(第1報).
錠剤,カプセル剤の極微弱化学発光.
水柿道直,佐藤秀昭,江戸清人,秋山ユリ子,佐伯昭雄.
棄学雑iま,105:401-406 (1985)
薬物の極微弱化学発光に関する研究(第3報).
極微弱化学発光による漢方エキス製剤に対する空気及び熱の影響.
佐藤秀昭,江戸清人,水柿道直.
薬学雑iま,105:1078-1086 (1985)
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Neocarzinostatin (NCS)chromophore のγ一cyclodextrin による安疋イヒ.
江戸清人,斎藤邦人,秋山ユリ子,水柿道直,小出芳夫,石田名香雄.
医学のあゆみ,135:923-924 (1985)
Acetyl-COA-dependent chain elongation offatty acids in 召Scherichia coliK-12_
Nishimaki, T., Yam即aka, H. end Mizugaki, M
J.召ioche1π.,99:365-374 (1986)
Chain elongation offusaric acid and related compounds in ratliver.
Mizugaki, M., sagi, M., Yalnanaka,Π., Takay良lna, H.,1ShibaS11i, M. a11d Miyazaki, H
J.召ioche1π.,99:469-476 a986)
Unstebi1北y ofneocarzinostatin-chromophore.
Edo, K., seto, H., saito, K, AMy田na, Y.,1くa切, M.,八監乞Ugaki, M., Koide,Y. a11d lS11ida, N
J. Aπti6iotリ 39:535-540 a986)
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I s o x a 乞 o l e  d e r i v a t i v e s  a s  c e n t r a 1 1 y  a c t i n g m u s c l e  r e l a X 如 t s . 1 .  s y n t h e s i S  印 d  e c t i v i t y  o f
5 - ( 3 - a m i n o p r o p y D  釘 n i n o - 3 - p h e n y l i s o x e z o l e  d e r i v a t i v e s
T a t e e ,  T . ,  K u r a s h i g e ,  S . ,  s h i o z a w a ,  A . ,  N a r 北 a ,  K . ,  T a k e i ,  M . , 1 t o ,  S . ,  M i y a z a k i ,  H . ,
Y a m a n a k a ,  H . ,  M i z u g a M ,  M . ,  s a k a m o t o ,  T .  e n d  F u k u d a ,  H
C h e 1 π .  P 五 α r 1 π . 召 U 1 1 リ  3 4 : 1 6 3 4 - 1 6 4 2  ( 1 9 8 6 )
I s o x a z o l e d e r i v a t i v e s  e s c e n t r a Ⅱ y  a c t i n g m u s c l e r e 1 鯉 a n t s . Ⅱ .  S 沖 壮 l e s i S  抑 d  s t N c t u r e
- a c t i v i t y  r e l a t i o n s h i p  o f 3 - a m i n o - N - ( 3 - p h e n y l - 5 - i s o x a z o l y D  p r o p a n a m i d e 8 .
T a t e e ,  T . ,  N a r 北 a ,  K . ,  K u r a s h i g e ,  S . , 1 t o ,  S . ,  M i y a z a k i ,  H . ,  Y a m a n e k a ,  H . ,  M i z u g a k i ,
M . ,  s a k a m o t o ,  T '  a n d  F u k u d a ,  H .
C h e 井 1 .  p h a r n l . 召 U 1 1 . , 3 4 : 1 6 4 3 - 1 6 5 5  ( 1 9 8 6 )
P u r i 丘 C a t i o n  a n d  g e n e r a l  p r o p e r t i e s  o f  a  m e t a l - i n s e n s i t i v e  l i p a s e  f r o m  冗 h i 2 0 P U S
j a p 0 π i c u s  N R  4 0 0
S u z u k i ,  M . ,  Y e m a m o t o ,  H .  a n d  M i z u g a k i ,  M .
J .  B i o c h e 1 1 ι . , 1 0 0 : 1 2 0 7 - 1 2 1 3  ( 1 9 8 6 )
A b s o l u t e  c o n 6 g u r a t i o n  o f t h e  a l n i 1 1 0  s u g a r m o i e 切 7 0 f t h e  n 印 C a r z i n o s t a t i n  C 1 1 r o m o p h o r e
E d o ,  K . ,  A k i y a m a ,  Y . ,  s a i t o ,  K . ,  M i z u g a k i ,  M . ,  K o i d e ,  Y .  a n d  l s h i d a ,  N
J .  A 1 1 t i b i o t . , 3 9 : 1 6 1 5 - 1 6 1 9  ( 1 9 8 6 )
E x t r a - w e a k  c h e m i l u m i n e s c e n c e  o f d r u g s .  V .  T h e  e x t r a - w e a k  c h e m i l u m i n e s c e n c e
O f i m i p r a m i n e  h y d r o c h l o r i d e  p r o d u c e d  b y  a u t o x i d a t i o n .
S a t o ,  H . ,  E d o ,  K .  a n d  M i z u g a k i ,  M 、
C h e m .  p h a r m . 召 U 1 1 . , 3 4 : 5 1 1 0 - 5 1 1 4  ( 1 9 8 6 )
N e o c a r z i n o s t a t i n  :  c a r b o x y l - t e r m i n a l - 4 3 - p e p t i d e  r e s i d u e  o f a p o - n e o c a r z i n o s t a t i n
e s  t h e  b i n d i n g  s i t e  o f n e o c a r z i n o s t a t i n - c h r o m o p h o r e
E d o ,  K . ,  s a i t o ,  K _ ,  A k i y a m a ,  Y . ,  M i z u g a k i ,  M . ,  K o i d e ,  Y .  a n d  l s h i d a ,  N
C 五 e h l .  P 五 α r 1 π . 召 U 1 1 リ  3 4 : 5 1 8 0 - 5 1 8 3  ( 1 9 8 6 )
血 清 中 パ ラ コ ー ト の 迅 速 簡 易 定 量 法 .
三 浦 修 , 佐 々 木 智 , 佐 々 木 司 郎 , 加 賀 谷 進 二 , 菅 谷 彪 , 鈴 木 康 男 , 水 柿 道 直 .
衡 生 イ ι 学 , 3 2 : 1 6 7 - 1 7 0  ( 1 9 8 6 )
S y n t h e s i s  o f 1 1 C - i m i p r a m i n e  a n d  i t s  d i s t r i b u t i o n  i n  t i s s u e s  o f m i c e .
M i z u g a k i ,  M . ,  N a k a m u r e ,  H . , 1 S e ,  A . ,  T a k a h a s h i ,  K . , 1 t o ,  K . ,  E d o ,  K . ,  A S O ,  H . ,
T a k a h a s h i ,  T . , 1 d o ,  T .  a n d  M a t s u z a w a ,  T .
C y R I C A π π . 冗 e p . 1 9 8 6 : 1 5 9 - 1 6 1 ( 1 9 8 7 )
I n v o l v e m e n t  o f t h e  f a t t y  a c i d  o x i d a t i o n  c o m p l e x  i n  a c e t y l - C O A - d e p e n d e n t  c h a i n
e l o n g e t i o n  o f f a t t y  a c i d s  i n  三 S c h e r i c h i a  c 0 ι i
N i s h i m e k i - M o g a m i ,  T . ,  Y a m a n a k e ,  H .  a n d  M i z U 晉 a k i ,  M .
J .  B i o c h e 1 π リ  1 0 2 : 4 2 7 4 3 2  ( 1 9 8 7 )
Glutamine synthetase ofthe human brain : puri丘Cetion and characterization
Yamamoto, H., Konno, H., Yamamoto, T.,1to, K., Mizugaki, M. and lwasaki, Y.
J. Neuroche1π.,49:603-609 (1987)
Isoxazole deHvatives as centra11y acting muscle re1飢ants.Ⅲ. synthesis and activity
Ofcomformationa11y restricted analogs.
Tatee, T., Narita, K., Kurashige, S',1to, S., Miyazaki, H., Yamanaka, E., Mizugaki,
M., sakamoto, T. and Fukuda, H
Chenι. phar1π.召U11.,35:3676-3690 (1987)
LOWT.syndromeにおける血清遊雜甲状腺ホルモン分画への血清遊雛脂肪酸の影響.
野村隆,桜田俊郎,吉田克己,海瀬和郎,海瀬信子,板垣洋一,山本蒔子,斉藤慎
太郎,平山伊久江,水柿道直,吉永馨.
日本内分越会i武 63:752-フ72 住987)
Rhizopusjap0πicus NR400 の産生する菌体外りパーゼ.
鈴木満,水柿道直.
病院棄学,13:191-194 (1987)
薬物の極微弱化学発光に関する研究(第6報).
生薬の抽出時に観察される極微弱化学発光.
佐藤秀昭,黒崎雄一郎,江戸清人,水柿道直.
棄学雑'ま,107:891-897 (1987)
最近の睡眠薬の処方動向.
米澤健三,中村浩規,水柿道直.
医薬晶相互作用研究,11:33-39 (1987)
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Rhi20pusjap0πicusNR400 の産生するりパーゼ加水分解位置特異性.
鈴木満,水柿道直.
棄剤学,47:269-275 (1987)
Biodistribution of11C-methamphetamine in tissues ofmice
Edo,K,YalnasMta,M.,Nakamure,H.,TakaheS11i,T.,1to,K,Tomioka,Y.,血S1血叩la,
T., Kanno, S., Mizugaki, M., ASO, H., Takahashi, T. and ldo, T.
CI'究ICA11π. Rep.1987:115-121 (1988)
Purification and generalproperties ofAMp deaminase from sheep brein
Ito, K., Yamamoto, H. end Mizugaki, M.
J.召ioche1π.,103:259-262 (1988)
Extra-weekche血Iulninescenceofdrugs.Ⅶ.Apossiblepathweyofche加1叩linescence
generation from imipr抑line hydrochloride produced by autoxidation
Sato, H., Kurosaki, Y', Edo, K. and Mizugaki, M.
Che11ι.,harm. BU1ι.,36:1469-1474 (1988)
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A n  a n t i t u m o r  p o l y p e p t i d e  a n t i b i o t i c  n e o c a r 乞 i n o s t a t i n  :  t h e  m o d e  o f a p o - p r o t e i n
- c h r o m o p h o r e  i n t e r a c t i o n
E d o ,  K . ,  s a i t o ,  K . ,  A k i y a m a - M u r a i ,  Y . ,  M i z u g a k i ,  M . ,  K o i d e , Y '  a n d  l s h i d a ,  N
J .  A π t i 6 i 0 ι . , 4 1 : 5 5 4 5 6 2  ( 1 9 8 8 )
H y d r o g e n  b r o m i d e  a d d u c t  o f D e o c a t z i n o s t a t i n  c h r o m o p h o r e  :  o n e  o f t h e  s t a b l e
d e r i v a t i v e s  o f n a t i v e  n e o c a r z i n o s t a t i n  c h r o m o p h o r e
E d o ,  K . ,  A k i y a m a - M u r a i ,  Y . ,  s a 北 0 ,  K .  a n d  M i z u g a k i ,  M '
J .  A π t i b i o t リ  4 1 : 1 2 7 2 - 1 2 7 4  a 9 8 8 )
n e p a r a 廿 o n o f a m o n o c l o n a 1 血 U b o d y s p e c i 6 C f o r l - m e t h y l a d e n o s i n e 即 d i t s a p p l i c a t i o n
f o r t h e  d e t e c t i o n o f e l e v a t e d l e v e l s o f l - m e t h y l a d e n o s i n e i n { 1 r i n e S 丑 . o m  C 飢 C e r p a 廿 e n t s
I t o h ,  K . ,  M i z u g a k i ,  M .  a n d  l s h i d a ,  N .
J p n .  J .  C α 1 1 C e r π e s .  r G α π π ナ , 7 9 : 1 1 3 0 - 1 1 3 8  a 9 8 8 )
E x t r a - w e a k  c h e m i l u m i n e s c e n c e  o f d r u g s . Ⅸ .  E x t r a - w e a k  c h e m i l u m i n e s c e n c e  o f
n e o c a r z l n o s t a t i n  i n j e c t i o n
E d o ,  K . ,  s a 北 0 ,  K . ,  K a t o ,  M . ,  A k i y a m a - M u r a i ,  Y . ,  s a t o ,  H .  a n d  M i z u g a k i ,  M
C h e 1 1 ι .  P 五 α r 1 π .  B U ι ι . , 3 6 : 4 6 0 3 - 4 6 0 7  a 9 8 8 )
I m m u n o c y t o c h e m i c a 1 1 0 c a l i z a t i o n  o f  2 , 4 - d i e n o y l - C O A  r e d u c t a s e  i n  t h e  l i v e r  o f
n o r m a 1  即 d  d i - ( 2 - e t h y l h e x y D  p h t h a l a t e - f e d  r a t s
Y o k o t e ,  S . ,  H i r o s e ,  A .  a n d  M i z u g a k i ,  M
H i s t o c h e 1 1 1 .  J . , 2 0 : 6 7 9 - 6 8 7  a 9 8 8 )
F u s a r i c  a c i d  ( 5 - b u t y l p y r i d i n e - 2 - c a r b o x y l i c  a c i d ) ア ザ ア ナ ロ ー グ の 代 謝 .
鷺 又 市 , 中 川 喜 雄 , 水 柿 道 直 , 山 中 宏 , 石 橋 正 兀 , 高 山 秀 樹 , 宮 崎 浩 .
薬 学 雑 i 武  1 0 8 : 3 2 5 - 3 3 0  ( 1 9 8 8 )
F u s a r i c  a c i d  ( 5 - b u t y l p y r i d i n e - 2 - c a r b o x y l i c  a c i d ) と 類 似 の 構 造 を 持 っ ア ゾ ー ル カ ル
ボ ン 酸 の 代 謝 .
鷺 又 市 , 中 川 喜 雄 , 水 柿 道 直 , 山 中 宏 , 石 橋 正 兀 , 高 山 秀 樹 , 宮 崎 浩 .
薬 学 雑 i 武  1 0 8 : 3 5 0 - 3 5 4  ( 1 9 8 8 )
ガ ス ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー / セ レ ク テ ツ ド イ オ ン モ ニ タ リ ン グ に よ る ア コ ニ チ ン 系 ア ル カ
ロ イ ド の 分 析 .
水 柿 道 直 , 大 山 良 治 , 木 村 勝 彦 , 石 橋 正 兀 , 大 野 曜 吉 , 内 問 栄 行 , 永 盛 肇 , 鈴 木 康 男 .
衛 生 イ と 学 , 3 4 : 3 5 9 - 3 6 5  ( 1 9 8 8 )
D e t e c t i o n  o f e l e v a t e d  a m o u n t s  o f u r i n a r y  p s e u d o u r i d i n e  i n  c a n c e r  p a t i e n t s  b y  u s e
O f a  m o n o c l o n a l a n t i b o d y
I t o h ,  K 、 ,  M i z u g a k i ,  M .  a n d  l s h i d a ,  N .
C ι i 1 1 .  C 五 i n l .  A c t a , 1 8 1 : 3 0 5 - 3 1 6  ( 1 9 8 9 )
Extra-weak chemiluminescence ofdN部.Ⅷ. Extra-weak chemiluminescence 釘ising
from the amino-carbonylreaction
Kurosaki, Y., sato, H. and Mizugaki, M
J.召i0ιUmiπ. che1πilU111i1ι.,3:13-19 (1989)
Dimethylisopropylsilylether derivative in gas chromatography/massspectrometry
Of2,3-dinor-6-keto-prostaglandin F1小
Ishibashi, M., watanabe, K., ohyama, Y., Mizugaki, M. and Harima, N
Che1π. pharnι. BU11',37:539-541 a989)
Suppressive effect of l-methyladenosine on the generation ofchemiluminescence
by mouse peritonealmacrophages stimulated with opsonized zymosan
Itoh, K., Majima, T., Edo, K., Mizugaki, M. and lshida, N
Toh0えU J.五χP. Med.,157:205-214 (1989)
Pud6CationandcharacteHzauonofN-ethylmaleimidereducingenzyme丑'omCα11d女h
Iip0ιytica
Mizugaki, M., Nekazawa, M., Yamamoto, H. and Yamanaka, H
J、 Biochenι.105:782-784 (1989)
Dimethylisopropylsilyl ether derivative in gas chromatography/ma8S spectrometly
Of11心ehydrothromboxa11eB2.Ⅱ.Fragmentationofmethylester-11一π一propylalnide-
dimethylisopropylsilyl ether derivative
Ishibashi, M., ohyama, Y., watenabe, K., Mizugaki, M. and Harima, N.
Che111. pharnι.召U1ι.,37:3015-3021 (1989)
,
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Characterizauon ofsecondary structure ofneocarzinostatin apoprotein
Saito, K, sato, Y., Edo, K, Ndyalna-Murai, Y., Koide, Y.,1S11ida, N.即d MizugaM, M.
Chenl, phar机. BU1ι.,37:3078-3082 (1989)
Feasibility ofusing [1802111-dehydrothromboxane B2 as an internal standard of
immunoa伍n北ypuriacationf0110wed bygasC11romatography/selectedion monitoring
Ishibashi, M., ohyama, Y., W'atanabe, K., Hayashi,Y., Takasaki, W., Nakagawa,
A. and Mizugaki, M
Che1π. phar1π. BUιι.,37:3171-3173 a989)
Immunocytochemica110calization of△3 △2-enoyl-COA isomerase in rat liver. The
effects ofdi-(2-ethylhexyD phthalate, a peroxisome proliferator.
Yokota, S., Hirose, A. and Mizugaki, M.
Bi01. ce11,66:327-334 (1989)
Synthesis of 11C-1abeled imipramine and its biodi8tribution in mice : a potential
trecer for positron emission tomography
Nakalnura, H., Edo, K., Hishinuma, T., Takahashi, T.,1do, T. and MizU宮aki, M.
Chem.四harnι. BU1ι.,37:3376-3379 (1989)
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柴 胡 含 有 漢 方 製 剤 の 遊 離 ア ミ ノ 酸 の 組 成 .
早 坂 正 孝 , 草 野 源 次 郎 , 水 柿 道 直
爽 剤 学 , 4 9 : 3 3 - 4 0  ( 1 9 8 9 )
2 次 元 T L C  に よ る 漢 方 製 剤 の 品 質 評 価 法 .
早 坂 正 孝 , 草 野 源 次 郎 , 水 柿 道 直 .
棄 剤 学 , 4 9 : 1 1 2 - 1 1 5  ( 1 9 8 9 )
日 本 人 に お け る  P o p u l a t i o n  p h a r m a c o k i n e t i c  p a r a m e t e r S  の 推 定  1
ノ { ル フ ゜ 口 酸 .
堀 了 平 , 奥 村 勝 彦 , 北 澤 式 文 , 神 代 昭 , 斎 藤 侑 也 , 樋 口 駿 , 水 柿 道 直 , 山 路
力 久 忠 、 昭 , 谷 川 原 祐 介 .
薬 剤 学 , 4 9 : 1 4 8 - 1 5 6  ( 1 9 8 9 )
日 本 人 に お け る  P o p u l a t i o n p h a r m a c o k i n e t i c p a r a m e t e r S  の 推 疋 Ⅱ .
カ ル バ マ ゼ ビ ン .
堀 了 平 , 奥 村 勝 彦 , 北 澤 式 文 , 神 代 昭 , 斎 藤 侑 也 , 樋 口 駿 , 水 柿 道 直 , 山 路
力 久 忠 、 昭 , 谷 川 原 祐 介 .
薬 剤 学 , 4 9 : 3 0 4 - 3 1 2  ( 1 9 8 9 )
I d e n t i 丘 C a t i o n  o f 1 1 - d e h y d r o t h r o m b o x a n e  B 3 i n  h u m a n  u r i n e  a f t e r  a d m i n i s t r a t i o n
O f e i c o s a p e n t a e n o i c  a c i d
I s h i b a s h i ,  M . ,  o h y a m a ,  Y . ,  M i z u g a k i ,  M .  a n d  H a r i m a ,  N
召 i 0 机 e d . 召 π υ i r 0 π .  M a s s  s p e c t r 0 1 π e t リ  1 9 : 3 8 7 - 3 8 9  ( 1 9 9 0 )
C D N A  c l o n i n g  o f r a t l i v e r  2 , 4 - d i e n o y l - C O A  r e d u c t a s e
H i r o s e ,  A . ,  K a m i j o ,  K . ,  o s u m i ,  T . ,  H a s h i m o t o ,  T .  a n d  M i z u g a k i ,  M .
B i o c h i 1 π .  B i o p h y s .  A c t a , 1 0 4 9 : 3 4 6 - 3 4 9  ( 1 9 9 0 )
P u r i a c a t i o n  o f t h e  m u H i e n z y m e  c o m p l e x  f o r f e t t y  a c i d  o x i d e t i o n  f r o m p s e u d 0 1 π 0 1 1 α S
f r 昭 i  a n d  r e c o n s t i t u t i o n  o f t h e  f a t t y  a c i d  o x i d a t i o n  s y s t e m
I m a m u r a ,  S . ,  u e d a ,  S . ,  M i 乞 U g a k i ,  M .  a n d  K a w a g u c h i ,  A .
J . 召 i o c h e n ι . , 1 0 7 : 1 8 4 - 1 8 9  a 9 9 0 )
薬 物 の 極 微 弱 化 学 発 光 に 関 す る 研 究 ( 第 1 0 報 ) .
大 黄 の 極 微 弱 化 学 発 光 抑 制 成 分 .
佐 藤 秀 昭 , 黒 崎 雄 一 郎 , 平 山 秀 樹 , 水 柿 道 直 、
寮 学 雑 i ま , 1 1 0 : 5 5 - 5 8  ( 1 9 9 0 )
R e p l a c e m e n t  o f L - T 4  S u p p o s i t o r y  i n  M M T  t r e a t e d  r a b b 北 S .
Y a m a m o t o ,  M . ,  Y o n e z a w a ,  K . ,  M i z u g a k i ,  M . ,  T o d a ,  H . ,  K i k u c h i ,  H . ,  s e k u r a d a ,  T . ,
S a i t o ,  S .  e n d  Y o s h i n a g e ,  K .
五 π d o c r i π 0 ι .  J a P α π . , 3 7 : 3 5 5 - 3 5 9  ( 1 9 9 0 )
昭 ,
" 刀
日本人における Population pharmacokinetic parameterS の推定Ⅲ.
フェニトイン.
山路昭,堀了平,奥村勝彦,北澤式文,神代昭,斎藤侑也,樋口駿,水柿道直,
力久忠昭,谷川原祐介、
棄剤学,50:292-299 (1990)
トリカブトを用いた毒殺事例の臨床法医学的検討.
準一,岡田保誠,佐々木勝,三井香児,水柿道直.森啓,向田政博,石山夫,
日法医iま,44:352-357 (1990)
血液領域一血液疾患の分子・免疫学的アプローチ.
星野敦,本田一陽,石森章,伊藤邦彦,水柿道直,能勢真人.
臨床病理,38:756-764 (1990)
Synthesis ofⅡC-1abeled coceine and 北S biodistribution in mice
1【imura, K., Hishinuma, T., ASO, H.,1Shii, F.,1toh, K., Tomioka, Y., Nishikawa, M.,
Uyama, T., Nakamura, H. and Mizugaki, M.
Cy冗ICAππ. Rep.1990:93-99 (1991)
Extra-weak chemHuminescence ofdrugs.>Ⅱ. Quenchin宮 effects ofpuriDe and
Pyrimidine derivatives on the extra-weak chemiluminescence derived from the
Mai11ard reaction.
Kurosaki, Y., sato, H. and Mi乞Ugaki, M
J. BiolU11ιiπ、 che1πilUηιiπ.,6:9-12 (1991)
Neocarzinostatin : selective tryptopha110xidation a11d neocarzinostatin-C11romophore
binding to apo-neocarzinostatin
Edo, K., saito, K., Matsuda, Y., Akiyama-Murai, Y., Mizugaki, M., Koide, Y. and
Ishida, N
Che1π. pharnι.召U11.,39:170-176 (1991)
17
Novel derivatization and immunoextraction to improve microanalysis of 11-
dehydrothromboxane B2in human urine.
ISMbashi, M., wata11ebe, K., ohy即la, Y., Mizugaki, M., HayaS11i, Y.即d Takasaki, W'.
J. chron1αι0目r.,562:613-624 (1991)
Detection ofheat-stable △3 △2-enoyl-COA isomerase in ratliver mitochondria and
Peroxiaomes by immunochemicalstudy using speci負C antibody
Tomioke, Y., Aihara, K., Hirose, A., Hishinuma, T. and Mizugaki, M
J. Biochem.,109:394-398 a991)
Proton NMR studies on the chromophore binding structure in neocarzinostatin
]
Complex.
Tanake, T., Hirama, M., ueno, M.,1majo, S.,1Shiguro, M., Mizugaki, M., Edo, K
and Komatsu, H
Tetrahedr0πιett_,32:3175-3178 (1991)
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O f 2 , 3 - d i n o r - 1 1 - d e h y d r o t h r o m b o x a n e  B 2 ,
I s h i b a s h i ,  M . ,  w a t a n a b e ,  K . , 1 S h i z a k i ,  F . ,  o h y a m a ,  Y , ,  N i s h i k e w a ,  M . ,  M i z u g a k i ,
M .  a n d  H a r i m a ,  N
B i 0 1 .  u a s s  s p e c t r 0 1 π . , 2 0 : 3 9 9 - 4 0 7  ( 1 9 9 1 )
E x t r a - w e a k  c h e m i l u m i n e s c e n c e  o f d r u g s . Ⅶ .  E f f e c t o f t h e  m o l a r r a t i o  o f a m i n o  a c i d
t o  s u g a r  o n  e x t r a - w e a k  c h e m i l u m i n e s c e n c e  i n  t h e  M a i 1 1 a r d  r e a c t i o n
K u r o s a k i ,  Y . ,  s a t o ,  H . , 1 S h i z a w a ,  F .  a n d  M i z U 宮 a k i .  M
J '  B i o l u m i π .  c h e m i l U 1 π i π . , 6 : 1 8 5 - 1 8 8  ( 1 9 9 1 )
ガ ス ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー / マ ス ス ペ ク ト ロ メ ト リ ー に よ る  2 型 及 び 3 型 プ ロ ス タ ノ イ ド
の 分 雜 条 件 の 検 討 と エ イ コ サ ペ ン タ エ ン 酸 ( E P A ) 摂 取 に よ り 生 成 す る 3 型 プ ロ ス タ
ノ イ ド へ の 応 用 .
大 山 良 治 , 西 川 正 純 , 菱 沼 隆 則 , 石 橋 正 兀 , 水 柿 道 直 .
律 j 生 イ ι 学 , 3 7 : 1 1 7 - 1 2 4  ( 1 9 9 1 )
セ フ ァ ロ ス ポ リ ン 系 抗 生 物 質 キ ッ ト 製 品 の 使 用 性 ・ 機 能 性 評 価 .
海 野 勝 男 , 池 田 實 , 菅 原 和 信 , 丹 野 慶 紀 , 仲 川 義 人 , 水 柿 道 直 , 高 橋 ス
病 院 棄 学 , 1 7 : 3 8 - 4 5  ( 1 9 9 1 )
市 販 デ ー タ ベ ー ス を 活 用 し た 薬 品 情 報 デ ー タ ベ ー ス 作 成 法 .
伊 勢 淳 , 斉 藤 稔 , 水 柿 道 直 .
病 院 棄 学 , 1 7 : 1 3 3 - 1 4 3  ( 1 9 9 1 )
漢 方 エ キ ス 製 剤 と 西 洋 薬 の 併 用 に 関 す る 調 査 .
早 坂 正 孝 , 片 山 潤 , 中 村 修 子 , 村 井 ユ リ 子 , 斎 藤 邦 人 , 水 柿 道 直
病 院 棄 学 , 1 7 : 3 5 3 - 3 6 0  ( 1 9 9 1 )
漢 方 エ キ ス 製 剤 の 合 方 に 関 す る 調 査 .
早 坂 正 孝 , 片 山 潤 , 猪 岡 京 子 , 村 井 ユ リ 子 , 斎 藤 邦 人 , 水 柿 道 直 .
病 院 棄 学 , 1 7 : 3 6 1 - 3 6 5  ( 1 9 9 1 )
A l t e r a t i o n  i n  b i o d i s t r i b u t i o n  o f Ⅱ C - m e t h a m p h e t a m i n e  ( M A P ) , 1 4 C - M A p  a n d  1 2 3 1 -
N - i s o p r o p y l - i o d o a m p h e t a m i n e  ( 1 M P ) i n  M A P -  a n d  c o c a i n e -  s e n s i t i z e d  a n i m a l s
N u m a c h i ,  Y . ,  Y o s h i d a ,  S . , 1 n o s a k a ,  T .  a n d  s a t o ,  M . ,  M i z u g a M ,  M . ,  K i m u r a ,  K .  a n d
H i s h i n u m a ,  T .
A π n .  N y .  A c a d .  s c i . , 6 5 4 : 1 5 3 - 1 5 9  a 9 9 2 ) .
N t e r a t i o n  i n  b i o d i s t r i b u t i o n  o f n c - m e t h a m p h e t a m i n e  a n d  Ⅱ C - c o c a i n e
M i z u g e k i ,  M . ,  N a k a m u r a ,  H . ,  K i m u r a ,  K . ,  A S O ,  H . , 1 S h i i ,  F . , 1 t o h ,  K . ,  T o m i o k a ,  Y . ,
I t o h ,  K i . ,  N i s h i k a w a ,  M . ,  u y a m a ,  T . ,  M o r i t a n i ,  H . ,
I s h i w a t a ,  S .  a n d  H i s h i n u m a ,  T
C I ' R I C A π π .  R e p . 1 9 9 1 : 1 3 3 - 1 3 8  ( 1 9 9 2 )
?
RelationS11ip ofurinary pseudouridine a11d l-methyladenosine to actiV此y ofleukemia
and lymphoma
Itoh, K., Konno, T., sasaki, T.,1Shiwata, S.,1Shida, N. and Mizugaki, M.
Cli1ι. chi1π. Acta,206:181-189 (1992)
CDNA cloning ofmitochondria1△3 △2-enoyl-COA isomerase ofratliver.
Tomioka,Y., Hirose, A., Moritani, H., HisNnuma, T., Hashimoto, T.血d MizugaM, M
BioC五inι. Biophys. Acta,1130:109-112 a992)
Analysis ofthe eicosapentaenoic acid (EPA) metabolite △17-6-keto-PGFI。in humaT)
Plasma by GC/SIM using [玲01 △Ⅱ一6-keto-PGFI。
Mizugaki, M., Nishikawa, M,, Hishinuma, T., ohyama, Y. and lshibashi, M
Prostag1απdiπS,44:317-327 (1992)
Separation and concentration of △17-6-keto-PGF加 Usingmonoclonalantibody to
ω3-olefin structure oftrienoic prostanoids.
Hishinuma, T., shimomura, K., Nishikawe, M., ohyama, Y.,1Shibashi, M. and
Mizugaki, M.
Prostα召,1απdiπS,44:329-338 (1992)
Selective puri6Cation oftwo distinct protein kinases (C-kinase and casein kinase Ⅱ)
丘om 仕lemembr抑e丑'actionofmousebrai11byNED-a伍nitycolumnC11romatogl'aphy
Kanno, S., Mizugaki, M., Maruyama, T. and ohtsuki, K
KitasatoArch. of五χP ued.,65:1-11 住992)
Diagnostic use ofanti-modified nucleoside monoclonal antibody.
Itoh, K.,1Shiwata, S.,1Shida, N. a11d Mizugaki, M
roh0えU J.五χP. Med.,168:329-331 (1992)
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The inauence oftetrodotoxin on the toxic effects ofaconitine iπυiuo
Ohno Y, chiba s, uchiga8aki s, uchima E, Nagamori H, MizU客aki M, ohyama
Y,Kimura K, suzukiY.
Tohohu J五χP 入fed.167:155-158 (1992)
薬物の極微弱化学発光に関する研究(第 14報).
ラット脳ホモジネート脂質過酸化反応から生成する極微弱化学発光のアントラキノン
誘導体による抑制効果
佐藤秀昭,石沢文章,平山秀樹,菱沼隆則,水柿道直.
棄学雑iま,Ⅱ2:199-202 (1992)
Distribution ofcarbon-111abeled methamphetamine and the e寵ect of北S chronic
administration in mice
Mizugaki, M., Hishinuma, T., Nakamura, H., Yamashita, M.,
Shimomura, K.,1toh, KU., Hirose, A., Tomioka, Y., ASO, H., Edo, K., Tekahashi, T
and ldo, T.
NUCI.入led.召i0ι.,4:487-492 (1993)
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O n  b l a s t o g e n e s i s  o f m o u s e  s p l e n i c  T  c e 1 1 S
I n a m o r i ,  Y . ,  T s u j i b o ,  H , ,  o h i s h i ,  H . , 1 S h i i ,  F . ,  M i z u g a k i ,  M . ,  A S O ,  H .  a n d  l s h i d a ,  N .
B i 0 1 .  p h a r n ι .  B U 1 1 . , 1 6 : 5 2 1 - 5 2 3  ( 1 9 9 3 )
I m m u n o c y t o c h e m i c a 1 1 0 c a l i z a t i o n  o f △ 3  △ 2 - e n o y l - C O A  i s o m e r a s e  a n d  N A D P H
- d e p e n d e n t - 2 , 4 - d i e n o y l - C O A  r e d u c t a s e  i n  r a t  k i d D e y
Y o k o t a ,  S . ,  T o m i o k a ,  Y . ,  s u z u k i ,  H . ,  M i z U 宮 a k i ,  M
H i s t o c h e n l i s t r y , 9 9 : 4 6 3 - 4 6 9  ( 1 9 9 3 )
U r i n a r y  e x c r e t i o n  p a t t e r n s  o f  m o d i f i e d  n u c l e o s i d e s ,  p s e u d o u r i d i n e  a n d  l -
m e t h y l a d e n o s i n e , i n  h e a H h y  i n d i v i d u a l s
I t o h ,  K . ,  A i d a ,  S . , 1 S h i w a t a ,  S . ,  s a s a k i ,  S . , 1 S h i d a ,  N . ,  a n d  M i z u g a M ,  M
C l i π .  c h i 1 π .  A c t a , 2 1 7 : 2 2 1 - 2 2 3  ( 1 9 9 3 )
A n  i m m u n 0 1 1 i s t o c h e m i c a l a n a l y s i s  f o r  c a n c e r  o f t h e  e g o p h a g U 8  U s i n g  m o n o c l o n a l
a n t i b o d i e s  s p e c i 丘 C  f o r  m o d i 負 e d  n u c l e o s i d e s .
M a s u d a ,  M . ,  N i s h i h i r a , Y . , 1 t o ,  K . ,  M i z u E e k i ,  M . , 1 S h i d a , N .  a n d  M o r i ,  M .
C α 丸 C e r , 7 2 : 3 5 7 1 - 3 5 7 8  ( 1 9 9 3 )
A l t e r a t i o n s  i n  b i o d i s t r i b u t i o n  o f  [ Ⅱ C l  c o c a i n e  i n  c o c a i n e  a n d  m e t h a m p h e t a m i n e
S e n s i t i z a t i o n  m i c e .
M i z u g a M ,  M . ,  N a k a m u r a ,  H . ,  H i s h i n u m a ,  T . , 1 t o h ,  K U . , 1 t o ,  K . ,  T o m i o k a , _ Y . , 1 e h i i ,
F . , 1 S h i w a t a  s . ,  s u z u k i H . ,  M i u r e  K .  a n d  Y a m a g u c h i T
C γ 丑 I C A π π . 冗 e p . , 1 9 9 2 : 1 0 6 - 1 1 0  a 9 9 3 )
経 口 摂 取 不 能 の 甲 状 腺 機 能 低 下 症 に 対 す る サ イ ロ キ シ ン の 静 脈 内 投 与 .
山 本 蒔 子 , 吉 田 克 巳 , 米 澤 健 三 , 水 柿 道 直
日 本 内 分 松 学 会 雑 i ま , 6 9 : 5 8 8 - 5 9 3  ( 1 9 9 3 )
眼 内 腫 癌 お よ ぴ 網 膜 に お け る 修 飾 ヌ ク レ オ シ ド ( 1 - m e t h y l a d e n o s i n e ) の 発 現 .
高 橋 玲 子 , 塩 野 貴 , 玉 井 信 , 伊 藤 邦 彦 , 水 柿 道 直 .
日 肌 会 ' 支  9 7 : 4 3 - 4 9  ( 1 9 9 3 )
経 時 的 に 血 中 お よ び 尿 中 ア コ ニ チ ン 系 ア ル カ ロ イ ド を 測 定 し 得 た ト リ カ ブ ト 中 毒 の 1 例 .
倉 沢 和 成 , 大 房 裕 和 , 松 尾 廣 之 , 松 沢 賢 治 , 岸 悦 夫 , 松 林 潔 , 丸 山 大 司 , 水 柿 道 直 .
中 毒 肝 究 , 6 : 1 8 5 - 1 8 8  ( 1 9 9 3 )
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I s h i b a s h i ,  M . ,  N a k a g a w a ,  Y . ,  H a r i m a ,  N . ,  H i s h i n u m a ,  T .  a n d  M i z u g e k i ,  M
B i o C 五 e 1 π .  M a s s  s p e c t r m . , 2 3 : 6 1 2 - 6 2 0  ( 1 9 9 4 )
Microanalysis of2,3 -dinor-6- keto-prostaglandin FI" in human urine using gas
Chromatography/high resolution-selected ion mon北oring
Mizugaki, M., Hishinuma, T., YU, G.S.P.,1to, K., Nishikawa, M., ohyama, Y.,
Ishibashi, M., Nakagawa, Y. and Harima, N
J. chron1αt0宮r.,658:11-19 (1994)
Monoclonalantibody-based enzyme-1inked immunosorbent assay for glycyrrhizin
and 北S 日宮lycon, glycyrrhetic acid
Mizugaki, M.,1toh, K.,Hayasake, M.,1Shiwata, S., Nozaki, S., Nagata, N., Hanadate,
K. and lshida, N
J.1nι11ιUπoassay,15:21-34 (1994)
The distribution of 111C】 cocaine in normal end cocaine sensitization mice'
MizugeM, M., HisMn1Ⅱna, T.,1く註11Ura, K, Nakalnura, H.,ASO,H.,1S11ii, F., Nishikawa,
M.,1toh, K., Tomioka, Y.,1Shiwata, S., Morit印i, H., uyama, T. and ldo, T
NUCι. Med. Bi01.,21:793-799 (1994)
Extra-weak chemiluminescence ofdrugs xv. Method for determining stability of
toki-shakuyaku-san extract granules
Sato, H.,1Shizawa, F., Mizugaki, M., Hirayama, H. and Yalnamoto, T
J. Biolu"1iπ. chenιilu"1iπ.,9:73-フフ(1994)
Ahuman P450 isozyme catalysed the Trp p-2 activation
Mizugaki, M., Tomioka, Y., sato, K., Hiratsuka, M. and Hishinuma, T
ιife scieπCe AdυαπCes -0πC010ξy,13:153-158 (1994)
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ExpressionofmRNAencodinglFNalphainmacrophagesS廿mulatedMthιαCt06αCi1ιUS
gasserι.
K北azawa,Π., Tomioke, Y., Matsumura, K., ASO, H., Mizugaki, M.,1toh, M. and
Yamaguchi, T
F五MS Microbi01.ιett.,120:315-321a994)
日本人における薬物動態母集団パラメータの推定(1):ジゴキシン'
堀了平,宮崎勝巳,水柿道直,緒方宏泰,後藤光良,市村藤雄,安原眞人,谷川原
祐介,橋本征也,小上淑子,三牧孝至,田中一彦,奥村勝彦,五味田裕,樋口駿.
rDM 研究,13:フ-17 (1994)
Synthesis of111Clmethamphetalninebyautomated on-1ine [ C] methylationsystem
入監ZU宮aki, M., Nal【alnura, H.,印S11in山na,T.,T0111ioka,Y.,Ya11ai, K.,1Wata, R.飢d ldo,T.
CyRICAππ. Rep.,1993:93-95 (1994)
院内製剤の品質保証に関する実態調査研究.
宮崎勝巳,郡修徳,唯野貢司,中村浩規,小澤和雄,多田昭博,石本敬三,水柿道直.
病院棄学,20: S-36-41 (1994)
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P r e p a r e t i o n  o f a  m o n o c l o n a l a n t i b o d y  8 P e c i f i c t o  c h u m  s a l m o n  g r o w t h  h o r m o n e .
N i s h i i ,  M . ,  K o i d e ,  Y . ,  H i s h i n u m a ,  T . ,  M i z u g a k i ,  M
F i s h e r e s  s c i e 見 C e , 6 1 : 7 1 8 - 7 1 9  a 9 9 5 )
E a ' e c t o f d i a b e t i C 8 e r a o n  t h e c o n v e r s i o n o f e i c o s a p e n t 丑 e n o i c a c i d  ( E P A ) t o  p r o s t a g l a 1 1 d i n
1 3  b y  c u l t u r e d  b o v i n e  e n d o t h e l i a l  c e 1 1 S .
M i z u g a k i ,  M . ,  N i s h i k a w a ,  M . ,  H i s h i n u m a ,  T . ,  u y a m a ,  T , ,  s u z u k i ,  K . ,  T o y o t e ,  T
P r o s t 昭 1 α π d i π S , 5 0 : 3 7 フ - 3 8 6  a 9 9 5 )
Alterations in brain distribution of [ⅡC] methamphetamine in methamphetamine
Sensitized dog
MizugaM, M., Nakamura, H., Hishinuma,T., Tomioka, Y.,1Shiwata, S., suzuki, H.,
Ido, T.,1Wata, R., FunaM, Y.,1toh, M., Fujiwara, T., Yanai, K., sato, M., Numachi,
Y., Yoshida, S
CyRICAππ. Rep,1994:153-158 (1995)
担癌マウスモデルを用いた血清中 1ーメチルアデノシンとシュードゥリジンの腫傷マー
カーへの応用性の検討.
石渡俊二,伊藤邦彦,山口高史,佐々木司郎,石田名香雄,水柿道直.
棄学雑iま,115:523一詑7 (1995).
Subce11Ular distribution ofrat Hver NADpn-2,4-dienoyl-COA reductase.
Mizugaki, M., Hirose, A., suzuki, H., Miura, K, Edo, K., Tomioka, Y.
Bi0ι. phar机.召U1ι.,19:176-181 (1996)
Enzyme-1inked immunosorbent assay ofneocarzinostatin chromophore (NCS-chr)
by use ofa monoclonalantibody against NCS-chr analog
Mizugaki, M.,1to, K., Nakamura, H.,1Shida, N.
J.1nι机Unoassay,17:133-144 (1996)
Determination ofacon北Um alkaloids in the tubers ofAC0πitU机 JaponicU1π Using
gas chromatography/selected ion monitorin宮
Ito, K., ohyama, Y_, Hishinuma, T., Mizugaki, M
P1απta ued.,62:57-59 a996)
23
Analysisofthet11romb0恕11e/prostacyclinbala11Ceinh1Ⅱn即11rinebygasC11romatogaphy
/selected-ion m011itoring : abnormalities in diabetes.
Hishinuma, T., YU, G.S.P., Tekabatake, M., Nakagawa, Y.,1to, K., Nishikawa, M.,
Ishibashi, M., suzuki, K., Matsumoto, M., Toyota, T., Mizugaki, M
,rostag1α1ιdiπS leUたotrie11S απd essentiαι fatιy acids,54:445-449 (1996)
A sandwich enzyme-Hnked immunosorbent assay for △,△一enoyl-COAisomerase
in rat-tissue homogenates
Suzuki, H., Tomioka, Y.,1Shiwata, S., Yamaguchi, T., Miura, K., Hishinuma, T.,
MizugaM, M
Toh0えU J.五χP. Med.,179:35-45 (1996)
E寵ects ofclofibrate on aow cytometric populations in ratliver.
Tomioka, Y., suzuki, H., Miura, K, Yamaguchi, T., Hishinuma, T., Mizugaki, M.
Ueth. Fiπd.五χP. Cιiπ. phar1παC0ι.,18:189-195 a996)
Direct determination of serum glycyrrhetic acid by a monoclonal antibody-based
inMb辻ionELISAusingibuprofenforreleasingseNmalb111nin-boundglycyTrheucacid
Itoh, K., Hayasaka, M.,NiizeM, M,, NozaM, S.,1Shwata, S., Tomioka,Y., Mizugaki, M
J.1nlnlU1ι仭Ssay,17:343-352 (1996)
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a p p l i c a t i o n f o r  t h e  d e t e c t i o n  o f D N A m e t h y l a t i o n  l e v e l s  i n  h U 1 1 1 a 1 1 P e r i p h e r a l b l o o d  c e 1 1 S
< 心 Z u g a k i ,  M . , 1 t o h ,  K ,  Y a l n a g u t i ,  T . , 1 S 1 1 i w a t a ,  S . , 1 玉 S M n u m a ,  T . ,  N o z a k i ,  S . , 1 S 1 1 i d a ,  N
B i 0 1 .  p h a r 1 π .  B U 1 ι . , 1 9 : 1 5 3 7 - 1 5 4 0  ( 1 9 9 6 )
I n d u c t i o n  o f  l F N - y  a n d  l L - 1 α  P r o d u c t i o n  i n  m a c r o p h a g e s  s t i m u l a t e d  W 北 h
P h o s p h o p o l y s a c c h a r i d e  p r o d u c e d  b y  1 α C t o c o c c u S  1 α C t i s  s s p . c r e 1 1 1 0 r i s
1 く i t a z a w a ,  H . , 1 t o h ,  T . ,  T o m i o k a ,  T . ,  M i z u g e k i ,  M . ,  Y a m a g u c h i ,  T
1 π t . J . 1 わ o d  M i C ル 6 i 0 1 . , 3 1 : 9 9 - 1 0 6  ( 1 9 9 6 )
A  c a s e  o f a c o n i t i n e  p o i s o n i n g  w i t h  a n a l y s i s  o f a c o n 北 i n e  a l k a l o i d s  b y  G C / S I M '
Y o s h i o k a ,  N . ,  G o n m o r i ,  K . ,  T a g a s h i r a ,  A . ,  B o o n h o o i , 0 . ,  H a y a s h i ,  M . ,  s a i t o ,  Y . ,
M i 乞 U g a k i ,  M
F o r e 1 1 S i c  s c i e 1 1 C e  1 π t e r π α t i o n α 1 , 8 1 : 1 1 7 - 1 2 3  ( 1 9 9 6 )
E f f e c t s  o f h a l o p e r i d o l  a n d  c o c a i n e  o n  p h a r m a c o k i n e t i c s  o f  f 1 1 C ]  m e t h a m p h e t e m i n e
i n  m e t h a m p h e t a m i n e  s e n s i t i z e d  d o g .
M i z u g a k i ,  M . ,  N a k a m u r a ,  H . , 1 王 i s h i n u m a ,  T . ,  T o m i o k a ,  Y . , 1 S h i w a t a ,  S . , 1 d o ,  T . ,
I w a t a ,  R . ,  F u n a k i ,  Y . , 1 t o h ,  M . ,  F u j i w a r a ,  T . ,  s a t o ,  M . ,  N u m a c h i ,  Y . ,  Y o s h i d a ,  S
C y R I C A π π .  R e p . , 1 9 9 5 : 8 1 - 8 6  ( 1 9 9 6 )
P o s i t r o n  e m i s s i o n  t o m o g r a p h y  s t u d y  o f t h e  a H e r a t i o n s  i n  b r a i n  d i s t r i b u t i o n  o f { 1 1 C I
m e t h a m p h e t a m i n e i n  m e t h a m p h e t a m i n e - s e n s i t i 乞 e d  d o g
N a k a m u r a ,  H , ,  H i s h i n u m a ,  T . ,  T o m i o k a ,  Y . , 1 d o ,  T . , 1 W a t a ,  R . ,  F u n a k i ,  Y . , 1 t o h ,  M . ,
F u j i w a r a ,  T . ,  Y a n a i ,  K ,  s a t o ,  M . ,  N u m a c h i ,  Y . ,  Y o s h i d a  s . ,  M i z u g a k i ,  M
A n 1 ι .  N y  A c a d .  s c i . , 8 0 1 : 4 0 1 - 4 0 8  ( 1 9 9 6 )
当 帰 朽 薬 散 エ キ ス 顯 粒 剤 の 強 制 劣 化 に お け る 褐 変 化 と 高 分 子 成 分 .
平 山 英 樹 , 佐 藤 秀 昭 , 山 本 武 司 , 水 柿 道 直 .
薬 学 雑 i ま , 1 1 6 : 4 1 1 - 4 1 6  ( 1 9 9 6 )
G - C S F 製 剤 の 持 続 静 注 に お け る 翰 液 セ ッ ト へ の 吸 着 .
富 岡 佳 久 , 佐 藤 秀 昭 , 片 山 潤 , 水 柿 道 直 .
病 院 瑛 学 , 2 2 : 2 3 0 - 2 3 4  ( 1 9 9 6 )
M o l e c u l a r  c l o n i n g  o f t h e  n e m a  g e n e  e n c o d i n g N - e t h y l m a l e i m i d e  r e d u c t a s e  f r o m
三 S c h e r i c h i a  c o l i
M i u r a ,  K . ,  T m i o k a ,  Y . ,  s u z u k i , 登 . ,  Y o n e z a w a ,  M . ,  H i s h i n u m a ,  T . ,  M i z u g a k i ,  M
B i 0 1 .  p h a r 1 π .  B ι ι 1 1 . , 2 0 : 1 1 0 - 1 1 2  ( 1 9 9 7 )
E f f e c t s  o f h a l o p e r i d o l  a n d  c o c a i n e  p r e t r e a t m e n t s  o n  b r a i n  d i s t r i b u t i o n  師 d  k i n e t i c s
O f [ 1 1 C ] m e t h a m p h e t a m i n e i n m e t h a m p h e t a m i n e s e n S 託 i z e d  d o g  :  a p p l i c a t i o n o f p E T
t o  d r u g  p h a r m a c o k i n e t i c  s t u d y .
N a k a l n u r a ,  H . ,  H i s h i n u m a ,  T , ,  T o m i o k a ,  Y . , 1 S h i w a t a ,  S . , 1 d o ,  T . , 1 W a t a ,  R . ,  F u n a k i ,
Y . , 1 t o h ,  M . ,  F u j i w a r a ,  T . ,  Y a T l a i ,  K . ,  s a t o ,  M . ,  N u m a c h i ,  Y . ,  Y o s i d a ,  S . ,  M i z u g a l d ,  M .
N U C I .  u e d . 召 i 0 ι . , 2 4 : 1 6 5 - 1 6 9  a 9 9 7 )
Phenobarbitalmolecularly imprinted polymer selectively binds phenobarb北al'
Tomioka, Y., Kudo, Y., Hayasi, T,, Nakamura, H., Nizeki, M., Hishinuma, T.,
Mizugaki, M
召i0ι. pharm, BUι1.,20:397-40o a997)
Method for the simultaneous determination of acon北Um alkaloids and their
hydrolysis products by gas chromatography -mass spectrometry in human serum
Ito, K., ohyama, Y., Konishi, Y., Tanaka, S., Mizugaki, M
,1απta ued.,63:75-79 a997)
4Pro-Rhydrogen ofNADPH was abstracted forenzymatic hydridetransfer byN-
ethylmaleimide reductase ofyarrowia lipolyuca.
Mizugaki, M., Miura, K., Yamamoto, H., Kayaba-Nakazawa, M., Edo, K.,Tomioka,
Y., Hishinuma, T
Toh0え弘 J.召χP. Med.,181:447-457 (1997)
The e丘'ects of山Isaturated fattyacids, oxidizhlgagentS 即d michaelreaction accept0玲
On the induction ofN-ethylmaleimide reductase in escherichia coH possible
application for drug design ofchemoprotectors
Miura, K., Tomioka, Y., Hoshi, Y., suzuki, H., Yonezawa, M., Hishinuma, T.,
Mizugaki, M.
Meth. Fi11d.三χP Cιiπ.四har1παC0ι.,19:147-151 (1997)
Detenninationofascorbic acidin huma11V此reoushumorbyMgh-pedormanceliquid
Chromatography with uv detection.
Takano, S.,1Shiwata, S', Nakazawa, M., Mizugaki, M., Tamai, M
Curre1ιt.五ye Research,16:589-594 a997)
25
Microdetermination ofthe thromboxane B3 by gaschromatography-selected ion
monitoring using [180] thromboxane B3 as an internalstandard
Hishinuma, T. Nakagawa, Y., YamazaM, T., Hiraku, S., Mizugaki, M.
,rostag1α11diπS,53:381-394 (1997)
E丘ects ofeicosapentaenoic acid (EPA) on prostacycHn production in diabetics
GC-Ms analysis ofpG12 and pG131evels
Nishikawa, M., Hishinuma, T., Nagata, K., Koseki, Y., suzukii, K., Mizugaki, M
Meth. Fi11d.五%P. Cιi11.,harmac01.19:429-433 (1997)
Expressions ofp-selectin-and HSP72-Hke immunoreactivites in rat brain after
transient middle cerebral artery occlusion
Suzuki, H., Abe, K., Tojo, S., Morooka, S., Kimura, K., Mizugaki, M.,1toyama, Y.
Brai1ιResearch 759:321-329 (1997)
Postischemic expression ofp-selectin immunoreactivity in rat brain
Suzuki, E., Abe, K., Tojo, S., Morooka, S., Kimura, K., Mizugaki, M.,1toyama, Y
Neuroscie1ιCe ιeιters ,228:151-154 (1997)
,
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d e v e l o p i n g  f r o m  b o w e n ' s  d i s e a s e  o f t h e  f a c e
D e g u c h i , .  M . ,  o k u g u c h i ,  J . ,  Y ,  T a g a m i ,  H . ,  T o m i o k a ,  Y . ,  M i z u g a k i ,  M
召 U r  J D e r n 1 α t 0 1 , フ : 4 8 7 - 4 8 8  ( 1 9 9 7 )
N t e r a t i o n  o f D N A  m e t h y l a t i o n  l e v e l s i n  M R L  l u p u s  m i c e
M i z u g a k i ,  M . ,  Y a m a g u c h i ,  T . , 1 S i w a t a ,  S . ,  s h i n d o ,  H . ,  H i s h i n u m a ,  T . ,  N o z e k i ,  S . ,
N o s e ,  M .
C l i π i C α 1  α 1 1 d  三 χ P e r i 1 π e 1 1 t α 1 1 n ι 1 π U π 0 1 0 g y , 1 1 0 : 2 6 5 - 2 6 9  ( 1 9 9 7 )
T h e  i n n u e n c e  o f  g e n e r a l  a n e s t h e s i a  o n  b r a i n  d i s t r i b u t i o n  a n d  k i n e t i c s  o f  f Ⅱ C ]
m e t h a m p h e t a m i n e  i n  m o n k e y .
M i z u g a k i ,  M , .  N a k a m u r a ,  H , .  H i s h i n u m a ,  T . ,  T o m i o k a ,  Y . , 1 S h i w a t a ,  S . 1 d o ,  T
I w a t a ,  R . ,  F u n a k i ,  Y . , 1 t o h ,  M . ,  H i g u t i ,  M . ,  o k a m u r a ,  N . ,  F u j i w a r a ,  T . ,  s a t o ,  M .
, s h i n d o ,  K . ,  Y o s h i d a ,  S
C y 究 I C A π π .  R e p . , 1 9 9 6 : 1 3 2 - 1 3 4  ( 1 9 9 7 )
P h a r m a c e u t i c a l  p r o p e r t i e s  o f  n i f e d i p i n e  f r o m  a  g r o u n d  m i x t u r e  w i t h  n i f e d i p i n ,
C a s e i n ,  m a g n e s i u m  s i l i c a t e  a n d  c e 1 1 U l o s e  a c e t a t e  p h t h a l a t e
S a t o ,  H . ,  N k a m u r a ,  H . ,  o h y a l n a ,  M . ,  K u d o ,  Y . ,  T a k a h a s h i ,  N . ,  D o i ,  K . ,  M i z u g a k i ,  M .
J P 1 1 .  J .  H O S P . 四 h a r n ι , 2 3 : 1 0 1 - 1 0 7  ( 1 9 9 7 )
C h a r a c t e r i z a t i o n  o f s - h e x y l g l u t a t h i o n e - b i n d i n g  p r o t e i n s  o f h u m a n  h e p a t o c e 1 1 U l a r
C a r c i n o m a  :  s e p a r a t i o n  o f e n o y l - C O A  i s o m e r a s e  f r o m  a n  a l p h a  c l a s s  g l u t a t h i o n e
t r a n s f e r a s e  f r o m
K a j i h a r a - k a n o  H ,  H a y a k a r i M ,  s a t o h  K ,  T o m i o k a  Y ,  M i z u g a k i M ,  T s u c h i d a  s '
B i o c h e 1 1 1 .  J . 3 2 8 : 4 7 3 、 4 7 8  ( 1 9 9 7 )
A n a l y s i s  o f u r i n a r y  1 1 - d e h y d r o t h r o m b o x a n e  B 2 i n  p a t i e n t s  w i t h  o c c l u d e d  r e t i n a l
V e i n  u s i n g  G C / S I M .
Y a m a n o b e ,  S . ,  N a k a g a w a ,  Y . ,  H i s h i n u m a ,  T . ,  M i z u g a k i ,  M . ,  a n d  T a m a i ,  M .
P r o s t a g 1 α π d i 1 1 S  l e U え 0 ι r i e π S  α 1 ι d  e s s e n t i α ι  f a t t y  a c i d s . , 5 8 : 6 5 - 6 8  ( 1 9 9 8 )
E l e v a t i o n  o f t h e  t 1 1 r o m b o x a 1 1 e  A 2 / p r o s t a c y c l i 1 1 r a t i o  i n  u d n e  o f d i a b e t i c m i c e  a 1 1 a l y z e d
b y  g a s  c h r o m a t o g r a p h y / s e l e c t e d  i o n  m o n i t o r i n g .
H i s h i n u m a ,  T . ,  K o s e k i ,  Y . ,  M u r a i ,  Y . ,  K o t a k e ,  J . , 1 S h i i ,  F . ,  s u z u k i ,  K . ,  M i z u g a k i ,  M
P r o s t a g 1 α 丸 d i π S , 5 5 : 8 3 - 9 3  ( 1 9 9 8 )
E x t r a - w e a k c h e 血 1 1 1 1 1 1 i n e s c e n c e p r o d u c e d b y a U 切 】 d d a 廿 o n o f k e l n p o e x t r a c t p r e p a r a t i o n s
S t o r e d  i n  h e a t - s t r e s s e d  c o n d i t i o n s .
S a t o ,  H . , 1 釜 r a y a l n a ,  H . ,  Y a l n a l n o t o ,  T . , 1 S h i z a w a ,  F . ,  a 1 1 d  M i z u g a k i ,  M
M e ι h .  F i π d . 召 χ P  c l i n .  p h a r 1 1 1 α C 0 1 . , 2 0 : 3 6 3 - 3 6 8  ( 1 9 9 8 )
Quantitative analysis ofAconitum alkaloids in the urine and serum of a male
ettempting suicide by oraHntake ofaconite extract.
Mizugaki, M.,1to, K., ohyama, Y., Konishi, Y., S. Tanaka., Kurasawa, K
J. Aπα1. roxic01.,22:336-340 (1998)
Reportonthe preparation ofdeute亘Um-1abe11edaconitine 飢dmesaconitine a11dtheir
applicetion to the 即alysis ofthese alkaloids from body nuids asinternalstandard
Ito, K., T飢aka, S., Konno, S., K011isM, Y., Mizugaki, M
J. chr01παto"raphy召,714:197-203 (1998)
A cha11ge ofp-selectin immunoreactivity in rat brain after traDsient a11d permanent
middle cerebral artery occlusion
SUZUM, H., Abe, K., Tojo, S., Kimura, K., Mizugaki, M., and ltoyama, Y
Neur010宮iCα1況esearch,20:463-469 (1998)
Detection ofhuma11Papnlomavirus type 33 DNAin extragen北alBowen's disease
W北h the polymerase chain reaction.
Deguchi, M., Tomioka, Y., Mizugaki, M,, Tagami,王1
Der1παt0ι0宮父 196:292-294 (1998)
Effects oflong-term supplementation ofeicosapentanoic and docosahexanoic acid
On the 2-,3-series prostacyclin production by endothelial ce11S.
Hishinuma, T., YamazaM, T', Mizugaki, M.
Prostα倉ια11dins & other ιipid Mediators,57:333-340 (1999)
Microdetermination of prostaglandin E2in joint auid in rheumatoid arthritis
Patients using gas chromatography/selected ion monitoring、
Hishinuma, T,, Nakamura, H., sawai, T., uzuki, M.,1tabashi, Y., Mizugaki, M
Plost昭ια丸diπS & otherιipidMediators,58:179-186 a999)
27
Microdetermination ofthe 6,15-diketo-13,14dihydroprostaglandin FI"in human
Plasma using gas C11romatography/selected ion m011itoring with 1180】 6,15-diketo-
13,14-dihydro-prostaglandin FI。 as an internalstandard.
MizugaM, M., Hishinuma, T., Yemaguchi, H., Kanno, K., Hirose, Y., Nakalnura, H
Prostag1α11dins & other ιipid Mediators,58:187-193 (1999)
Mon北oring ofthe thromboxane A2/prostacyclin ratio in the urine ofpatients with
retinal vascular occlusion through the low-dose-aspirin therapy using the gas
Chromatography/selected ion monitoring method.
MizU目aki, M., Hishinuma, T., Metsumura, E., Murai, Y., Y即lazaki, T., Yamanobe,
S., Tamai, M.
Prost昭ιαπdiπS 屋 ot五erιipid uediators,58:253-262 (1999)
UTinaTyt11Nmb0松11eAyprostacyclinba1即Cerenectsthepa壮1010gicalstateofadiabetic
蛋SNnuma, T., Koseki, Y., Murai, Y., YalnazaM, T., SUZUM, K., Mizugaki, M.
ProSι昭1απdins& otherl、ipidMediators,58:263-271a999)
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1 玉 r a t s u k a ,  M . , A g a t S 1 1 1 n a ,  Y . ,  M i z u g g k i ,  M .
M o l e c U 1 α r  & π e t i c s  a n d M e t a b o l i S 1 π , 6 8 : 3 5 7 - 3 6 2  ( 1 9 9 9 )
E f f e c t  o f a l f a l - a c i d i c  g l y c o p r o t e i n  i n  t h e  a s c i t i c  a u i d  o f c a n c e r  p a t i e n t s  o n  h u m a n
I q K  c e 1 1 S  :  s e l e c t i v e  s u p p r e s s i o n  o f i n t e r f e r o n - i n d u c e d  N K  a c t i v a t i o n .
A S O , Π . ,  T a m u r a ,  K . ,  R o s e ,  M . T . ,  T o m i o k a ,  Y . ,  M i z u g a M ,  M . , 1 S h i d a ,  N
1 1 1 π α 机 机 α t i 0 π , 2 3 : 1 1 7 - 1 2 9  ( 1 9 9 9 )
D e s i 即 e d 1 1 a p t a 1 血 n e d a t 紅 1 廿 → 証 g u a t o l d 1 1 m o n o c l o n a l a 1 1 廿 b o d y  :  s y n 血 e s i s , i m 血 山 l i z a 廿 o n
a n d  d i s C 血 1 1 i n a u o n  o f t h e  C 2  C 0 1 1 丘 g u r a t i o n .
O g u r i ,  H . ,  T a n a k a ,  S . , 蛋 S M y 卸 l a ,  S . ,  o i s M ,  T . , 丘 r a l D a ,  M . ,  T u m u r a y a ,  T . ,  T o m i o k a ,
Y . ,  M i z u g a k i ,  M
S y π t h e s i s ,  S I  : 1 4 3 1 - 1 4 3 6  ( 1 9 9 9 )
F a s - m e d i a t e d  a p o p t o s i s  i s  e n h a n c e d  b y  g l y c y r r h i z i n W 北 h o u t  a l t e r a t i o n  o f c a s p a s e
- 3 - 1 i k e  a c t i v i t y .
I s h i w a t a ,  S . ,  N a k a s h i t a ,  K ' ,  o z a w a ,  Y . ,  N i i z e k i ,  M . ,  N o z a k i ,  S . ,  T o m i o k a ,  Y . ,
M i z u g a k i ,  M
B i 0 ι .  p h a r n l . 召 U 1 1 . , 2 2 : 1 1 6 3 - 1 1 6 6  ( 1 9 9 9 )
A p p l i c a t i o n  o f r e c o m b i n a n t F a b  f r a 牙 m e n t f t o m  a  p h a g e  d i s p l a y l i b r a r y  f o r s e n s i u v e
d e t e c t i o n  o f a  t a r g e t  a 1 1 t i g e n  b y  a n  i n h i b 北 i o n  E L I S A  s y s t e m
I t o h ,  K . ,  s u z u k i ,  K . , 1 S h i w a t a ,  S . ,  T e z u k a ,  T . ,  M i z u g a k i ,  M . ,  s u z u k i ,  T .
J . 1 1 7 1 n l U 1 1 0 1 .  M e t h o d s , 2 2 2 : 1 0 7  - 1 1 4  ( 1 9 9 9 )
N t e r a t i o n s  o f s e c o n d  m e s s e n g e r  s y s t e m s i n  e x p e r i 血 e n t a Ⅱ y  6 - h y d r o x y d o p a m i n e -
i n d u c e d  h e l n i p a r k i s o n i a n  r a t s .
A t a k i ,  T . ,  T a n j i ,  H . , 1 【 a t o ,  H . ,  M i z U 宮 a k i ,  M . , 1 t o y a 血 a ,  Y
三 U r .  J . 四 h a r n l ,  s c i . , 8 : 2 6 1 - 2 6 7  ( 1 9 9 9 )
A n t i - P - s e l e c t i o n  a T l t i b o d y  a t t e n u a t e s  r a t  b r a i n  i s c h e m i c  i n j u T y
S u z u k i ,  H . ,  H a y a s M ,  T . ,  T o j o ,  S . J . , 1 a t a g a w a ,  H . , 1 墾 m u r a ,  K ,  M i z U 宮 a k i ,  M . , 1 t o y a m a ,
Y . ,  A b e ,  K
N e u r o s c i e n c e  l , e t t e r s , 2 6 5 : 1 6 3 - 1 6 6  ( 1 9 9 9 )
Reduction ofischemic brain injuTy by anti-P-selectin monoclonal antibody after
Permanent middle cerebralartery occlusion in rat
Suzuld, R., Abe, K., Tojo, S.J., Kitagawa, H., Kimura, K., Mizugaki, M.,1toyama, Y
Neur010gicalResearch,21:269-276 (1999)
Determination ofleukotriene E4in human urine using liquid chromatography-
tandem massspectrometTy
Mizugaki, M., Hishinuma, T., suzuki, N
J. chromat0召'r.召,729:279-285 a999)
Crea廿11i11eatthe evalua廿onofurinaly l-meせlyladenosi11ea11dpseudouridi11e excre廿on
Honda,1.,1toh, K., Mizugaki, M., sasaM, T
roh0見UJ.五χP. Med.,188:133-138 住999)
Clon血g, expression, and puri6Cation ofthe functiona1 2,4dienoyl-COAreductase
from ratliver 血itochondda
Fi11grove, K.L., Anderson, V.E., Mizugaki, M
,roteiπ三χPression α11d purijication,17:57-63 (1999)
Isolation ofbovine seNm albumin fragment p-9 atld p-9-mediated 丑Ision ofsma11
UnilameⅡarvesicles
Sato, Y.,1くaneko, K., Mikami, K., MizugaM, M., SUZUM, Y
Bi0ι. phar机.召U11.,22:1360-5 (1999)
Desi印led1埠Pte11aimedata11廿→iguat0幻11monodona1即廿body : S沖仕lesis,註皿nU11iza廿on
anddisC血nina廿on oftheC2 C011丑gura廿on
OguTi,H.,Ta11aka, S.,圧SMyama, S., oisM, T.,11ira五)a, M.,01血Iuraya,T.,T0血oka,Y.,
Mizugaki,M
Sy11thesis, SI :1431-1436 (1999)
Analysis ofdihydroeicosatrienoic acids by electrosprayionization-1iquid C11roma切graphy
tandem massspectrometry
Abe, E., omata, K, Y卸lada, M., Kohagura, K,1to,0.,1to, S., SU乞Uki, N., Nakamura,
H., HishinU血a, T., Mizugaki, M
FAS三召 J.,13: A390-A390, part l suppl. S,(1999)
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Analysis ofdihydroeicosahieDoic acidsbyelectrosprayionization-1iquidC11roma切gTaphy
tandem 血ass spectrometry.
Abe, E., omata, K,Y即lada, M., Kohagura, K.,1to,0.,1to, S., suzuki, N.,Nakamura,
H.,亘ishinuma, T., Mizugaki, M
J.111υest. Med.,47:180A-180A, SUPPI. S,(1999)
Changes ofthe thr0血boxane Ayprostacyclin balance in the urine ofpatients with
renaldiseases analyzed by gas chr0血atography/selected ion mon北oring.
Hishinuma, T., KoseM, Y.,1ζatayama, J., MUTai, Y., saito, T., Mizugaki, M.
ProSι昭1α11diπS & otherιipid Mediators,60:1-8 (2000)
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D e t e r m i n a t i o n  o f u r i n a T y  8 - e p i - p r o s t a g l a n d i n  F 2 。  u s i n g  l i q u i d  c h r o m a t 0 牙 1 ' a p h y -
t a n d e m  m a s s  s p e c t r o m e t r y  : 1 n c r e a s e d  e x c r e t i o n  i n  d i a b e t i c s ,
M u r a i ,  Y . ,  H i s h i n u m a ,  T . ,  s u z u k i ,  N . ,  s a t o h ,  J . ,  T o y o t a ,  T . ,  M i z u g a k i ,  M
P r o s t a g 1 α π d i π S  &  o t h e r ι i p i d u e d i a t o r s , 6 2 : 1 7 3 - 1 8 1 ( 2 0 0 0 )
I n t r a -  a n d  i n t e r - d a y  v a r i a t i o n  o f L T E 4 1 e v e l s  i n  h e a l t h y  h u l n a n  u r i n e  u s i n g  t h e
I i q u i d  c h r o m a t o g r a p h y / t a n d e m  m a s s  s p e c t r o m e t r i c l n e t h o d
S u z u k i ,  N . ,  H i s h i n u m a ,  T . ,  M i z u g a k i ,  M
J O U , π α 1 0 f t h e  M a s s  s p e c t r o n l e t ↑ 》 ,  s o c i e t y  o f J a p a n , 4 8 : 1 4 5 - 1 4 9  ( 2 0 0 0 )
T r o g l i t a z o n e  h a s  a  r e d u c i n 宮  e a ' e c t  o n  t h r o l n b o x a n e  p r o d u c t i o n
H i s h i n u m a ,  T . ,  Y a n l a z a k i ,  T . ,  M i z u g a k i ,  M .
P r o s t a g 1 α 1 1 d i π S  嵒  o t h e r ι i p i d  五 l e d i a t o r s , 6 2 : 1 3 5 - 1 4 3  ( 2 0 0 0 )
E p i g a 1 1 0 c a t e c h i n  g a 1 1 a t e  i n c r e a s e  t h e  p r o s t a c y c l i n  p r o d u c t i o n  o f  b o v i n e  a o r t i c
e n d o t h e H a l  c e 1 1 S .
M i z u g a k i ,  M . , 1 S h i z a w a ,  F 、 ,  Y a n l a z a k i ,  T . ,  H i s h i n u m a ,  T
P r o s t α 召 1 α π d i π S  &  o t h e r ι i p i d u e d i a t o r s , 6 2 : 1 5 7 - 1 6 4  ( 2 0 0 0 )
R a p i d d e t e c u o n o f c y ア 2 C 1 8  g e n 0 切 P e s b y r e a l 一 廿 m e 丑 U o r e s c e n c e p o l y m e r a s e c h a i n r e a c d o n .
入 竺 ■ U 部 吋 , M . , 砿 , a t s u k a , M . , A 部 船 血 a , Y . , M a t s u b 町 a , Y . , F u j i i , K , K U " e , S . , N 紅 i s a w a , K
J .  p h a r m .  p h a r 1 π 伽 0 1 . , 5 2 : 1 9 9 - 2 0 5  ( 2 0 0 の
S i m p l i f i e d  a n d  r a p i d  a s s a y  f o r  d e t e c t i n g  t h e  3 ' A m u t a t i o n  o f t h e  s D F - 1  g e n e
亘 i r a t s u k a ,  M . ,  H i s h i n u m a ,  T . ,  A g a t s u m a ,  Y . , 1 丑 O u e ,  T . ,  o m o r i ,  F . ,  K i s h i k a w a ,  Y . ,
M i z u g a k i ,  M .
C l i π .  c h i 1 π .  A c t a , 2 9 4 : 1 9 3 - 1 9 7  ( 2 0 0 0 )
G e n e t i c  a n a l y s i s  o f t h i o p u r i n e  m e t h y l t r a n s f e r a s e  p o l y m o r p h i S 血  i n  a  J a p a n e s e
P o p u l a t i o n
亘 i r a t s u k a ,  M . , 1 n o u e ,  T . ,  o m o r i ,  F . ,  A g a t s u m a ,  Y . ,  M i z u g a k i ,  M
U u t a t i o n R a s e a r c h , 4 4 8 : 9 1 - 9 5  ( 2 0 0 0 )
S e q u e n t i a l c h a n g e s  o f c h o l i n e r g i c  a n d  d o p a m i n e r g i c  r e c e p t o r s  i n  b r a i n s  a f t e r  6 -
h y d r o x y d o p a m i n e  l e s i o n s  o f t h e  m e d i a l f o r e b r a i n  b u n d l e  i n  r a t s .
』 、 r a k i ,  T . ,  T a n j i ,  B . ,  F u j i h a r a ,  K . ,  K a t o ,  H . , 1 m a i ,  Y . ,  M i z u g a k i ,  M . , 1 t o y a m a ,  Y .
J .  N e u r a l T r α π S η 1 . , 1 0 7 : 8 7 3 - 8 8 4  ( 2 0 0 の
S e q u e n t i a l c h a n g e s  o f [ ' H ]  f o r s k 0 1 血 , { ' H ]  c y c l o h e x y l a d e n o s i n e  如 d  f ' H I P N 2 0 0 - 1 1 0
b i n d i n g  s i t e s  i n  t h e  b r a i n  o f 6 - h y d r o x y d o p a m i n e - 1 e s i o n e d  r a t s .
A l a k i ,  T . ,  T a n j i ,  H . , 1 【 a t o ,  H . , 1 m a i ,  Y . ,  M i z u g a k i ,  M . , 1 t o y a l n a ,  Y
A c t a  , h y s i 0 1 .  S C α 1 1 d . , 1 6 9 : 7 1 - 7 8  ( 2 0 0 0 )
Comparative effects ofperi11a and fish oils on the actiV北y and gene expressino of
fatty acid oxidation enzymes in ratliver
Ide, T., Kobayashi, H., Ashakumary, L., Rouyer,1., Takahashi, Y., Aoyama, T.,
Hashimoto, T., Mi2Ugaki, M
召iochi机ica et召iophysica Acta,1485:23-35 (2000)
Detection assay ofrare variants ofthiopurine methyltransferase gene by pcR-
RFLp using a mismatch primerin ajapanese population.
Hiratsuka, M.,1noue, T., omori, F., Agatsuma, Y., K. Kishikawa., Mizugaki, M
Bi0ι.四har11ι. Bιι11.,23:1090-1093 (2000)
High t11roughput detectjon ofdNg-metabolizing enzyme p01沖10rpMsms by a11ele-
Speci6CauorogeniC 5'nuclease chainreaction assay
Hiratsuka, M., Agatsuma, Y., om01'i, F., Narahara, K.,1noue, T., Kishikawa, K.,
Mizugaki,M.
召i01. phα肌.召U11.,23:1131-1135 (2000)
Determination ofserum conce五tration ofglycyrrhizin in humans by semi-micro
high-performance Hquid chromatography after administration of a therapeutic
dose names ofthe authors
Ishiwata, S., Nakash託a, K', Niizeki, M., suzuki, N., Kaneko, S., Tomioka, Y.,
Hishinuma, T., MizugaM, M
召i0104iCα1 &アharn1αCeutiCα1召U11etiπ,23:904-905 (2000)
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Distribution ofaconitum alkaloids in body auids and tissues in a suicidalcase of
aconite ingestion.
Ito, K., Tanaka, S., Funayama, M、, MizugaM, M.
J. Aπαι. roxic01.,24:348-353 (2000)
Temporal changes of dopaminergic and glutamatergic receptors in 6-
hydroxydopamine-treated rat brain
ATakiT, TanjiH,1ζato H,1maiY, MizU宮akiM,1toyamaY.
五Ur. NeuropsychopharnιαC01.,10:365-375 (2000)
Difference in urinary LTE4 and 11-dehydro-1XB2 excretion in asthmatic patients.
Suzuki, N., Hishinuma, T., Abe, F., omata, K.,1to, S., sugiyama, M., Mizugaki, M.
Prostag1αndiπS & otherz'ipid uediators,62:395-403 (2000)
服薬コンプライアンス尺度(第 1報)一服薬コンプライアンス尺度のイ乍成一.
平塚祥子,熊野宏昭,片山潤,岸川幸生,菱沼隆則,山内祐一,水柿道直.
薬学雑iま,120:224229 (2000).
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服 薬 コ ン プ ラ イ ア ン ス 尺 度 ( 第 2 報 ) 一 心 療 内 科 に お け る 服 薬 コ ン プ ラ イ ア ン ス に 関
わ る 諸 要 因 一 .
平 塚 祥 子 , 熊 野 宏 昭 , 片 山 潤 , 岸 川 幸 生 , 菱 沼 隆 則 , 山 内 祐 一 , 水 柿 道 直 .
棄 学 雑 ' ま , 1 2 0 : 2 3 0 - 2 3 7  ( 2 0 0 0 )
B e m o d i a z e p i n e 受 容 体 ア ゴ ニ ス ト の 行 動 薬 理 学 的 検 討 .
穂 積 雅 人 , 水 柿 道 直 , 佐 藤 信 範 , 只 野 武 , 木 皿 憲 佐 .
病 院 棄 学 , 2 6 : 4 4 - 5 1  ( 2 0 0 0 ) .
院 内 製 剤  4 - A m i n o p y r i d i n e  カ プ セ ル の 調 製 と 臨 床 応 、 用 .
小 川 義 敬 , 村 井 ユ リ 子 , 中 村 浩 規 , 我 妻 恭 行 , 井 上 智 子 , 鈴 木 常 義 , 菱 沼 隆 則 , 藤 原
一 男 , 糸 山 泰 人 , 水 柿 道 直 .
病 院 泰 学 , 2 6 : 2 9 5 - 3 0 3  ( 2 0 0 0 ) .
自 殺 企 図 に よ る ト リ カ ブ ト 中 毒 の  1 例 .
後 藤 幸 子 , 福 家 伸 夫 , 石 川 康 郎 , 水 柿 道 直 , 伊 藤 鍛 .
臨 床 麻 酵 , 2 4 : 1 5 1 3 - 1 5 1 5  ( 2 0 0 0 ) ,
I n c r e a s e d  E x p r e s s i o n  o f  Q u e u o s i n e  s y n t h e s i z i n g  E n z y m e ,  t R N A - G u a n i n e
T r a n s g l y c o s y l a s e ,  a n d  Q u e u o s i n e  L e v e l s i n  t R N A  o f L e u k e m i c  c e 1 1 S .
I s h i w a t a ,  S . ,  K a t a y a m a ,  J . ,  s h i n d o ,  H . ,  o z a w a ,  Y . , 1 t o h ,  K . ,  M i z u g a k i ,  M ,
J .  B i o c h e n l . , 1 2 9 : 1 3 - 1 7  ( 2 0 0 1 )
I n c r e a s e d  u r i n a r y  l e u k o t r i e n e  E 4  e x c r e t i o n  i n  p a t i e n t s  W 北 h  a t o p i c  d e r m a t i t i s '
H i s h i n u m a ,  T . ,  s u z u k i ,  N . ,  A i b a ,  S . ,  T a g a l n i ,  H . ,  M i z u g a k i ,  M .
B r i t i s h  J .  D e r 机 α t 0 ι 0 ι ' y , 1 4 4 : 1 9 - 2 3  ( 2 0 0 1 )
D e t e c t i o n  o f A I ) g i o t e n s i n - c o n v e r t i n g  E n z y m e  l n s e r t i o n / D e l e t i o n  p o l y 皿 o r p h i s m s
U s i n g  R e a l - t i m e  p o l y m e r a s e  c h a i n  R e a c t i o n  a n d  M e l t i n g  c u N e  A n a l y s i s  w i t h
S Y B R  G r e e n  l o n  G e n e A 五 ) P  5 7 0 0 .
H i r a t s u k a ,  M . ,  K i s h i k a w a ,  Y . ,  N a r a h a r a ,  K . , 1 n o u e ,  T . ,  H a m d y ,  S . 1 . ,  A g a t s u m a ,
Y . ,  T o m i o k a ,  Y . ,  M i z u g a k i ,  M .
A 1 1 α 1 . 召 i o c h e n l . , 2 8 9 : 3 0 0 - 3 0 3  ( 2 0 0 1 )
A n a l y s i s  o f u r i n a r y p r o s t a c y c H n  a n d  T h r 0 皿 b o x a n e / p r o s t a c y c 】 i n  R a t i o  i n  p a t i e n t s
W i t h  R h e u m a t o i d  A r t h r 北 i s  u s i n g  G a s  c h r o m a t o g r a p h y / s e l e c t e d  l o n ' M o n i t o r i n g
H i s h i n u m a ,  T . ,  N a k a m u r a ,  H . ,  s a w a i ,  T . ,  M 北 o m o ,  T . , 1 n o u e ,  H . ,  M a t s u m o t o ,  F . ,
M j z u g a k i ,  M .
P r o s t 昭 ' 1 α π d i 1 1 S , ι e u h o t r i e π e S  α π d  三 S s e 1 1 t i a l F a t t y  A c i d s , 6 5 : 8 5 - 9 0  ( 2 0 0 1 )
B i o c h e m i c a l a n d  i m m 1 血 o h i s t 0 1 0 g i c a l c h 即 g e s i n  t h e  b r a i n  o f l - m e t h y l - 4 P h e n y l -
1 , 2 , 3 , 6 - t e t r a h y d r o p y r i d i n e  ( M P T P ) - t r e a t e d  m o u s e
A I , a k i ,  T . ,  M i k a l n i ,  T . ,  T 卸 j i , Π . ,  M a t s u b a r a ,  M . , 1 m a i ,  Y . ,  M i z u g a k i ,  M . , 1 t o y a l n a  , Y
召 U r .  J . 四 h a r 1 1 1 .  s c i . , 1 2 : 2 3 1 - 2 3 8  ( 2 0 0 1 )
N北ric oxide synthase inhibitors cause motor deficits in mice
Alaki, T,, Mizutani, H., Matsubara, M、,1mai, Y., Mizugaki, M.,1toyama, Y
五Ur. Neuropsychopharmac01.,11:125-133 (2001)
Concisesynthesis ofciguat0二dnABC-ring丑'a部nents and sudace plasmonreson帥Ce
Study ofthe interaction oftheirBSAconjugatesW北h monoclonala11Ubodies.
Nagumo, Y., oguri, H., shindo, Y., sasaM, S., oishi, T.,11iralna, M., Tomioka, Y.,
入質ZugaM, M.,Tsumuraya,T
Bioorgal)ic&MedicinalchemiS訂yLetters.11:2037-2040 (2001)
Inauence ofanesthesia on brahldistribution of[11C]metha五Ipheta皿ineiD monkeys
in positron emission tomography (PET) study.
Mizugaki, M., Nakagawa, N., Nakamura, H., Hishinulna, T., T0血oka, Y.,1S11iwata,
S.,1do, T.,1Wata, R., Funaki, Y.,1toh, M., HigucM, M., okamura, N., Fujiwara, T.,
Sato, M., shindo, K., Yoshida, S
召rai11冗esearch,911:173-175 (2001)
Cen柱・alserotonergicMecha11ismsonHeadl'訊litchResponselnducedbyBenzodiazeP血e
ReceP加rAg011ists
Tada110, T., Hozumi, M., satoh, N., oka, R.,圧SMnuma, T., MizU牙aM, M., Alai, Y',
Yasuhara, H',1墾nemuC11i, H., N五jilna, F.,Nakagawasai,0., Ta11-no, K a11dKiS紅a,K.
Phar机αC010gy,62:157-162 (2001)
The Role ofcentralNoradrenergic Mechanism on Head-1'llq北Ch Response lnduced
by Estazola血
Tadano, T., Hozumi, M., Nakagawasai,0., oka, R., shoji, T., Nakagawa, Y., T如一
NO, K., Niuima, F., satoh, N., Alai, Y., Yasuhara, H., Mizugaki, M.,段nemuchi, H.,
and Kisara, K.
召iogeπic Anliπes,16:225-235 (2001)
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Per巨dpa廿onof a-Adrenoceptorsi11Head-TMtchResp011SeblducedbyBenzodiazephles
HOZ11血,M.,Tad抑0,T.,入監Zugaki,M.,satoh,N.,Atai,Y.,1ζinemucM,亘.,Nakagawasai,
0., Ta11-NO, K., oka, R.,卸d1墾Sara, K
Bio'eπicA机i11es,16:285-294 (2001)
Relationship between thromboxane/prostacyclin ratio and diabetic vascular
Complications
HishinU血a, T., Tsukamoto, H., suzuki, N. and MizugaM, M,
Prostag1α11diπS leUえotrie11S απd esseπtialfatty acids,65:191-196 (2001)
外科領域における炎症性腸疾患入院患者に対する院内製剤使用例.
小川義敬,穂積雅人,村井ユリ子,水柿道直.
日病棄iま,37:1329-1332 (2001).
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a r t h r i t i s
N a k a m u r a ,  H . ,  H i s h i n u m a ,  T . ,  s u z u k i ,  N . ,  c h i b a ,  S . ,  T s u k a m o t o ,  H . ,  T a k a b a t a k e ,
M . ,  s a w a i ,  T . ,  M i t o m o ,  T . , 1 n o u e ,  H 、 ,  M a t s u m o t o ,  F . ,  M i z u g a k i ,  M .
P r o s t α 宮 1 α π d i π S ,  Z , e U え o b ' i e π e S  α π d  三 S s e π t i a l F a t 力 , A c i d s ,  i n  p r e s s  ( 2 0 0 2 )
Ⅳ . 総 説 ・ そ の イ 也
脂 肪 酸 の 生 合 成 一 特 に 大 腸 菌 の 合 成 系 に 関 す る 最 近 の 知 見 を 中 心 に し て ー .
内 山 充 , 水 柿 道 直 .
蛋 白 質 桟 酸 酵 素 , 1 4 : 4 7 2 - 4 8 1  住 9 6 9 ) .
必 須 脂 肪 酸 の β 酸 化 に 関 与 す る 新 た な 代 謝 経 路 に つ い て
水 柿 道 直 .
菓 ゴ ι 医 i ま , 9 6 : 7 3 - 7 6  ( 1 9 8 3 ) .
必 須 脂 肪 酸 の 新 た な 代 謝 経 路 .
山 本 裕 高 , 水 柿 道 直 .
イ ι 学 ι 生 物 , 2 1 : 4 9 3 - 4 9 6  ( 1 9 8 3 ) .
医 薬 品 の 極 微 弱 発 光 に つ い て .
水 柿 道 直 , 佐 藤 秀 昭 , 江 戸 清 人
東 ゴ ι 電 子 産 業 レ ポ ー  1 , 1 - 6  住 9 8 5 ) .
抗 腫 癌 性 抗 生 物 質 ネ オ カ ル チ ノ ス タ チ ン ク ロ モ フ ォ ア の 化 学 構 造 .
江 戸 清 人 , 水 柿 道 直 , 石 田 名 香 雄
イ ι 学 と 生 物 , 2 3 : 3 1 - 3 3  ( 1 9 8 5 ) .
血 中 F F A の 簡 易 定 量 一 生 物 発 光 法 を 用 い て .
江 戸 清 人 , 水 柿 道 直 .
医 学 の あ ゆ み , 1 3 4 : 3 3 4 - 3 3 5  ( 1 9 8 5 ) .
制 癌 抗 生 物 質 の 作 用 機 序
江 戸 清 人 , 水 柿 道 直 .
宮 城 倶 病 院 棄 剤 師 会 i ま , 3 5 : 2 5 - 3 9  ( 1 9 8 5 ) .
抗 不 整 脈 剤 , 強 心 剤 .
水 柿 道 直 .
医 棄 ジ ャ ー ナ ノ レ , 2 3 : フ フ - 8 1  ( 1 9 8 7 ) .
医 薬 品 の 安 定 性 に つ い て .
佐 藤 秀 昭 , 水 柿 道 直 .
ク リ ニ カ ル フ ァ ー マ シ ー , 9 : 7 4 7 フ ( 1 9 8 7 ) .
塩酸イミプラミンの極微弱化学発光機構.
水柿道直,佐藤秀昭,江戸清人.
菓ゴと竃子産業レポート,39-44 (1988).
生化学的立場から見たTDM について.
水柿道直.
PharnιαCy roday,1:8-12 住988).
トリカブト中毒.
水柿道直,鈴木康男.
中毒牙究,2:225-228 (1989).
バイオ医薬品の現状と展望.
佐藤秀昭,水柿道直
T0召IN,1:1-8 (1989).
活性酸素とメイラード反応.
水柿道直,佐藤秀昭.
イι学とユニ業,42:2045-2047 (1989).
医薬品の極微弱発光と活性酸素.
佐藤秀昭,水柿道直.
イι学絡説, NO.フ,活性酸素種の化学,日本化学会編, PP215-218
学会出版センター(1990)、
35
老年期痴呆と服薬指導.
水柿道直,村井ユリ子.
老イιと疾態,3:103-105 (1990).
モノクローナル抗体の臨床応用.
水柿道直.
i珍療手帳, NO.108,51-55 (1990).
小児の薬と栄養剤の副作用.
水柿道直.
棄の上手衣利用法,東北大学公開講座,東北大学保健管理センター,15-17 (1990).
低分子化合物(修飾ヌクレオシド)に対するモノクローナル抗体の癌診断への応用.
水柿道直,伊藤邦彦.
病院棄学,17:189-197 (1991).
東北大学医学部附属病院における抗癌剤の使用状況.
村井ユリ子,佐藤秀昭,水柿道直.
イι学療法の領域,6:110-115 (1991).
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高 齢 者 へ の 調 剤 .
佐 藤 秀 昭 , 水 柿 道 直
万 刊 棄 事 , 3 3 : 2 9 - 3 1  ( 1 9 9 1 ) .
極 微 弱 化 学 発 光
一 薬 学 分 野 へ の 応 用 一 .
佐 藤 秀 昭 , 水 柿 道 直 .
フ ァ ノ b マ シ ア , 2 7 : 1 2 5 9 - 1 2 6 3  ( 1 9 9 1 ) .
添 付 文 書 の 活 用 法 ) 体 内 動 態 を 知 る に は ど こ を み る べ き か ー そ の 内 容 と デ ー タ の 見 方 .
水 柿 道 直 .
臨 床 と 棄 物 治 療  1 2 : 9 1 0 - 9 1 3  住 9 9 3 ) .
癌 患 者 の 服 薬 指 導 を 中 心 と し た 薬 剤 師 の 業 務 ( 1 ) .
水 柿 道 直 .
棄 事 新 穀  N O . 1 7 9 1 : 9 - 1 5  ( 1 9 9 4 ) .
癌 患 者 の 服 薬 指 導 を 中 心 と し た 薬 剤 師 の 業 務 ( 2 ) .
水 柿 道 直 .
棄 事 新 瓢  N O . 1 7 9 4 : 9 - 1 5  ( 1 9 9 4 )
東 北 大 学 医 学 部 附 属 病 院 に お け る 抗 菌 剤 の 使 用 状 況 .
我 妻 恭 行 , 中 村 浩 規 , 水 柿 道 直 .
イ ι 学 療 法 の 領 域  1 0 : 8 9 - 9 5  ( 1 9 9 4 ) .
臨 床 医 の た め の 薬 物 間 相 互 作 用 の 基 礎 と 臨 床 「 処 方 時 に チ ェ ッ ク の 必 要 な 組 み 合 わ せ
の 実 際 例 ー ヒ ス タ ミ ン H . 遮 断 薬 に よ る 代 謝 阻 害 一 」 .
水 柿 道 直 .
治 療  7 6 : 4 7 - 5 2  ( 1 9 9 4 ) .
救 急 薬 剤 の 一 般 的 な 注 意 事 項 .
佐 藤 秀 昭 , 水 柿 道 直 .
臨 床 と 棄 物 治 療  1 3 : 6 7 2 - 6 7 7  住 9 9 4 ) .
免 疫 抑 制 起 因 物 質 1 ー メ チ ル ア デ ノ シ ン の 生 理 作 用 の 解 析 及 び 臨 床 診 断 学 的 応 用 .
水 柿 道 直 .
鈴 木 議 三 記 念 医 科 学 応 用 研 究 財 団 研 究 穀 告  1 3 : 2 6 2 - 2 釘 ( 1 9 9 4 ) .
H e n r i R .  M a n a s s e  副 学 長 大 い に 語 る .
木 村 昌 行 , 菅 原 和 信 , 鍋 島 俊 隆 , 橋 本
日 病 棄 i ま , 3 1 : 2 5 - 3 6  ( 1 9 9 5 ) .
併 用 薬 物 と 相 互 作 用 一 薬 物 動 態 学 的 相 互 作 用 .
佐 藤 秀 昭 , 我 妻 恭 行 , 水 柿 道 直 .
臨 床 と h 矛 究 , 7 2 : 5 - 1 0  ( 1 9 9 5 ) .
勉 , 水 柿 道 直 , 全 田 浩 .
抗生物質と耐性菌の関係一院内感染対策とのバランスとはー.
水柿道直,菱沼隆則.
エキスノゞートナース,11:40-43 (1995).
医薬品の相互作用一最近の話題.
水柿道直.
宮医穀,590:136-141 (1995).
抗潰癌剤.診断・治療の進歩と新しい薬剤.
水柿道直,佐藤秀昭.
医薬ジャーナル,164167 (1995).
逆耐性モデル動物におけるメタンフェタミンの脳内分布の変動.
水柿道直.
日本袖経精神薬理学雑iま,16:187-191 (1996).
第6回日本病院薬学会年会報告.
水柿道直.
日病薬盲ま,32:1340-1341 (1996).
トリカブト毒に関する法医学的・薬学的研究.
水柿道直.
法中毒,14:1-12 (1996).
処方設計と処方監査に必須の薬物問相互作用知識一阻害剤としてのヒスタミンH.遮断
薬(シメチジンなど)ー.
水柿道直.
月刊薬事イ2月臨蒔増刊号),557-567 (1996).
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書評「臨床医のための薬の相互作用とそのマネジメント」.
水柿道直.
薬局,47:1490 住997).
JosephA.oddiS特別講演要旨「薬剤師その職能の変遷」
佐藤秀昭,村井ユリ子,水柿道直.
日病薬'吉,33:25-29,1997.
異物混入医薬品回収への病院薬剤部の対応.
佐藤秀昭,水柿道直.
ファームテクジャパン,13:267-273 (1997)
薬物依存と脳機能の変化.
水柿道直.
宮城倶病薬ニュース,61:8-14 (1997).
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厚 生 省 未 承 認 薬 剤 の 使 用 上 の 注 意 に つ い て お 教 え 下 さ い
佐 藤 秀 昭 , 水 柿 道 直
眼 科 診 療  Q & A  Q U E S T I O N S  & A N S W E R S  第 2 0 号 : 1 1 2 9 - 3  ( 1 1 3 0 ) ( 1 9 9 7 ) .
ア レ ル ギ ー 炎 症 に お け る 不 飽 和 脂 肪 酸 の 薬 理 作 用 .
水 柿 道 直 , 菱 沼 隆 則 .
喘 息 、 , 1 0 : 7 1 . 1 9 9 7
病 棟 に お け る 医 薬 品 の 品 質 確 保 と 適 正 使 用 .
斎 藤 有 紀 , 水 柿 道 直 .
月 刊 棄 事 , 3 9 : 1 1 3 3 - 1 1 3 5  ( 1 9 9 7 )
巻 頭 言 「 グ ロ ー バ ル な 目 , ロ ー カ ル な 目 」 .
水 柿 道 直 .
日 病 棄 i ま , 3 4 : 3  ( 1 9 9 8 ) .
書 評 : 「 薬 剤 師 の た め の 糖 尿 病 服 薬 指 導 マ ニ ュ ア ル 」 .
水 柿 道 直 .
万 刊 棄 事 , 4 0 : 2 8 8 8  ( 1 9 9 8 ) .
ヒ ス タ ミ ン 珊 受 容 体 括 抗 薬 , 薬 物 間 相 互 作 用 の 臨 床 5
我 妻 恭 行 , 水 柿 道 直 .
治 療 薬 , ラ イ フ サ イ エ ン ス 出 版 , 3 2 : 3 4 2 - 3 4 7  ( 1 9 9 8 ) .
D r . J o h n  E .  M u r p h y  「 p h a r m a c y  p r a c t i c e  i n  t h e  u n i t e d  s t a t e s 」 の 講 演 か ら .
水 柿 道 直 .
月 刊 薬 事 , 4 0 : 7 1 - 7 4  ( 1 9 9 8 )
テ ガ フ ー ル に よ る 安 静 狭 心 症 .
水 柿 道 直 '
方 刊 棄 事 ( 3 月 臨 時 増 刊 号 , 重 篤 な 副 作 用 と そ の モ ニ タ リ ン グ ) , 4 0 : 8 8 0 - 8 8 4 ,
薬 業 時 報 社 ( 1 9 9 8 ) .
P L 法 施 行 後 の 特 殊 製 剤 業 務 の 動 向 .
村 井 ユ リ 子 , 安 田 千 賀 , 猪 岡 京 子 , 工 藤 義 樹 , 菱 沼 隆 則 , 佐 藤 秀 昭 , 水 柿 道 直 .
日 病 棄 i ま , 3 4 : 3 0 5 - 3 0 9  ( 1 9 9 8 ) .
D o c o s e h e x a e n o i c  a c i d  :  A 1 1 U p d a t e
M i z u g a k i ,  M . ,  H i s h i n u m a ,  T . ,  N i s h i k a w a ,  M .
D r U ξ N e ι ι , s  p e r s p e c t , 1 2 : 4 1 2 - 4 1 5  ( 1 9 9 9 ) .
超 微 量 分 析 法 を 用 い た プ ロ ス タ ノ イ ド の 臨 床 薬 学 的 研 究 ( 総 説 ) .
水 柿 道 直 .
棄 学 雑 i ま , 1 1 9 : 6 1 - 8 0  住 9 9 9 ) .
平成11年度国公私立大学病院薬剤部職員研修シンポジウム特定機能病院における
薬剤業務の在り方一総論一高度先進医療の担い手として~業務,教育,研究と研修の
融△
水柿道直.
薬事新毅,2075:13-15,薬事新報社(1999).
特集降圧薬の服薬指導一α遮断薬一
水柿道直.
棄局,50:1663-1668,南山堂(1999).
インタビューフォームの改定とその意義
水柿道直.
方刊棄事,41:475-478,薬業時報社住999).
特集徐放性製剤.薬物療法における有用性と副作用.
村井ユリ子,水柿道直.
月刊棄事,41:2889-2894,薬業時報社住999).
平成10年度厚生科学研究費補助金医薬安全総合研究事業「医薬品の適正使用における
病院薬剤師の役御」」外国人指導者招聽事業(北海道・東北地区).
水柿道直,富岡佳久,宮崎勝巳.
日本病院棄剤会雑iま,35:1093-1096 (1999).
「第5 回医療薬学公開シンポジウム」を終えて.
富岡佳久,伊藤邦彦,水柿道直.
日本病院棄学会会瓢,3:28-29 住999).
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臨床現場における品質再評価.
佐藤秀昭,水柿道直.
CurreπtTherapy,17:107フ-1081 住999).
ヒスタミンHユ受容体遮断薬と他剤との相互作用.
我妻恭行,水柿道直.
棄局,50:2159-2169 (1999).
ニリンソウとの誤食によるトリカブト中毒の 1例.
紺谷真,長田清明,西村泰行,櫻井勝,水柿道直.
内科,84:11941196 (1999).
シリーズPha血.D.にきく-ファーマシューティカルケアQ&A 「医薬品の適正使用
における病院薬剤師の役御」」に関する研修会において一仙台一.
富岡佳久,菱沼隆則,石渡俊二,水柿道直.
PharnlD,2:12-13 (2000).
4 0
高 脂 血 症 治 療 薬
水 柿 道 直 .
棄 局 , 5 1 : 3 7 3 - 3 9 6 , 南 山 堂 ( 2 0 0 0 ) .
質 量 分 析 に よ る エ イ コ サ ノ イ ド の 微 量 定 量 法 、
水 柿 道 直 .
日 薬 理 i ま , 1 1 5 : 2 4 4 - 2 5 0  ( 2 0 0 0 ) .
随 想 一 医 療 薬 学 生 と し て 薬 剤 師 と し て .
水 柿 道 直 .
イ ι 学 療 法 の 領 域 , 1 6 : 1 4 6 - 1 4 7  ( 2 0 0 0 ) .
腎 障 害 患 者 へ の 投 薬 ガ イ ド ー 消 化 性 潰 癌 治 療 薬 .
我 妻 恭 行 , 水 柿 道 直 .
棄 局 , 5 1 : 1 5 4 3 - 1 5 5 3 , 南 山 堂 ( 2 0 0 0 )
第 8  回 ク リ ニ カ ル フ フ ー マ シ ー シ ン ポ ジ ウ ム の 話 題 .
水 柿 道 直 .
オ レ ン  1  テ ラ ビ ー , 1 8 : 1 7 9 - 1 8 1 , ラ イ フ メ デ ィ コ ム ( 2 0 0 0 ) .
免 疫 学 的 手 法 を 用 い た , ヒ ト お よ び ウ サ ギ プ ラ ス ミ ノ ー ゲ ン の イ ン フ ル エ ン ザ A 型
ウ ィ ル ス に 対 す る 結 合 解 析 .
鈴 木 秀 明 ,  J . L . M C K i m m - B r e s c h k i n ,  J o s e p h N . v a r g h e s e , 梶 原 淳 一 , 松 村 彰 子 ,
伊 東 八 重 , 水 柿 道 直 , 菱 沼 隆 則 , 富 岡 佳 久 , 高 橋 忠 、 伸 , 村 松 宰 , 鈴 木 隆 , 鈴 木 康 夫 .
筥 城 大 学 看 護 学 部 紀 要 , 3 : 9 9 - 1 0 6  ( 2 0 0 0 ) 、
G e n e t i c  p o l y m o r p h i s m s i n  D N g - M e t a b o l i z i n g  E n z y m e s  a n d  D r u g  T a r g e t s
H i r a t s u k a ,  M . ,  M i z u g a k i ,  M
M o l e c U 1 α r  G e π e t i c s  a n d M e t a b o l i S 肌 , 7 3 : 2 9 8 - 3 0 5  ( 2 0 0 1 )
高 血 圧 症 治 療 薬 と 患 者 へ の 説 明 .
岸 川 幸 生 , 猪 岡 京 子 , 水 柿 道 直
棄 局 , 5 2  ( 増 刊 号 ) : 5 2 7 - 5 5 0 , 南 山 堂 ( 2 0 0 1 ) .
8 . 高 Ⅲ 乍 用 , 相 互 作 用 お よ び 使 用 上 の 注 意 一 一 緒 に 使 っ て は い け な い ク ス リ は ? ク ス
り を 使 っ た ら 出 る 症 状 は ? < 特 集 / 抗 ア レ ル ギ ー 薬 >
中 川 直 人 , 水 柿 道 直 .
棄 の サ イ エ ン ス , フ : 1 0 0 - 1 1 3 , フ ジ メ デ ィ カ ル 出 版 ( 2 0 0 1 ) '
抗 う つ 薬 . ( 新 薬 展 望 2 0 0 1 )
中 村 仁 , 水 柿 道 直 、
医 棄 ジ ャ ー ナ ル , 3 7  ( 増 刊 号 ) : 4 5 - 5 0 , 医 薬 ジ ャ ー ナ ル 社 ( 2 0 0 1 ) .
3 型 プ ロ ス タ ノ イ ド の 超 微 量 定 量 法 の 確 立 と そ の 臨 床 応 用 .
水 柿 道 直 , 菱 沼 隆 則 .
惰 質 栄 盡 学 , 1 0 : 5 - 1 0 , 日 本 脂 質 栄 養 学 会 ( 2 0 0 1 ) .
TDMの予防医学への貢献.
水柿道直.
rD入1研究,18:73-74,日本 TDM 研究会(2001).
癌化学療法への薬剤師の関わわ~婦人科病棟における治療前薬剤説明と副作用対策~.
松橋由美子,天野郁子,中村仁,鈴木常義,水柿道直.
医薬ジャーナノレ,37:2465-2472,医薬ジャーナル社(2001).
トリカブト毒に関する法中毒学的研究
水柿道直,伊藤鍛.
法医学の笑際と研究,44:1-16 (2001)
3型プロスタノイドの超微量定量法の確立とその臨床応用.
水柿道直,菱沼隆則.
吏ゴι医iま,113:89-90 (2001)
V.学会等発表
新しい経路をたどるフザリン酸及び関連化合物の代謝様式.
水柿道直.
第84回宮城県病院薬剤師会研究会,仙台,1983年3月26日.
必須脂肪酸のβ酸化に関与する新たな代謝経路について.
水柿道直.
第68回東北医学会総会(教授就任記念講演),仙台,1983年5月20日
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薬物代謝に関する最新の知見
水柿道直.
第15回山形県病院薬剤師会総会(特別講演),天童,1983年5月21日~22日.
必須脂肪酸のβ酸化に関与する新たな還元酵素.
水柿道直.
第49回日本生化学会東北支部例会(特別講演),田沢湖,1983年6月4日
必須脂肪酸のβ酸化に関与する 2,4-dienoyl-COAreductase の性状の比較検討.
水柿道直,山本裕高,木村千春,西巻知子,小枝則子,近藤明,山中宏,川口昭彦,
奥田重信.
第25回日本脂質生化学研究会,札幌,1983年6月17日
大腸菌由来 2,4-dienoyl-COAreductase および enoyl-COAhydratase の炭素鎖特異
性の検討.
水柿道直,山本裕高,近藤明,鷺又市,西巻知子,木村千春,山中宏.
第22回日本薬学会東北支部大会,盛岡,1983年10月23日.
4 2
資 化 酵 母 に お け る り ノ ー ル 酸 の 代 謝 2 , 4 d i e n o y l - C O A r e d u c t a s e  の 性 状 .
水 柿 道 直 , 山 本 裕 高 , 小 枝 則 子 , 西 巻 知 子 , 木 村 千 春 , 山 中 宏 .
第 2 2 回 日 本 薬 学 会 東 北 支 部 大 会 , 盛 岡 , 1 9 8 3 年 1 0 月 2 3 日 .
漢 方 製 剤 の 品 質 管 理 法 に 関 す る 基 礎 的 研 究 ( 第 4 報 ) .
甘 草 含 有 漢 方 の り ク イ リ チ ン 含 量 .
早 坂 正 孝 , 大 久 保 七 枝 , 鈴 木 満 , 池 田 久 夫 , 草 野 源 次 郎 , 水 柿 道 直 .
第 2 2 回 日 本 薬 学 会 東 北 支 部 大 会 , 盛 岡 , 1 9 8 3 年 1 0 月 2 3 日
制 ガ ン 剤 含 有 塞 栓 物 質 の 開 発 と 応 用 ( 第 1 報 ) .
氏 家 章 , 石 橋 忠 司 , 菅 原 盛 家 , 笹 内 清 司 , 阿 部 信 行 , 山 田 章 吾 , 菊 池 智 子 , 菊 地
伊 勢 淳 , 引 地 長 三 郎 , 千 葉 肇 , 水 柿 道 直 .
第 2 2 回 日 本 薬 学 会 東 北 支 部 大 会 , 盛 岡 , 1 9 8 3 年 1 0 月 2 3 日 .
コ ン ピ ュ ー タ に よ る 薬 品 の 在 庫 管 理 シ ス テ ム .
斉 藤 邦 人 , 江 戸 力 雄 , 岩 崎 和 夫 , 千 葉 肇 , 水 柿 道 直 .
第 1 2 回 日 本 病 院 設 備 学 会 , 東 京 , 1 9 8 3 年 1 1 月 1 7 日 ~ 1 8 日 .
漢 方 製 剤 の 品 質 管 理 法 に 関 す る 基 礎 的 研 究 .
「 甘 草 含 有 漢 方 の  L i q u i r t i n  含 量 」 .
早 坂 正 孝 , 鈴 木 満 , 池 田 久 夫 , 草 野 源 次 郎 , 水 柿 道 直 .
第 9 1 回 宮 城 県 病 院 薬 剤 師 会 研 究 会 , 仙 台 , 1 9 8 4 年 2 月 4 日 .
ロ ー ダ ミ ン 法 に よ る 消 化 酵 素 剤 の り パ ー ゼ 活 性 測 定 .
鈴 木 満 , 山 本 裕 高 , 水 柿 道 直 .
日 本 薬 学 会 第 1 0 4 年 会 , 仙 台 , 1 9 8 4 年 3 月 2 8 日 ~ 3 0 日
テ オ フ ィ リ ン 製 剤 の 血 中 濃 度 測 定 値 お よ び 尿 中 代 謝 物 の 検 討 .
鈴 木 満 , 佐 藤 秀 昭 , 米 沢 健 三 , 山 本 裕 高 , 山 内 広 平 , 無 江 季 次 , 滝 島 任 , 水 柿 道 直 .
日 本 薬 学 会 第 1 0 4 年 会 , 仙 台 , 1 9 8 4 年 3 月 2 8 日 ~ 3 0 日 .
ネ オ カ ル チ ノ ス タ チ ン お よ び そ の ク ロ モ フ ォ ア の 熱 安 定 性 .
江 戸 清 人 , 斉 藤 邦 人 , 佐 藤 秀 昭 , 阿 部 昭 , 引 地 長 三 郎 , 小 出 芳 夫 , 石 田 名 香 雄 , 水
柿 道 直 .
日 本 薬 学 会 第 1 0 4 年 会 , 仙 台 , 1 9 8 4 年 3 月 2 8 日 ~ 3 0 日
フ ァ ル マ シ ア  F P L C  に よ る ネ オ カ ル チ ノ ス タ チ ン お よ び そ の ア ポ 蛋 白 の 分 析 .
江 戸 清 人 , 斉 藤 邦 人 , 佐 藤 秀 昭 , 江 戸 力 雄 , 千 葉 肇 , 清 水 則 夫 , 石 田 名 香 雄 , 水 柿
道 直 .
日 本 薬 学 会 第 1 0 4 年 会 , 仙 台 , 1 9 8 4 年 3 月 2 8 日 ~ 3 0 日 .
章 ,
医 薬 品 の 副 作 用 発 生 頻 度 情 報 の 収 集 と 応 用 .
小 川 瑞 重 , 川 合 英 樹 , 水 柿 道 直 .
日 本 薬 学 会 第 1 0 4 年 会 , 仙 台 , 1 9 8 4 年 3 月 2 8 日 ~ 3 0 日 .
アミノフィリン坐剤の直腸吸収におよぼす硫酸バリウムの影響
米澤健三,鈴木満,水野康司,水柿道直.
日本薬学会第104年会,仙台,1984年3月28日~30日.
抗癌剤含有塞栓物質の開発と応用(第2報).
氏家章,石橋忠司,阿部信行,菅原盛家,伊勢淳,水柿道直.
日本薬学会第104年会,仙台,1984年3月28日~30日.
定常状態におけるジゴキシンの体内動態について(第2報).
佐々木孝雄,斎藤俊良,北村英武,氏家章,早坂正孝,水柿道直.
日本薬学会第104年会,仙台,1984年3月28日~30日.
Cαπdida lipolytiCα由来の 2,4-dienoyl-COAreductase の精製とその性状.
小枝則子,西巻知子,木村千春,近藤明,山中宏,山本裕高,水柿道直.
日本薬学会第104年会,仙台,1984年3月28日~30日.
大腸菌由来の 2,4dienoylcoAreductase,enoylcoAhydratase および3-hydrowaの,1-
COAepimerase の炭素鎖特異性.
近藤明,西巻知子,木村千春,小池かほる,山中宏,山本裕高,水柿道直.
日本薬学会第104年会,仙台,1984年3月28日~30日.
Nーエチルマレイミド還元酵素の一般的性状と特異的阻害剤について.
山本裕高,山中宏,水柿道直.
日本薬学会第104年会,仙台,1984年3月28日~30日.
必須脂肪酸の代謝経路について.
水柿道直.
第20回秋田県病院薬剤師会総会,男鹿,特別講演
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ラツト肝ぺルオキシゾームの 2,4-dienoyl-COAreductase の精製と性質について.
木村千春,近藤明,小枝則子,山中宏,水柿道直.
第26回脂質生化学研究会,新潟,1984年7月14日~15日
大腸菌における acetyl-COA 依存性脂肪酸 Chain elon目ation 系について.
西巻知子,山中宏,水柿道直.
第26回脂質生化学研究会,新潟,1984年7月14日~15日.
NCS クロモフォアの Cyclodextrin による熱および光に対する安定化.
江戸清人,斎藤邦人,秋山ユリ子,小出芳夫,石田名香雄,水柿道直.
第43回日本癌学会総会,福岡,1984年10月3日~4日.
薬物の超微弱発光に関する研究(第1報)
錠剤,カプセル剤の超微弱発光.
水柿道直,佐藤秀昭,江戸清人,秋山ユリ子,佐伯昭雄,千葉
第23回日本薬学会東北支部大会,仙台,1984年10月14日.
1984年5月19日~20日.
肇.
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当 院 に お け る 長 期 投 与 医 薬 品 の 使 用 実 態 調 査 .
江 戸 力 雄 , 引 地 長 王 郎 , 板 橋 芳 夫 , 大 久 保 七 枝 , 池 田 久 夫 , 橘 川 敦 子 , 小 松 勝 夫 , 水
柿 道 直 .
第 2 3 回 日 本 薬 学 会 東 北 支 部 大 会 , 仙 台 , 1 9 8 4 年 1 0 月 1 4 日
抗 腫 癌 性 抗 生 物 質 ネ オ カ ル チ ノ ス タ チ ン ク ロ モ フ ォ ア お よ び そ の 塩 化 水 素 付 加 体 の 化
学 構 造 に つ い て .
石 田 名 香 雄 , 水 柿 道 直 .
江 戸 清 人 , 小 出 芳 夫 , 瀬 戸 治 男 , 降 旗 和 夫 , 大 岳
ぜ 肯
二 窪 三 ,
第 3 8 回 日 本 細 菌 学 東 北 支 部 総 会 , 天 童 , 1 9 8 4 年 1 0 月 2 3 日 ~ 2 4 日
M o d i 丘 e d n u c l e o s i d e  に よ る マ ク ロ フ ァ ー ジ の 活 性 酸 素 産 生 抑 制 お よ び ι i S 加 r i α 菌 感
染 促 進 作 用 .
伊 藤 邦 彦 , 馬 島 敏 郎 , 石 田 名 香 雄 , 水 柿 道 直 '
第 3 8 回 日 本 細 菌 学 東 北 支 部 総 会 , 天 童 , 1 9 8 4 年 1 0 月 2 3 日 ~ 2 4 日 .
急 性 パ ラ コ ー ト 中 毒 の 血 液 ・ 尿 ・ 臓 器 中 濃 度 測 定 .
三 浦 修 , 佐 々 木 司 郎 , 水 柿 道 直 , 鈴 木 康 男 , 菅 谷 彪 .
第 6 5 回 法 医 学 談 話 会 例 会 , 男 鹿 , 1 9 8 4 年 1 1 月 1 4 日 ~ 1 5 日 .
C h a r a c t e r i z a t i o n  o f 2 , 4  - d i e n o y l - C O A  r e d u c t a s e s  f r 0 血  r a t l i v e r  p e r o x i s o m e s  a n d
m i t o c h o n d r i a
M i z U 宮 a k i ,  M . ,  K i m u r a ,  C .  a n d  Y a m a n a k a ,  H
J o i n t u N 宜 S C O - 1 U B W ' o r b h o p  o n  " p e r o x i s o m e s  a 1 1 d  T h e i r M e t a b o l i t e s i n  c e 1 1 U l a r
F u n c t i o n s " ,  z e i s t ,  T h e  N e t h e r l a n d s ,  A u g u s t  2 2 - 2 4  ( 1 9 8 5 )
抗 腫 癌 性 抗 生 物 質 ネ オ カ ル チ ノ ス タ チ ン の 超 微 弱 発 光
江 戸 清 人 , 佐 藤 秀 昭 , 斎 藤 邦 人 , 加 藤 麻 由 子 , 秋 山 ユ リ 子 , 小 出 芳 夫 , 水 柿 道 直 .
日 本 薬 学 会 第 1 0 5 年 会 , 金 沢 , 1 9 8 5 年 4 月 3 日 ~  5 日 .
P u l i 6 C a 壮 o n a 1 1 d c o m p a r i s o n o f p r o p e r 巨 e s o f 2 , 4 司 i e n o y l - C O A r e d u c t a s e 丘 ' o m p r o c a l y 0 廿 C
血 d e u c a r y o t i c s o u r c e s
M i z u g a k i ,  M .  a 1 1 d Y a l n a n a k a ,  H .
1 3 t h l n t e r n a t i o n a l c o n g r e s s  o f B i o c h e m i s t r y ,  A n l s t e r d a m ,  T h e N e t h e r l a n d s , A u g u s t
2 5 - 3 0  ( 1 9 8 5 ) .
1 1 1 e c h e l n i c a l S 柱 、 u c t L l r e  o f a τ 1 廿 れ Ⅱ 1 1 0 r p o l y p e P 廿 d e  a 1 1 廿 b i 0 廿 C n e o c a r 血 1 1 0 s t a 廿 1 1 C 1 1 r o m o p h o r e
E d o ,  K . , 入 " z u g a k i ,  M . ,  K o i d e ,  Y . ,  s e t o ,  H . ,  F u r i h a t a ,  K . ,  o t a k a ,  N .  a 1 1 d  l S 1 1 i d a ,  N .
1 4 t 1 1 1 n t e 血 a 廿 o n a l c o n g r e s s  o f c h e m o t h e r a p y ,  K y o t o ,  J a p a 1 1 ,  J u l y  2 5  ( 1 9 8 5 )
制 癌 性 抗 生 物 質 ネ オ カ ル チ ノ ス タ チ ン ク ロ モ フ ォ ア の 全 化 学 構 造 .
江 戸 清 人 , 小 出 芳 夫 , 瀬 戸 治 男 , 降 旗 和 夫 , 大 岳
石 田 名 香 雄 , 水 柿 道 直 .
亡 日
' 王 三 ,
日 本 薬 学 会 第 1 0 5 年 会 , 金 沢 , 1 9 8 5 年 4 月 3 日 ~  5 日 .
R h i z o p u s j a p 0 π i c u S  産 生 の り パ ー ゼ の 精 製 お よ び 性 質 .
鈴 木 満 , 山 本 裕 高 , 水 柿 道 直 .
日 本 薬 学 会 第 1 0 5 年 会 , 金 沢 , 1 9 8 5 年 4 月 3 日 ~  5 日 .
薬物の超微弱発光に関する研究(第2報).
漢方エキス製剤の超微弱発光.
佐藤秀昭,江戸清人,水柿道直.
日本薬学会第105年会,金沢,1985年4月3日~ 5日.
中毒情報資料としての PoisindeX の利用.
小川瑞重,佐藤秀昭,水柿道直.
第20回医薬品相互作用研究会シンポジウム,秋田,1985年6月16日.
Non-thyroida】i11nesS における血清遊離甲状腺ホルモンと血清遊離脂肪酸分画との
関係.
野村隆,桜田俊郎,吉田克己,海瀬和郎,海瀬信子,深澤洋,山本蒔子,斎藤慎
太郎,山本裕高,平山伊久江,水柿道直,貴田岡博史,吉永馨.
第58回日本内分泌学会学術総会,名古屋,1985年5月14日~15日.
脳虚血時のアラキドン酸遊離機構について.
阿部康二,荒井啓行,山本裕高,水柿道直,今澤正興,宮本侃治,小暮久也.
第58回日本生化学会大会,仙台,1985年9月26日~29日.
Rhizopusjap0πicuS が産生するりパーゼの性状の比較.
鈴木満,山本裕高,水柿道直.
第58回日本生化学会大会,仙台,1985年9月26日~29日.
ヒッジ脳由来AMpdeaminaseの性状と細胞内局在性.
水柿道直,山本裕高,伊藤鍛.
第58回日本生化学会大会,仙台,1985年9月26日~29日.
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病薬の立場から.
水柿道直.(シンポジスト)
第18回日本薬剤師会学術大会分科会,盛岡,1985年9月28日.
N-Ethylmaleimide を還元する酵素の性状とその生理的役割に関する考察.
山本裕高,中澤道子,山中宏,水柿道直.
第17回薬物代謝と薬効・毒性シンポジウム,仙台,1985年10月3日~ 4日.
抗腫癌性抗生物質ネオカルチノスタチンクロモフォアの化学構造
石田名香雄,水柿道直.江戸清人,小出芳夫,瀬戸治男,降旗和夫,大岳亡a^,
第27回天然有機化合物討論会,広島,1985年10月15日~18日.
薬物の極微弱化学発光(第4報).
構造が単純な化合物の極微弱化学発光にっいて.
江戸清人,佐藤秀昭,加藤麻由子,内山充,水柿道直.
第24回日本薬学会東北支部大会,仙台,1985年10月20日.
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薬 物 の 極 微 弱 化 学 発 光 ( 第 5 報 ) .
抗 腫 癌 性 抗 生 物 質 ネ オ カ ル チ ノ ス タ チ ン 水 溶 液 の 極 微 弱 化 学 発 光 に つ い て
斎 藤 邦 人 , 江 戸 清 人 , 加 藤 麻 由 子 , 佐 藤 秀 昭 , 村 井 ユ リ 子 , 水 柿 道 直 .
第 2 4 回 日 本 薬 学 会 東 北 支 部 大 会 , 仙 台 , 1 9 8 5 年 1 0 月 2 0 日 .
当 院 に お け る 解 熱 鎮 痛 消 炎 剤 の 使 用 動 向 .
小 松 勝 夫 , 吉 城 崇 子 , 橘 川 敦 子 , 平 山 朝 夫 ,
第 2 4 回 日 本 薬 学 会 東 北 支 部 大 会 , 仙 台 ,
5 - F U ,  M M C 含 有 ゼ ラ チ ン マ イ ク ロ カ プ セ ル の 製 剤 化 の 検 討 .
氏 家 章 , 伊 勢 淳 , 水 柿 道 直 , 庄 子 寛 , 小 笠 原 正 則 .
第 2 4 回 日 本 薬 学 会 東 北 支 部 大 会 , 仙 台 , 1 9 8 5 年 1 0 月 2 0 日 .
ゼ ラ チ ン マ イ ク ロ カ プ セ ル の ホ ル マ リ ン 硬 化 法 の 検 討 .
氏 家 章 , 伊 勢 淳 , 平 山 伊 久 江 , 水 柿 道 直 , 庄 子 寛 , 小 笠 原 正 則 .
第 2 4 回 日 本 薬 学 会 東 北 支 部 大 会 , 仙 台 , 1 9 8 5 年 1 0 月 2 0 日 .
抗 腫 癌 性 抗 生 物 質 ネ オ カ ル チ ノ ス タ チ ン ク ロ モ フ ォ ア の ア ミ ノ 糖 の 化 学 構 造 に つ ぃ て .
村 井 ユ リ 子 , 江 戸 清 人 , 斎 藤 邦 人 , 小 出 芳 夫 , 水 柿 道 直 .
第 2 4 回 日 本 薬 学 会 東 北 支 部 大 会 , 仙 台 , 1 9 8 5 年 1 0 月 2 0 日 .
最 近 の 医 薬 品 相 互 作 用 情 報 の 収 集 と 考 察 .
小 川 瑞 重 , 佐 藤 秀 昭 , 井 樋 満 利 子 , 水 柿 道 直 .
第 2 4 回 日 本 薬 学 会 東 北 支 部 大 会 , 仙 台 , 1 9 8 5 年 1 0 月 2 0 日 .
阿 部 昭 , 千 葉 肇 , 高 橋 邦 文 , 水 柿 道 直 .
1 9 8 5 年 1 0 月 2 0 日 .
当 院 に お け る 外 来 調 剤 の 残 置 薬 調 査 に つ い て .
池 田 久 夫 , 板 橋 芳 夫 , 斎 藤 邦 人 , 大 久 保 七 枝 , 大 山 良 治 , 谷 口 悦 子 , 平 山 伊 久 江 , 水
柿 道 直 .
第 2 4 回 日 本 薬 学 会 東 北 支 部 大 会 , 仙 台 , 1 9 8 5 年 1 0 月 2 0 日 .
当 院 外 来 患 者 に お け る 大 衆 薬 と の 併 用 状 況 調 査 .
岩 崎 雅 弘 , 引 地 長 三 郎 , 橘 川 敦 子 , 川 合 英 樹 , 江 戸 力 雄 , 水 柿 道 直 .
第 2 4 回 日 本 薬 学 会 東 北 支 部 大 会 , 仙 台 , 1 9 8 5 年 1 0 月 2 0 日 .
最 近 の 一 般 注 射 剤 の 使 用 動 向 と 特 殊 製 剤 .
米 澤 健 三 , 早 坂 正 孝 , 水 柿 道 直 .
第 2 4 回 日 本 薬 学 会 東 北 支 部 大 会 , 仙 台 , 1 9 8 5 年 1 0 月 2 0 日 .
1 ー メ チ ル ア デ ノ シ ン 及 び 各 種 修 飾 ヌ ク レ オ シ ド の マ ク ロ フ ァ ー ジ に 及 ぼ す 影 響 .
伊 藤 邦 彦 , 江 戸 清 人 , 馬 島 敏 郎 , 石 田 名 香 雄 , 水 柿 道 直 .
第 4 4 回 日 本 癌 学 会 総 会 , 東 京 , 1 9 8 5 年 1 0 月 2 9 日 ~ 3 1 日 .
E v a l u a t i o n  o f d r u g  s t a b i 1 北 y b y  e x t r a - w e a k  c h e m i l u m i n e s c e n c e .
M i z u g a k i ,  M . ,  s a t o ,  H . ,  E d o ,  K . ,  K u r o s a k i ,  Y .  a 1 1 d  s a e k i ,  A .
F o u r t h  l n t e r n a t i o n a l  s y m p o s i u m  o n  B i o l u m i n e s c e n c e  a n d  c h e m i l u m i n e s c e n c e ,
F r e i b u r g ,  w e s t - G e r m a n y ,  s e p t e m b e r  8  - 1 0  a 9 8 6 ) .
Rhi⑳Pusjap0π記USNR400産生のりパーゼを含有する市販消化酵素剤のりパーゼ活性.
鈴木満,山本裕高,水柿道直.
日本薬学会第106年会,千葉,1986年4月2日~ 4日
漢方製剤の品質管理法に関する基礎的研究(第5報).
柴胡含有漢方製剤の遊離アミノ酸組成.
早坂正孝,草野源次郎,小出芳夫,水柿道直.
日本薬学会第106年会,千葉,1986年4月2日~ 4日.
薬物の極微弱化学発光に関する研究(第6報).
塩酸イミプラミンの極微弱化学発光挙動.
佐藤秀昭,江戸清人,水柿道直.
日本薬学会第106年会,千葉,1986年4月2日~ 4日.
薬物の極微弱化学発光に関する研究(第7報).
生薬(甘草)の抽出工程における極微弱化学発光挙動.
佐藤秀昭,江戸清人,黒崎雄一郎,小川瑞重,水柿道直.
日本薬学会第106年会,千葉,1986年4月2日~ 4日.
炭素 11HCN によるエストラジオール誘導体の標識.
氏家章,小山周樹,丸岡伸,中村護,伊勢淳,水柿道直,井戸達雄,高橋俊博,
岩田錬.
日本薬学会第106年会,千葉,1986年4月2日~ 4日.
病院薬学研究の現状とその検討.
北澤式文,宮崎勝巳,水柿道直,西谷篤彦,上野雅晴,上能伊公雄,新熊傅治,突合
皐月,野田浩司.
日本薬学会第106年会,千葉,1986年4月2日~ 4日.
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ネオカルチノスタチン・クロモフォアの生物活性中心.
江戸清人,斎藤邦人,村井ユリ子,水柿道直.
第6 回東北制癌剤研究会,仙台,1986年4月12日.
甲状腺機能亢進症における血清遊離甲状腺ホルモンに及ぼす血清FFAの影響.
野村隆,桜田俊郎,板垣洋一,深沢洋,海瀬信子,海瀬和郎,吉田克己,山本蒔子,
斎藤慎太郎,山本裕高,平山伊久江,水柿道直,吉永馨.
第59回日本内分泌学会学術総会,仙台,1986年5月14日~16日
最近の睡眠薬の処方動向.
米澤健三,中村浩規,水柿道直.
第22回医薬品相互作用研究会シンポジウム,弘前,1986年6月15日.
妊婦不適・授乳不適薬剤の薬効群共通性と個別特異性.
小川瑞重,佐藤秀昭,水柿道直.
第22回医薬品相互作用研究会シンポジウム,弘前,1986年6月15日
4 8
多 科 受 診 患 者 の 併 用 薬 剤 調 査 .
早 坂 正 孝 , 池 田 久 夫 , 板 橋 芳 夫 , 岩 崎 和 夫 , 伊 藤 鍛 , 折 居 修 子 , 大 久 保 七 枝 , 川 合
哲 郎 , 菱 沼 隆 則 , 平 山 伊 久 江 , 水 柿 道 直 .
英 樹 , 橘 川 敦 子 ,
第 2 5 回 日 本 薬 学 会 東 北 支 部 大 会 , 弘 前 , 1 9 8 6 年 1 0 月 1 9 日
P l a n i m e t r y  に よ る 調 剤 作 業 量 の 評 価 .
米 澤 健 三 , 水 柿 道 直 .
第 2 5 回 日 本 薬 学 会 東 北 支 部 大 会 , 弘 前 , 1 9 8 6 年 1 0 月 1 9 日 .
医 薬 品 使 用 上 の 注 意 に お け る 禁 忌 事 項 の 薬 効 群 共 通 性 と 個 別 特 異 性 の 考 察 .
小 川 瑞 重 , 佐 藤 秀 昭 , 水 柿 道 直 .
第 2 5 回 日 本 薬 学 会 東 北 支 部 大 会 , 弘 前 , 1 9 8 6 年 1 0 月 1 9 日 .
N e o c a r z i n o s t a t i n  ( N C S ) c h r o m o p h o r e と γ 一 c y c l o d e x t r i n  と の 相 互 イ 乍 用
斉 藤 邦 人 , 江 戸 清 人 , 村 井 ユ リ 子 , 水 柿 道 直 .
第 2 5 回 日 本 薬 学 会 東 北 支 部 大 会 , 弘 前 , 1 9 8 6 年 1 0 月 1 9 日 .
薬 物 の 極 微 弱 化 学 発 光 に 関 す る 研 究 ( 第 8 報 ) .
糖 ー ア ミ ノ 酸 反 応 に 伴 な う 極 微 弱 化 学 発 光 .
黒 崎 雄 一 郎 , 佐 藤 秀 昭 , 江 戸 清 人 , 水 柿 道 直 .
第 2 5 回 日 本 薬 学 会 東 北 支 部 大 会 , 弘 前 , 1 9 8 6 年 1 0 月 1 9 日 .
N C S - c h r 誘 導 体 の 安 定 性 と 生 物 活 性 .
村 井 ユ リ 子 , 江 戸 清 人 , 斎 藤 邦 人 , 小 出 芳 夫 , 石 田 名 香 雄 , 水 柿 道 直 .
第 4 5 回 日 本 癌 学 会 総 会 , キ L 幌 , 1 9 8 6 年 1 0 月 2 1 日 ~ 2 3 日 .
プ ソ イ ド ウ リ ジ ン お よ び 1 ー メ チ ル ア デ ノ シ ン に 対 す る 単 ク ロ ー ン 性 抗 体 の 作 製 .
伊 藤 邦 彦 , 馬 島 敏 郎 , 石 田 名 香 雄 , 水 柿 道 直 .
第 4 5 回 日 本 癌 学 会 総 会 , 札 幌 , 1 9 8 6 年 1 0 月 2 1 日 ~ 2 3 日 .
癌 患 者 尿 中 の 異 常 核 酸 塩 基 の 簡 易 定 量 法 の 開 発 1 . シ ュ ー ド ウ リ ジ ン お よ び 1 ー メ チ ル
ア デ ノ シ ン に 対 す る モ ノ ク ロ ー ナ ル 抗 体 の 作 製 .
伊 藤 邦 彦 , 江 戸 清 人 , 馬 島 敏 郎 , 石 田 名 香 雄 , 水 柿 道 直 '
第 7  回 東 北 制 癌 剤 研 究 会 , 仙 台 , 1 9 8 6 年 1 1 月 2 9 日 .
C o m P 日 τ i s o n o f p e r 0 虹 S o m a 1 紅 l d n l j t o c h o n d r i a l d e 即 ' a d a 廿 o n p a 壮 I w a y s o f p o l y U 1 1 S a t 1 1 r a t e d
f a t 切 7  a c i d s
入 心 2 U g a k i ,  M . , 壬 玉 r o s e ,  A . , A i h a r a ,  K .  a 1 1 d  T o m i o k a ,  Y .
T h e F o u r 吐 1 1 n t e m a 廿 o n a l c o n g r e s s o f h l b o m E T r 0 玲 o f M e t a b o l i s m s a t e 1 Ⅱ t e s y m p o s i u m ,
H a k o n e , J a p a 1 1 ,  M a y 2 4 2 5  ( 1 9 8 7 )
T h e a b n o r m a l i 匂 7 0 f p e r 0 二 d s o m a 1 2 , 4 d i e n o y 1 イ ) O A r e d u c t a s e a 1 1 d p e r o 】 d s o m a l m e m b r a 1 1 e
P o l y p e p u d e s i n z e Ⅱ W e g e r s y n d r 0 血 e
A i k a w a , J . ,  N a r i s a w a ,  K . ,  T a d a ,  K , 入 監 Z u g a k i ,  M .  a 1 1 d H a s M m o t o ,  T
T h e F o u r 仕 1 1 n t e m a 廿 o n a l c o n g r e s s o f l n b o r n E r r o r s o f M e t a b o l i s m , s e n d a i , J a p a 1 1 , M a y
2 6 - 3 0  ( 1 9 8 7 )
Neocar力110staun : bh1●11gsiteofneocarZ註10Sね廿nイ1如mophoreonapo-neocarzi110sta廿n
Edo, K, saito, K., Murai, Y., Mizugaki, M., Koide, Y. a11d lsl】ida, N.
Juc pharlna sci'87, Honolulu, US.A., December 2-フ(1987).
Comparison ofintrace11Ular and extrace11Ular lipases produced by 冗hyzopus
Jap0πicus NR 400.
Suzuki, M. and Mizugaki, M.
Juc phar血a sci'87, Honolulu, US.A., December 2-フ(1987)
EX仇・a-weakdlemiluminescenceofdrugs.>江. Evaluation ofstabiliwofbeta-1actanl
antibiotics
Kurosaki, Y., sato, H., Edo, K.,1to, T. and Mizugaki, M.
Juc pharma sci'87, Honolulu, US.A., Dece血ber 2-フ(1987)
漢方製剤の品質管理に関する基礎研究.
一柴胡含有漢方製剤の遊離アミノ酸組成一.
早坂正孝,草野源次郎,水柿道直.
第103回宮城県病院薬剤師会研究会,仙台,1987年3月14日.
抗てんかん薬の血中濃度の測定.
林哲郎,折居修子,伊勢淳,江戸清人,水柿道直、
第103回宮城県病院薬剤師会研究会,仙台,1987年3月14日.
薬物の極微弱化学発光に関する研究(第9報).
塩酸イミプラミンの発光メカニズム.
佐藤秀昭,江戸清人,黒崎雄一郎,小川瑞重,水柿道直.
日本薬学会第107年会,京都,1987年4月2日~ 4日.
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薬物の極微弱化学発光に関する研究(第10報).
生薬抽出成分の消光作用について.
黒崎雄一郎,佐藤秀昭,平山伊久江,江戸清人,水柿道直.
日本薬学会第107年会,京都,1987年4月2日~ 4日.
胆汁酸代謝異常症の診断を目的とした 3α,7α,12α一thhydroX秒5β一cholestan-260ic
acid (THCA)の 2H標識体の合成.
木村勝彦,伊勢淳,水柿道直.
日本薬学会第107年会,京都,1987年4月2日~ 4日.
アコニチン系アルカロイドの GC/MS による分析.
水柿道直,大山良治,木村勝彦,石橋正兀,鈴木康男.
日本法中毒学会第 6 回講演会,仙台,1987年5月30日~31日.
副作用の作用機序別,臓器別分類の検討.
小川瑞重,佐藤秀昭,水柿道直.
第24回医薬品相互作用研究会シンポジウム,盛岡,1987年5月31日.
5 0
Ⅱ C 標 識 イ ミ プ ラ ミ ン の 合 成 と そ の 脳 内 分 布 に つ い て .
中 村 仁 , 伊 勢 淳 , 高 橋 邦 文 , 伊 藤 邦 彦 , 江 戸 清 人 , 水 柿 道 直 .
第 2 4 回 医 薬 品 相 互 作 用 研 究 会 シ ン ポ ジ ウ ム , 盛 岡 , 1 9 8 7 年 5 月 3 1 日 .
正 常 及 び 癌 組 織 に お け る 1 ー メ チ ル ア デ ノ シ ン の 局 在 ー モ ノ ク ロ ー ナ ル 抗 体 に よ る 免 疫
組 織 学 的 検 索 .
益 子 高 , 橋 本 嘉 幸 , 伊 藤 邦 彦 , 水 柿 道 直 , 朝 元 誠 人 , 石 田 名 香 雄 .
第 4 6 回 日 本 癌 学 会 総 会 , 東 京 , 1 9 8 7 年 9 月 7 日 ~  9 日 .
モ ノ ク ロ ー ナ ル 抗 体 を 用 い た 癌 患 者 尿 中 の 異 常 核 酸 塩 基 の 定 量 .
伊 藤 邦 彦 , 水 柿 道 直 .
第  8  回 東 北 制 癌 剤 研 究 会 , 仙 台 , 1 9 8 7 年 9 月 2 6 日 .
ペ ル オ キ シ ゾ ー ム に お け る 不 飽 手 明 旨 肪 酸 の 代 謝 .
水 柿 道 直 , 木 村 千 春 , 広 瀬 明 彦 , 相 原 和 行 .
第 6 0 回 日 本 生 化 学 会 大 会 , 金 沢 , 1 9 8 7 年 1 0 月 1 2 日 ~ 1 5 日 .
当 院 製 剤 室 の 業 務 量 に 関 す る 調 査 .
平 山 朝 夫 , 中 村 浩 規 , 水 柿 道 直 .
第 2 6 回 日 本 薬 学 会 東 北 支 部 大 会 , 仙 台 , 1 9 釘 年 1 0 月 1 8 日 .
当 院 の 当 直 業 務 に お け る 入 院 処 方 せ ん 調 査 .
伊 庭 茂 , 工 藤 義 樹 , 水 柿 道 直 .
第 2 6 回 日 本 薬 学 会 東 北 支 部 大 会 , 仙 台 , 1 9 8 7 年 1 0 月 1 8 日 .
当 院 に お け る 循 環 器 官 用 薬 の 使 用 動 向 に つ い て .
阿 部 昭 , 土 屋 和 江 , 谷 口 悦 子 , 高 橋 邦 文 , 水 柿 道 直 .
第 2 6 回 日 本 薬 学 会 東 北 支 部 大 会 , 仙 台 , 1 9 8 7 年 1 0 月 1 8 日 .
抗 1 1 1 P  ( T a 1 血 一 H o r S 仏 1 1 G l y c o p r o t e i n ) 抗 体 の 作 製 と  E L 鵄 A  に よ る 人 尿 中 1 圧 I P  の 定 量 .
吉 城 崇 子 , 桑 原 正 明 , 田 口 勝 行 , 水 柿 道 直 .
第 2 6 回 日 本 薬 学 会 東 北 支 部 大 会 , 仙 台 , 1 9 8 7 年 1 0 月 1 8 日 .
東 北 大 学 病 院 の 外 来 患 者 に お け る 長 期 投 与 の 実 態 調 査 ( 第 2 報 ) .
早 坂 正 孝 , 池 田 久 夫 , 板 橋 芳 夫 , 伊 藤 鍛 , 大 久 保 七 枝 , 折 居 修 子 , 川 合 英 樹 , 橘 川
敦 子 , 林 哲 郎 , 平 山 伊 久 江 , 岩 崎 和 夫 , 江 戸 力 雄 , 水 柿 道 直
第 2 6 回 日 本 薬 学 会 東 北 支 部 大 会 , 仙 台 , 1 9 8 7 年 1 0 月 1 8 日 .
同 効 薬 の 比 較 評 価 の た め の 臨 床 適 用 情 報 の 利 用 .
小 川 瑞 重 , 佐 藤 秀 昭 , 水 柿 道 直 .
第 2 5 回 医 薬 品 相 互 作 用 研 究 会 , 仙 台 , 1 9 8 7 年 1 1 月 1 日 .
医 薬 品 の 酸 化 と 極 微 弱 発 光 .
佐 藤 秀 昭 , 黒 崎 雄 一 郎 , 江 戸 清 人 , 水 柿 道 直 .
第  1  回 「 B i o p h o t o n  1 9 8 7 」 シ ン ポ ジ ウ ム , 仙 台 , 1 9 8 7 年 1 2 月 2 1 日 ~ 2 2 日 .
Application of monoclonal antibodies to detect elevated levels of urinary l-
methyladenosine a11d pseudouridinein C飢Cerpatients.
Mizugaki, M.,1toh K., OTii, S.,1SMda, N.
14thlntema廿onalcon音ressofBioche血S如,pi'ague,czechoslovaMa,Julylo-15(1988).
P11ri6Ca廿onofthemU1廿enZ沖lecomplexoffat切addolddauon丑'ompseudohlonaS五γ昭i
andreconst北U廿on offat匂lacid o,ddationsystem
Imalnura,1., ueda, S.,入ⅡZugaki, M.飢d KawaguC11i, A.
29thlnte血a廿onalconferenceontheBioche加Stryofupids,TOIWO,Japa11, september
19-22 (1988).
異常核酸塩基の癌診断への応用.
水柿道直.
東北大学特定領域横断研究組織(TURNS)018
「新規生理活性物質の探索」(代表:水柿道直)昭和62年度班会議,仙台,
1988年2月4日.
薬物の極微弱化学発光に関する研究(第 12報).
ペニシリン系抗生物質の極微弱化学発光.
佐藤秀昭,黒崎雄一郎,佐々木孝雄,水柿道直.
日本薬学会第108年会,広島,1988年4月4日~ 6日.
薬物の極微弱化学発光に関する研究(第13報).
メイラード反応より生ずる極微弱化学発光.
黒崎雄一郎,佐藤秀昭,小川瑞重,水柿道直.
日本薬学会第108年会,広島,1988年4月4日~ 6日.
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モノクローナル抗体を用いたアコニチンの酵素免疫測定法の開発.
大山良治,伊藤邦彦,木村勝彦,石橋正兀,ヒキノヒロシ,鈴木康男,水柿道直.
日本薬学会第108年会,広島,1988年4月4日~ 6日.
抗異常核酸塩基モノクローナル抗体の癌診断への応用.
伊藤邦彦,石田名香雄,水柿道直.
日本薬学会東北支部第120回例会,仙台,1988年5月21日.
モノクローナル抗体を用いた癌患者尿中の異常核酸塩基検出の意義.
伊藤邦彦,今野多助,佐々木毅,石田名香雄,水柿道直.
第47回日本癌学会総会,東京,1988年9月20日~22日.
尿中異常核酸塩基の白血病患者モニタリングへの応用.
伊藤邦彦,折居修子,水柿道直
第9 回東北制癌剤研究会,仙台,1988年9月10日.
5 2
, s e u d 0 机 0 π 郎 f r a g i の 脂 肪 酸 酸 化 酵 素 複 合 体 の 精 製 と 脂 肪 酸 酸 化 系 の 再 構 成 .
今 村 茂 之 , 植 田 成 , 水 柿 道 直 , 川 口 昭 彦 .
第 6 1 回 日 本 生 化 学 会 , 東 京 , 1 9 8 8 年 1 0 月 3 日 ~  5 日 .
ネ オ カ ル チ ノ ス タ チ ン ー ア ポ プ ロ テ イ ン の 二 次 構 造 .
斎 藤 邦 人 , 江 戸 清 人 , 村 井 ユ リ 子 , 佐 藤 幸 夫 , 水 柿 道 直 .
第 2 7 回 日 本 薬 学 会 東 北 支 部 大 会 , 郡 山 , 1 9 8 8 年 1 0 月 2 3 日 .
G C / M S  に よ る ア コ ニ チ ン 系 ア ル カ ロ イ ド の 分 析 '
大 山 良 治 , 木 村 勝 彦 , 石 橋 正 兀 , 鈴 木 康 男 , 水 柿 道 直 .
第 2 7 回 日 本 薬 学 会 東 北 支 部 大 会 , 郡 山 , 1 9 8 8 年 1 0 月 2 3 日 、
マ ウ ス に お け る ポ ジ ト ロ ン 標 識 向 精 神 薬 の 体 内 動 態 .
山 下 正 道 , 下 村 広 一 , 富 岡 佳 久 , 伊 藤 邦 彦 , 菱 沼 隆 則 , 高 橋 邦 文 , 江 戸 清 人 , 麻 生
水 柿 道 直 .
第 2 7 回 日 本 薬 学 会 東 北 支 部 大 会 , 郡 山 , 1 9 8 8 年 1 0 月 2 3 日 .
老 化 に 伴 う ラ ッ ト 肝 薬 物 代 謝 酵 素 誘 導 能 の 変 動 の 解 析 .
菱 沼 隆 則 , 緒 方 哲 才 , 水 柿 道 直 .
第 2 7 回 日 本 薬 学 会 東 北 支 部 大 会 , 郡 山 , 1 9 8 8 年 1 0 月 2 3 日 .
薬 効 別 ・ 剤 形 別 服 薬 指 導 文 書 作 成 の た め の 共 通 事 項 と 個 別 事 項 の 検 討 .
小 川 瑞 重 , 佐 藤 秀 昭 , 水 柿 道 直 .
第 2 7 回 日 本 薬 学 会 東 北 支 部 大 会 , 郡 山 , 1 9 8 8 年 1 0 月 2 3 日
モ ノ ク ロ ー ナ ル 抗 体 に よ る ヒ ト 尿 中  T H P 測 定 系 の 開 発 と そ の 応 用 .
吉 城 崇 子 , 富 岡 佳 久 , 伊 藤 邦 彦 , 水 柿 道 直 .
第 2 7 回 日 本 薬 学 会 東 北 支 部 大 会 , 郡 山 , 1 9 8 8 年 1 0 月 2 3 日 .
医 薬 品 投 与 に 伴 う 薬 物 代 謝 酵 素 の 変 動 .
菱 沼 隆 則 , 水 柿 道 直 .
第 2 7 回 医 薬 品 相 互 作 用 研 究 会 シ ン ポ ジ ウ ム , 仙 台 , 1 9 8 8 年 1 1 月 1 3 日 .
ラ ツ ト 肝  2 , 4 d i e n o y l - C O A r e d u c t a s e  遣 伝 子 の ク ロ ー ニ ン グ .
広 瀬 明 彦 , 上 条 桂 樹 , 大 隅 隆 , 橋 本 隆 , 水 柿 道 直 .
第 1 1 回 日 本 分 子 生 物 学 会 年 会 , 東 京 , 1 9 8 8 年 1 2 月 2 0 日 ~ 2 3 日 .
M a i 1 1 a r d 反 応 と 極 微 弱 発 光 .
水 柿 道 直 , 黒 崎 雄 一 郎 , 佐 藤 秀 昭 .
第  2  回 「 B i o p h o t o n  1 9 8 8 」 シ ン ポ ジ ウ ム , 仙 台 , 1 9 8 8 年 1 2 月 2 日 ~  3 日 .
久 ,
P h a r m a c y  i n  J a p a n  - - T h e  p r e s e n t  a n d  t h e  丑 l t u r e  i n  m e d i c a l i n s t i t u t i o n s
M i z u g a k i ,  M . ( G u e s t  s y m p o s i s t )
P a n  p a c i ( i c  v  c o n f e r e n c e ,  s e o u l ,  K o r e a ,  M a y  7 - 1 1 ( 1 9 8 9 )
Evaluation of neocarzinostatin injection by the 血easurement of extra-weak
Chem丑UmiDescence
Koide, Y., saito, K., Edo, K. and MizU目aM, M
Pan pacific v conference, seoul, Korea, May 7-11(1989)
バイオ医薬品の現状と展望.
水柿道直.
第3 回産学交流セミナー,山形,1989年3月16日.
抗腫癌性抗生物質ネオカルチノスタチンクロモフォアのメタノール付加反応、
水柿道直,中村浩規,佐藤秀昭,江戸清人,小出芳夫,石田名香雄.
日本薬学会第109年会,名古屋,1989年4月4日~ 6日.
GC/SIM による 2,3ージノルー6ーケトプロスタグランジンF加分析のためのプロピル
アミドメチルオキシム DMIPS Iーテル誘導体.
石橋正兀,渡辺恵子,大山良治,水柿道直.
日本薬学会第109年会,名古屋,1989年4月4日~ 6日.
クロフィプレートによるラット肝 3,2-enoyl-COAisomerase の誘導.
富岡佳久,広瀬明彦,菱沼隆則,横田貞記,水柿道直.
日本薬学会第109年会,名古屋,1989年4月4日~ 6日.
薬物の極微弱化学発光に関する研究(第14報).
Mai11ard反応下で観察される極微弱化学発光の消光作用
黒崎雄一郎,佐藤秀昭,水柿道直.
日本薬学会第109年会,名古屋,1989年4月4日~ 6日.
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ヒト肝における薬物代謝酵素活性変動の検討.
菱沼隆則,富岡佳久,水柿道直.
日本薬学会第109年会,名古屋,1989年4月4日~ 6日.
ネオカルチノスタチンクロモフォアの構造決定に関する研究.
水柿道直、
第19回東北大学医学部細菌学教室同窓会シンポジウムー抗癌性抗生物質の研究の歴
史と展望一,仙台,1989年4月22日.
動物およびヒトチトクローム P-450 (cyt.P-450)の変動とその基礎的解析.
菱沼隆則,富岡佳久,広瀬明彦,水柿道直.
第 1回斉飛会研究懇話会,蔵王,1989年5月26日、
低毒性医薬品の開発を目指した光学異性体の合成.
木村勝彦,水柿道直.
第28回医薬品相互作用研究会,郡山,1989年5月28日.
5 4
エ イ コ サ ペ ン タ エ ン 酸 誘 導 体 の 構 造 と 生 物 活 性 相 関 ( 栄 養 学 的 意 義 の 再 検 討 ) .
水 柿 道 直 .
重 点 領 域 研 究 「 食 品 生 体 調 節 機 能 の 解 析 」 研 究 班 公 開 シ ン ポ ジ ウ ム , 京 都 ,
1 9 8 9 年 8 月 2 8 日 .
健 常 人 尿 中 の 修 飾 核 酸 塩 基 の 定 量 '
会 田 須 美 子 , 伊 藤 邦 彦 , 折 居 修 子 ,
第 1 0 回 東 北 制 癌 剤 研 究 会 , 仙 台 ,
癌 お よ び 各 種 疾 患 、 に お け る 尿 中  1 ー メ チ ル ア デ ノ シ ン 及 び シ ュ ー ド ゥ リ ジ ン レ ベ ル の 検 討 .
本 田 一 陽 , 石 森 章 , 伊 藤 邦 彦 , 水 柿 道 直 .
第 3 6 回 臨 床 病 理 学 会 総 会 , 京 都 , 1 9 8 9 年 1 0 月 5 日 ~  7 日 .
高 度 不 飽 和 脂 肪 酸 投 与 ラ ッ ト 肝 の 不 飽 和 脂 肪 酸 代 謝 酵 素 の 変 動 に つ い て .
広 瀬 明 彦 , 富 岡 佳 久 , 藤 本 健 四 郎 , 水 柿 道 直 .
第 2 8 回 日 本 薬 学 会 東 北 支 部 大 会 , 仙 台 , 1 9 8 9 年 1 0 月 1 5 日 .
Ⅱ C ー メ タ ン フ ェ タ ミ ン の 体 内 動 態 の 解 析 ( Ⅱ ) .
菱 沼 隆 則 , 下 村 広 一 , 山 下 正 道 , 麻 生 久 , 水 柿 道 直 .
第 2 8 回 日 本 薬 学 会 東 北 支 部 大 会 , 仙 台 , 1 9 8 9 年 1 0 月 1 5 日 .
佐 々 木 司 郎 , 水 柿 道 直 .
1 9 8 9 年 9 月 2 日 .
ヒ ト 肝 チ ト ク ロ ー ム  P - 4 5 0  ア イ ソ ザ イ ム ( P - 4 5 0 c d h ) 活 性 の 基 礎 的 検 討
菱 沼 隆 則 , 緒 方 哲 才 , 佐 藤 勝 則 , 富 岡 佳 久 , 水 柿 道 直 .
第 2 8 回 日 本 薬 学 会 東 北 支 部 大 会 , 仙 台 , 1 9 8 9 年 1 0 月 1 5 日 .
調 剤 業 務 の 電 算 機 化 ( 第  1 報 ) . 入 院 調 剤 に つ い て .
田 中 敏 , 早 坂 正 孝 , 折 居 修 子 , 新 関 昌 宏 , 遠 藤 由 佳 , 茂 田 恵 子 , 斎 藤 邦 人 , 池 田 久 夫 ,
阿 部 昭 , 水 柿 道 直 .
第 2 8 回 日 本 薬 学 会 東 北 支 部 大 会 , 仙 台 , 1 9 8 9 年 1 0 月 1 5 日 .
B o n 即 d i 能 . p i n . 系 薬 物 多 剤 併 用 の 動 向 調 査 .
林 哲 郎 , 伊 藤 鍛 , 中 村 仁 , 和 泉 宇 一 郎 , 菅 野 泰 弘 , 川 合 英 樹 , 斎 藤 邦 人 , 池 田
久 夫 , 水 柿 道 直 .
第 2 8 回 日 本 薬 学 会 東 北 支 部 大 会 , 仙 台 , 1 9 8 9 年 1 0 月 1 5 日
臨 床 的 に 使 用 さ れ て い る 微 量 元 素 製 剤 .
米 澤 健 三 , 板 橋 芳 夫 , 吉 城 崇 子 , 松 本 勇 太 郎 , 水 柿 道 直 .
第 2 8 回 日 本 薬 学 会 東 北 支 部 大 会 , 仙 台 , 1 9 8 9 年 1 0 月 1 5 日 .
微 量 元 素 製 剤 の 使 用 状 況
板 橋 芳 夫 , 米 澤 健 三 , 吉 城 崇 子 , 水 柿 道 直 .
第 2 8 回 日 本 薬 学 会 東 北 支 部 大 会 , 仙 台 , 1 9 8 9 年 1 0 月 1 5 日
癌 細 胞 中 の 抗 修 飾 核 酸 塩 基 モ ノ ク ロ ー ナ ル 抗 体 が 認 識 す る 抗 原 分 子 の 同 定 .
伊 藤 邦 彦 , 村 井 ユ リ 子 , 石 田 名 香 雄 , 水 柿 道 直 .
第 4 8 回 日 本 癌 学 会 総 会 , 名 古 屋 , 1 9 8 9 年 1 0 月 2 3 日 ~ 2 5 日 .
フェノバルビタール結合性たんは゜くの精製と局在性の検討.
下村広一,菱沼隆則,水柿道直.
第62回日本生化学会,京都,1989年11月3日~ 6日.
微量定量を目的とした EPA 由来△Ⅱ一6-keto-PGFhの調製法の検討
西川正純,菱沼隆則,大山良治,石橋正兀,水柿道直.
第62回日本生化学会,京都,1989年11月3日~ 6日.
漢方薬と西洋薬の相互作用に関する調査研究(第1報).
早坂正孝,折居修子,新関昌宏,斎藤邦人,池田久夫,水柿道直.
第29回医薬品相互作用研究会シンポジウム,仙台,1989年11月12日.
大黄の極微弱化学発光抑制成分.
佐藤秀昭,黒崎雄一郎,平山秀樹,水柿道直.
第 3 回「Biophoton 1989」シンポジウム,仙台,1989年12月5日~ 6日.
Novelderivatization and immunoaffin北y purification to improve microanalysis of
11-dehydrothromboxaDe B2in human urine by gas chromatography/selected ion
monltorlng.
Ishibashi, M., ohya五la, Y., Hayashi, Y. and MizugaM, M
Second lnternational symposium on Applied Mass spectrometry in the Health
Sciences, Barcelona, spain, Apri117-20,(1990)
Diagnostic use ofanti-modi丘ed nucleoside monoclonal a11tibodies
MizugaM, M.,1toh, K.紅ld lshida, N
From clone TO CHnic, knsterdam, The Netherlands, March 19-22 (1990)
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Preparation ofo-181abeled △一17-6keto-prostaglandin FI。 and its application to
analysis ofplasma levels by GC/SIM
NisMkawa, M.,壬lisMnU訂la, T., ohyalna, Y.,1SMbasl)i, M.師d 入lizugaki, M.
7th lnternationalconference on prostagla11dins a11d Related compounds, Florence,
Italy, May28゛une l(1990).
Dimethylisopropylsilylether derivative in gas chromatography/mass spectrometTy
Of2,3-dinor-6-keto-prostaglandin F1小
Ohya五la, Y.,1S11ibasM, M., Hishinuma, T., NisMkawa, M., AbeA. and Mizugaki, M.
7th lnte血ationalconference on prostaglandins a11d Related compounds, Florence,
Italy, May 28゛une l(1990).
SynthesiS 紅ld biodistribution of11C-1abeled methamphetamine.
Mizugaki, M., Hishinuma, T, Numachi, Y. and sato, M
The sateⅡite symposium ofthe 17th c.1.N.P., sendaisymposium
to schizophrenic symptoms, sendai, Japan, septelnber 7 (199の
Vulnerability
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Q u a l i w e v a l u a u o n o f 1 く a l n p o  e X 住 ' a c t e d h e r b a l d r u g s b y e x h ' a - w e a k c h e 1 1 ) i 1 山 1 1 i n e s c e n c e
M i z u g a k i ,  M . ,  s a t o ,  H . 田 l d H i s M n u m a , T
F i 玲 t p a 1 1 P a d 6 C - A s i a 1 1 C o n g r e s s  o n  c l i 1 1 i c a l p h a r l n a c y ,  p e n a 1 1 g ,  M a l a y s i a ,  N o v e m b e r
2 3 - 2 6  ( 1 9 9 0 )
東 北 大 病 院 に お け る 処 方 情 報 シ ス テ ム の 概 要
片 山 潤 , 伊 勢 淳 , 早 坂 正 孝 , 阿 部 昭 , 水 柿 道 直
第 1 1 3 回 宮 城 県 病 院 薬 剤 師 会 研 究 会 , 仙 台 , 1 9 9 0 年 3 月 2 4 日 .
微 量 元 素 製 剤 の 使 用 状 況 .
板 橋 芳 夫 , 米 澤 健 三 , 吉 城 崇 子 , 水 柿 道 直 .
第 U 3 回 宮 城 県 病 院 薬 剤 師 会 研 究 会 , 仙 台 , 1 9 9 0 年 3 月 2 4 日 .
臨 床 的 に 使 用 さ れ て い る 微 量 元 素 製 剤 .
米 澤 健 三 , 板 橋 芳 夫 , 吉 城 崇 子 , 松 本 勇 太 郎 , 水 柿 道 直 .
第 1 1 3 回 宮 城 県 病 院 薬 剤 師 会 研 究 会 , 仙 台 , 1 9 9 0 年 3 月 2 4 日 .
市 販 デ ー タ ベ ー ス を 利 用 し た 薬 品 マ ス タ ー の 作 成 法 .
伊 勢 淳 , 日 野 徹 , 水 柿 道 直 .
第 3  回 ク リ ニ カ ル フ ァ ー マ シ ー シ ン ポ ジ ウ ム , 京 都 , 1 9 9 0 年 4 月 6 日 ~  7 日
処 方 入 力 を 簡 便 に す る た め の 薬 品 検 索 シ ス テ ム の 構 築 .
伊 勢 淳 , 早 坂 正 孝 , 阿 部 昭 , 水 柿 道 直 .
第 3  回 ク リ ニ カ ル フ フ ー マ シ ー シ ン ポ ジ ウ ム , 京 都 , 1 9 9 0 年 4 月 6 日 ~  7 日
ヒ ト 肝  C y t .  P - 4 5 0 ( P - 4 5 0 c d h ) 性 状 の 免 疫 化 学 的 検 討 .
菱 沼 隆 則 , 富 岡 佳 久 , 水 柿 道 直 .
第 4 9 回 日 本 癌 学 会 総 会 , 札 幌 , 1 9 9 0 年 7 月 3 日 ~  5 日 .
各 種 化 学 療 法 剤 の 抗 腫 癌 効 果 と 一 次 り ン パ 節 の 細 胞 分 画 変 化 .
石 井 二 三 夫 , 麻 生 久 , 石 田 名 香 雄 , 水 柿 道 直
第 4 9 回 日 本 癌 学 会 総 会 , 札 幌 , 1 9 9 0 年 7 月 3 日 ~  5 日 .
ヒ ト 単 球 性 白 血 病 細 胞 ( T H P - 1 ) の 培 養 上 清 中 に 見 い 出 さ れ る 腫 癌 壊 死 因 子 ( 圧 N F )
の 細 胞 へ の 吸 着 を 阻 害 す る 物 質 の 解 析 .
麻 生 久 , 石 井 二 三 夫 , 伊 藤 邦 彦 , 富 岡 佳 久 , 石 田 名 香 雄 , 水 柿 道 直 .
第 4 9 回 日 本 癌 学 会 総 会 , 札 幌 , 1 9 9 0 年 7 月 3 日 ~  5 日 .
脂 質 と 健 康 .
水 柿 道 直
第 3 4 回 岩 手 県 立 病 院 薬 学 会 ( 特 別 講 演 ) , 盛 岡 , 1 9 9 0 年 7 月 1 5 日 .
小 児 の 薬 と 栄 養 剤 の 副 作 用 .
水 柿 道 直 .
東 北 大 学 公 開 講 座 「 薬 の 上 手 な 利 用 法 」 特 別 講 演 , 仙 台 , 1 9 9 0 年 7 月 2 6 日 .
フェノバルビタール結合性たんは゜くの精製と局在性の検討.
菱沼隆則,下村広一,水柿道直.
第3 回斉飛会研究懇話会,栗駒,1990年7月27日~28日.
ヒト尿中 11ーデヒドロトロンポキサンB.の検出.
石橋正兀,大山良治,水柿道直,播磨紀明.
日本薬学会第110年会,札幌,1990年8月21日~23日.
薬物の極微弱化学発光に関する研究(第15報).
MaiⅡard反応由来の CLの発光メカニズム.
黒崎雄一郎,佐藤秀昭,石沢文章,水柿道直.
日本薬学会第110年会,札幌,1990年8月21日~23日.
薬物の極微弱化学発光に関する研究(第16報)
セファロチンナトリウムの品質評価.
佐藤秀昭,黒崎雄一郎,水柿道直.
日本薬学会第110年会,札幌,1990年8月21日~23日
ラット肝△'△'ーエノイルCOA イソメラーゼのクローニング、
富岡佳久,広瀬明彦,佐藤修,盛谷浩史,菱沼隆則,橋本隆,水柿道直.
第63回日本生化学会大会,大阪,1990年9月12日.
3型プロスタノイドの微量定量を目的としたモノクローナル抗体の作製.
菱沼隆則,下村広一,西川正純,水柿道直.
第29回日本薬学会東北支部大会,仙台,1990年10月14日.
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蛍光分析によるアポーネオカルチノスタチンとネオカルチノスタチンークロモフォア
の相互作用
斎藤邦人,江戸清人,水柿道直
第29回日本薬学会東北支部大会,仙台,1990年10月14日.
調剤業務の電算機化(第2報).
処方オーダリングシステムの導入前後の業務内容の比較について.
田中敏,早坂正孝,片山潤,猪岡京子,斎藤邦人,池田久夫,水柿道直.
第29回日本薬学会東北支部大会,仙台,1990年10月14日.
オンラインによる医薬品情報検索システム.
伊勢淳,阿部昭,折居修子,日野徹,水柿道直.
第29回日本薬学会東北支部大会,仙台,1990年10月14日.
医薬品副作用データベース ADEGRAM による副作用プロフィールの解析.
村井ユリ子,佐藤秀昭,水柿道直.
第29回日本薬学会東北支部大会,仙台,1990年10月14日.
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薬 物 の 極 微 弱 化 学 発 光 に 関 す る 研 究 ( 第 1 7 報 ) .
大 黄 成 分 E m o d i n の 極 微 弱 化 学 発 光 抑 制 作 用
石 沢 文 章 , 佐 藤 秀 昭 , 菱 沼 隆 則 , 水 柿 道 直 .
第 2 9 回 日 本 薬 学 会 東 北 支 部 大 会 , 仙 台 , 1 9 9 0 年 1 0 月 1 4 日 .
ポ ジ ト ロ ン  C T  を 目 的 と し た Ⅱ C  標 識 コ カ イ ン の 合 成 と そ の 体 内 分 布 .
木 村 勝 彦 , 江 戸 清 人 , 菱 沼 隆 則 , 水 柿 道 直 .
第 2 9 回 日 本 薬 学 会 東 北 支 部 大 会 , 仙 台 , 1 9 9 0 年 1 0 月 1 4 日 .
D H A 投 与 ラ ッ ト 肝 不 飽 和 脂 肪 酸 代 謝 酵 素 の 変 動 に つ い て .
富 岡 佳 久 , 盛 谷 浩 史 , 藤 本 健 四 郎 , 水 柿 道 直 .
第 2 9 回 油 化 学 研 究 会 , 仙 台 , 1 9 9 0 年 1 0 月 1 6 日 .
抗 修 飾 核 酸 塩 基 モ ノ ク ロ ー ナ ル 抗 体 の 癌 診 断 及 び 予 後 の モ ニ タ リ ン グ へ の 応 用 .
水 柿 道 直 .
第 9 5 回 日 本 薬 学 会 北 海 道 支 部 例 会 特 別 講 演 , 小 槿 , 1 9 9 0 年 1 1 月 1 0 日 .
ヒ ト 肝 癌 原 性 化 合 物 活 性 化 酵 素 C y t . P - 4 5 0 変 動 の 免 疫 化 学 的 検 討 .
菱 沼 隆 則 , 水 柿 道 直 .
第 3 1 回 医 薬 品 相 互 作 用 研 究 会 シ ン ポ ジ ウ ム , 仙 台 , 1 9 9 0 年 1 1 月 1 8 日 .
漢 方 薬 と 西 洋 薬 の 相 互 作 用 に 関 す る 基 礎 研 究 ( 第 2 報 ) .
一 合 方 に つ い て ー .
片 山 潤 , 早 坂 正 孝 , 吉 城 崇 子 , 猪 岡 京 子 , 宍 戸 真 貴 子 , 斉 藤 邦 人 , 池 田 久 夫 , 水 柿
道 直 .
第 3 1 回 医 薬 品 相 互 作 用 研 究 会 シ ン ポ ジ ウ ム , 仙 台 , 1 9 9 0 年 1 1 月 玲 日 .
医 薬 品 情 報 シ ス テ ム の キ ー ワ ー ド 作 成 に つ い て .
伊 勢 淳 , 阿 部 圭 志 , 平 賀 旗 夫 , 大 槻 昌 夫 , 斉 藤 稔 , 水 柿 道 直 .
第 1 0 回 医 療 情 報 学 連 合 大 会 , 仙 台 , 1 9 9 0 年 1 1 月 2 8 日 .
M a i H a r d  反 応 と 化 学 発 光 .
黒 崎 雄 一 郎 , 佐 藤 秀 昭 , 石 沢 文 章 , 水 柿 道 直 .
第  4  回 「 B i o p h o t o n  1 9 9 0 」 シ ン ポ ジ ウ ム , 仙 台 , 1 9 9 0 年 1 2 月 3 日 ~  4 日 .
B i 0 1 0 g i c a 1 1 y  a c t i v e  c o m p o n e n t s  i n h i b i t  t h e  m a i 1 1 a r d  r e a c t i o n
K u r o s a k i ,  Y . ,  s a t o , H . , 1 t o ,  K . , 1 S M z a w a ,  F . , 1 k e d a ,  H .  a n d  M i z u g a k i ,  M
P a n  p a c i 負 C Ⅵ  C o n f e r e n c e ,  H a w a i i ,  U S . A . ,  M a y  1 9 - 2 3  ( 1 9 9 1 )
B i o d i S 訂 ' i b U 廿 o n  o f 1 1 C - m e t h a n l p h e t a m i n e  a 1 1 d  1 1 0 c o c a i n e h l t h e i r s e n s i u z a 廿 o n m o d e l s
O f n ) i c e .
八 Ⅱ Z u g a k i ,  M . , 丘 S M n u m a ,  T . ,  K i m u r a ,  K . ,  A S O ,  H . , 1 S 1 1 i i ,  F . ,  N i S 1 1 i k a w a ,  M . , 1 t o h ,  K . ,
N a k e m 1 1 r a ,  H . ,  T o m i o k a , Y . 飢 d u y a l n a ,  T .
T h e N e w Y o r k A c a d e m y o f s d e n c e s  :  T h e N e 1 1 r o b i 0 1 0 幻 , o f D r u g a 1 1 d N c o h o l A d d i C 目 o n ,
S p o k a n e ,  U S A . ,  J u l y 2 3 - 2 6  a 9 9 1 ) .
Translocation ofunsaturated fatty acids metabolizingenzymesintom北Ochondria or
Peroxisomes in rat liver.
Mizugaki, M,, Tomioka, Y., Moritani, H. and suzuM, H
First Na北O conference on protein Translocation in the ceⅡ, Gifu, Japan, october
28-31 (1991).
DiagDostic use of如ti-modi丘ed nucleoside monoclonalantibody、
Itoh, K.,1Shiwata, S.,1Shida, N.* and Mizugaki, M
Sendailnternationalsymposium on "Recent Advances in cancer Research" in
Commemoration ofGolden Anniversary ofthe FoundiDg ofthe Research lnstitute
for Tuberculosis and C田Icer, Tohoku univerS北y, sendai, Japan, November 1416
(1991)
漢方薬と西洋薬の相互作用に関する調査.
早坂正孝,中村修子,新関昌宏,池田久夫,水柿道直.
第116回宮城県病院薬剤師会研究会,仙台,1991年3月23日
漢方薬の合方に関する調査
片山潤,早坂正孝,吉城崇子,猪岡京子,宍戸真貴子,斉藤邦人,池田久夫,水柿
道直.
第116回宮城県病院薬剤師会研究会,仙台,1991年3月23日
3型プロスタノイド定量への応用を目的とした二重結合を認識するモノクローナル抗
体の作製.
菱沼隆則,下村広一,西川正純,大山良治,石橋正兀,水柿道直.
日本薬学会第111年会,東京,1991年3月28日~30日.
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3型プロスタノイド分離条件の検討.
大山良治,西川正純,菱沼隆則,石橋正兀,水柿道直.
日本薬学会第111年会,東京,1991年3月28日~30日'
牛由来血管内皮細胞株のプロスタグランジン1。産生に及ほすヒト血清の影響について.
西川正純,菱沼隆則,鵜山泰詳,大山良治,水柿道直.
日本薬学会第111年会,東京,1991年3月28日~30日.
薬物の極微弱化学発光に関する研究(第18報)
アントラキノン誘導体の脂質過酸化抑制作用、
石沢文章,佐藤秀昭,菱沼隆則,水柿道直.
日本薬学会第111年会,東京,1991年3 阿28日~30日.
ネオカルチノスタチン(タンパクークロモフォア複合体)における分子認識
二次元NMR法によるクロモフォア結合部位の解析.
田中俊之,平問正博,上野昌子,江戸清人,水柿道直,小松秀雄.
日本化学会第6 回春季年会,横浜,1991年3月29日~ 4月1日.
(2).
6 0
モ ノ ク ロ ー ナ ル 抗 体 に よ る 癌 患 者 尿 中 5 ー メ チ ル ー 2 ' ー デ オ キ シ シ チ ジ ン の 検 出 と そ の 癌
診 断 へ の 応 用
伊 藤 邦 彦 , 会 田 須 美 子 , 黒 川 忠 , 水 柿 道 直 .
平 成 2 年 度 東 北 乳 酸 菌 研 究 会 研 究 報 告 会  1 9 9 1 年 6 月 1 3 日 .
当 院 皮 膚 科 外 来 に お け る 外 用 剤 処 方 状 況 .
新 関 昌 宏 , 和 泉 宇 一 郎 , 斎 藤 邦 人 , 平 山 朝 夫 , 池 田 久 夫 , 水 柿 道 直 .
第 3 2 回 医 薬 品 相 互 作 用 研 究 会 シ ン ポ ジ ウ ム , 秋 田 , 1 9 9 1 年 6 月 9
日 、
宮 城 県 下 に お け る 漢 方 製 剤 と 西 洋 薬 の 併 用 に 関 す る 調 査
片 山 潤 , 早 坂 正 孝 , 猪 岡 京 子 , 阿 部 昭 , 古 木 秀 一 , 水 柿 道 直
第 3 2 回 医 薬 品 相 互 作 用 研 究 会 シ ン ポ ジ ウ ム , 秋 田 , 1 9 9 1 年 6 月
9 日 .
向 精 神 薬 の 体 内 動 態 と 作 用 発 現 に 関 す る 研 究 .  V .
ポ ジ ト ロ ン 標 識 メ タ ン フ ェ タ ミ ン の 動 態 と 依 存 性 と の 関 連 性 に つ い て
水 柿 道 直 , 菱 沼 隆 則 , 中 村 仁 , 麻 生 久 , 伊 藤 邦 彦 , 富 岡 佳 久 .
第  1 回 日 本 病 院 薬 学 会 , 東 京 , 1 9 9 1 年 7 月 2 0 日 ~ 2 1 日 .
モ ノ ク ロ ー ナ ル 抗 体 に よ る 癌 患 者 尿 中  5 ー メ チ ル ー 2 ' ー デ オ キ シ シ チ ジ ン の 検 出 .
伊 藤 邦 彦 , 会 田 須 美 子 , 石 渡 俊 二 , 石 田 名 香 雄 , 水 柿 道 直 .
第 5 0 回 日 本 癌 学 会 総 会 , 東 京 , 1 9 9 1 年 9 月 1 0 日 ~ 1 2 日
抑 制 性 マ ク ロ フ フ ー ジ 前 駆 細 胞 の 出 現 と 作 用 機 序 の 解 析 ( 1 ) .
石 井 二 三 夫 , 麻 生 久 , 石 田 名 香 雄 , 水 柿 道 直 .
第 5 0 回 日 本 癌 学 会 総 会 , 東 京 , 1 9 9 1 年 9 月 1 0 日 ~ 1 2 日 '
抑 制 性 マ ク ロ フ ァ ー ジ 前 駆 細 胞 の 出 現 と 作 用 機 序 の 解 析 ( 2 )
麻 生 久 , 石 井 二 三 夫 , 石 田 名 香 雄 , 水 柿 道 直 .
第 5 0 回 日 本 癌 学 会 総 会 , 東 京 , 1 9 9 1 年 9 月 1 0 日 ~ 1 2 日 .
高 齢 者 の 薬 物 療 法 締 語 兪 ) . ー そ の 問 題 点 と 薬 剤 師 の 役 割 一 .
水 柿 道 直 .
第 2 4 回 日 本 薬 剤 師 会 学 術 大 会 分 科 会 シ ン ポ ジ ウ ム , 秋 田 , 1 9 9 1 年 1 0 月 1 2 日 ~ 1 3 日 .
医 薬 品 副 作 用 デ ー タ ベ ー ス A D E G R A M  に よ る 副 作 用 プ ロ フ ィ ー ル の 解 析 .
解 熱 鎮 痛 消 炎 剤 に お け る 発 売 時 と 再 審 査 時 の 比 較 .
村 井 ユ リ 子 , 佐 藤 秀 昭 , 水 柿 道 直 .
第 3 0 回 日 本 薬 学 会 東 北 支 部 大 会 , 仙 台 , 1 9 9 1 年 1 0 月 2 0 日 .
入 院 調 剤 薬 の 返 還 に 関 す る 調 査 .
和 泉 宇 一 郎 , 新 関 昌 宏 , 天 野 郁 子 , 宍 戸 真 貴 子 , 吉 城 崇 子 , 我 妻 恭 行 , 平 山 朝 夫 , 池
田 久 夫 , 水 柿 道 直 .
第 3 0 回 日 本 薬 学 会 東 北 支 部 大 会 , 仙 台 , 1 9 9 1 年 1 0 月 2 0 日 .
Ⅱ .
回転透析セル法による溶出試験(1).ーニフェジピン坐剤一.
我妻仁,佐藤秀昭,平山朝夫,菱沼隆則,水柿道直.
第30回日本薬学会東北支部大会,仙台,1991年10月20日.
向精神薬の体内動態と作用発現に関する研究.Ⅵ.ーポジトロン標識コカインを用いた,
マウスにおけるコカイン脳内動態の検討一
中村仁,木村勝彦,菱沼隆則,麻生久,石井二三夫,伊藤邦彦,富岡佳久,石渡
俊二,盛谷浩史,鵜山泰詳,伊藤鍛,水柿道直.
第33回医薬品相互作用研究会シンポジウム,盛岡,1991年11月17日
Presentstatus and future ofbiotechn010部一applied drugs in Japan
Mizugaki, M.(Guest symposist)
52Dd lnternationalcongress ofphar血aceuticalsciences, Federation lnternational
Pharmaceutique (F.1.P.), Lyon, Fral)ce, september 13-19 (1992)、
薬物の極微弱化学発光に関する研究(第玲報).漢方エキス製剤の品質評価.
平山秀樹,山本武司,佐藤秀昭,石沢文章,水柿道直.
日本薬学会第112年会,福岡,1992年3月29日~31日.
モノクローナル抗体を用いたグリチルレチン酸の高感度免疫測定法.
伊藤邦彦,早坂正孝,花館和衛,永田信行,水柿道直.
日本薬学会第112年会,福岡,1992年3月29日~31日.
高分解能 GC/SIM を用いたヒト尿中 2,3ージノルー6ーケトープロスタグランジンFル
の分析.
西川正純,石橋正兀,播磨紀明,水柿道直.
日本薬学会第112年会,福岡,1992年3月29日~31日.
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シロサケ成長ホルモンモノクローナル抗体の調製とその特異性の検討.
西井学,小出芳夫,菱沼隆則,水柿道直,川内浩司.
日本水産学会,東京,1992年4月2日~ 5日.
医薬品畜川乍用データベース ADEGRAM による副作用プロフィールの解析.
一解熱鎮痛消炎剤における発売時と再審査時の比較一.
村井ユリ子,佐藤秀昭,水柿道直、
第4 回クリニカルファーマシーシンポジウム,横浜,1992年6月19日~21日
モノクローナル抗体を用いた血中グリチルリチン定量法の確立.
伊藤邦彦,早坂正孝,花舘和衛,永田信幸,水柿道直.
第4 回クリニカルファーマシーシンポジウム,横浜,1992年6月19日~21日
脂肪酸代謝酵素と病態.一分子レベルでの解明をめざしてー
水柿道直.
日本薬学会東北支部第133回例会特別講演,仙台,1992年6月20日.
6 2
向 精 神 薬 の 体 内 動 態 と 作 用 発 現 に 関 す る 研 究 Ⅶ .
ー ポ ジ ト ロ ン 標 識 コ カ イ ン の マ ウ ス 脳 内 動 態 の 検 討 一 .
中 村 仁 , 木 村 勝 彦 , 菱 沼 隆 則 , 麻 生 久 , 伊 藤 邦 彦 , 富 岡 佳 久 , 石 渡 俊 二 , 盛 谷 浩 史 ,
伊 藤 鍛 , 水 柿 道 直 .
第 2  回 日 本 病 院 薬 学 会 , 東 京 , 1 9 9 2 年 7 月 1 8 日 ~ 1 9 日 .
回 転 透 析 セ ル 法 に よ る 溶 出 試 験 ( Ⅱ ) . 溶 出 率 に 及 ぼ す 高 脂 肪 食 の 影 響 .
我 妻 仁 , 佐 藤 秀 昭 , 水 柿 道 直 .
第 2  回 日 本 病 院 薬 学 会 , 東 京 , 1 9 9 2 年 7 月 1 8 日 ~ 1 9 日 .
経 時 的 に 血 中 及 び 尿 中 ア コ ニ チ ン 系 ア ル カ ロ イ ド を 測 定 し 得 た ト リ カ ブ ト 中 毒 の 1 例
倉 沢 和 成 , 大 房 裕 和 , 松 尾 廣 之 , 松 沢 賢 治 , 岸 悦 夫 , 松 林 潔 , 水 柿 道 直 , 丸 山 大 司
第 4 3 回 長 野 県 医 学 会 , 長 野 , 1 9 9 2 年 9 月 2 7 日 .
メ チ ル 化 D N A の 検 出 を 目 的 と し た モ ノ ク ロ ー ナ ル 抗 体 の 作 製
伊 藤 邦 彦 , 石 渡 俊 二 , 石 田 名 香 雄 , 水 柿 道 直 .
第 皐 回 日 本 癌 学 会 総 会 , 大 阪 , 1 9 9 2 年 9 月 2 9 日 ~ 1 0 月 1 日 .
担 癌 マ ウ ス 血 清 中  1 ー メ チ ル ア デ ノ シ ン と シ ュ ー ド ゥ リ ジ ン 量 の 変 動 .
石 渡 俊 二 , 伊 藤 邦 彦 , 石 田 名 香 雄 , 水 柿 道 直 .
第 5 1 回 日 本 癌 学 会 総 会 , 大 阪 , 1 9 9 2 年 9 月 2 9 日 ~ 1 0 月 1 日 .
ヒ ト 単 球 性 白 血 病 細 胞 ( T H P - 1 ) の 腫 癌 壊 死 因 子 ( T N F ) に 対 す る 感 受 性 の 検 討
麻 生 久 , 石 井 二 三 夫 , 富 岡 佳 久 , 石 田 名 香 雄 , 水 柿 道 直 '
第 5 1 回 日 本 癌 学 会 総 会 , 大 阪 , 1 9 9 2 年 9 月 2 9 日 ~ 1 0 月 1 日 .
M H 1 3 4 移 植 マ ウ ス で 誘 導 さ れ る 抑 制 性 M φ の 抑 制 機 構 .
石 井 二 三 夫 , 麻 生 久 , 石 渡 俊 二 , 石 田 名 香 雄 , 水 柿 道 直 .
第 5 1 回 日 本 癌 学 会 総 会 , 大 阪 , 1 9 9 2 年 9 月 2 9 日 ~ 1 0 月 1 日 .
医 薬 品 副 作 用 デ ー タ ベ ー ス A D E G R A M  に よ る 副 作 用 プ ロ フ ィ ー ル の 解 析
ー ベ ン ゾ ジ ア ゼ ピ ン 系 薬 剤 一 .
猪 岡 京 子 , 村 井 ユ リ 子 , 佐 藤 秀 昭 , 水 柿 道 直 .
第 3 1 回 日 本 薬 学 会 東 北 支 部 大 会 , 秋 田 , 1 9 9 2 年 1 0 月 1 8 日 .
エ イ コ サ ペ ン タ エ ン 酸 摂 取 健 常 人 血 中 の △ Π 一 6 - k e t o - P G F Ⅱ 量 の 検 討 .
菱 沼 隆 則 , 西 川 正 純 , 水 柿 道 直 .
第 3 1 回 日 本 薬 学 会 東 北 支 部 大 会 , 秋 田 , 1 9 9 2 年 1 0 月 1 8 日 .
薬 物 の 極 微 弱 化 学 発 光 に 関 す る 研 究 ( 第 1 9 報 )
バ ン コ マ イ シ ン の 極 微 弱 化 学 発 光 と 着 色 化
石 沢 文 章 , 佐 藤 秀 昭 , 水 柿 道 直
第 3 1 回 日 本 薬 学 会 東 北 支 部 大 会 , 秋 田 , 1 9 9 2 年 1 0 月 1 8 日 .
Ⅲ
プロスタグランジンとは何でしょう.
水柿道直.
第2回全国食文化交流プラザ事業参加公開研究集会「油と健康」特別講演,仙台,
1992年10月24日.
血液吸着法により救命し得たトリカプト中毒による心停止の一症例.
大嶋嘉明,上平敦,増谷正人,田中彰,佐藤暢,斎藤憲輝,水柿道直.
第11回日本鱗生学会総会,久留米,1992年11月20日~21日.
Quant北ative analysis ofacon北Um alkaloids in body auids.
Mizugaki, M.,1to, K., Kimura, K. and Kurasawa, K.
53rd lDternationalcongress ofphaTmaceuticalsciences, Federation lnternational
Pharmaceutique (F.1.P.), Tokyo, Japan, september 5-10 (1993).
Nteration in biodistribution of [11C] methamphetamine and [ⅡC] cocaine in mice.
Mizugaki, M. Nakamura, H. and Hishinuma, T
53rd lnternationalcongress ofpharmaceuticalsciences, Federation lnternational
Pharmaceutique (F.1.P.), Tokyo, Japan, september 5-10 a993)'
経時的に血中及び尿中アコニチン系アルカロイドを測定し得たトリカプト中毒の1例.
倉沢和成,大房裕和,松尾廣之,松沢賢治,岸悦夫,松林潔,水柿道直,丸山大司.
第7 回日本中毒学会東日本部会,群馬,1993年1月23日.
老人薬用量に関する調査研究
海野勝男,水柿道直,池田実,菅原和信,丹野慶紀,仲川義人,蛭田大八,渡邊勝宏,
寒河江喜紀.
日本薬学会第113年会,大阪,1993年3月29日~31日.
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薬物の極微弱化学発光に関する研究(第19報).
漢方エキス製剤(TJ-23)の品質評価.
佐藤秀昭,平山秀樹,山本武司,水柿道直.
日本薬学会第113年会,大阪,1993年3月29日~31日.
薬物の極微弱化学発光に関する研究(第20報).
漢方エキス製剤(TJ-20)の品質評価.
平山秀樹,山本武司,佐藤秀昭,石沢文章,水柿道直.
日本薬学会第113年会,大阪,1993年3月29日~31日.
中毒事故と薬剤師.
水柿道直.
宮城県病院薬剤師会総会
修飾核酸塩基に対するモノクローナル抗体の癌診断への試み
水柿道直.
第71回癌臨床集談会,仙台,1993年5月20日.
会長講演,仙台,1993年4月24日.
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H M G - C O A 還 元 酵 素 阻 害 剤 の 他 剤 併 用 に よ る 副 作 用 発 現 の 可 能 性 .
一 使 用 実 態 調 査 と 文 献 考 察 一 .
天 野 郁 子 , 我 妻 恭 行 , 村 井 ユ リ 子 , 佐 藤 秀 昭 , 水 柿 道 直 .
第 3 6 回 医 薬 品 相 互 作 用 研 究 会 シ ン ポ ジ ウ ム , 福 島 , 1 9 9 3 年 5 月 3 0 日 .
ア コ ニ チ ン 中 毒 に 対 す る 血 液 吸 着 法 の 有 効 性 に つ い て .
田 中 彰 , 大 嶋 嘉 明 , 佐 藤 暢 , 斎 藤 憲 輝 , 水 柿 道 直 , 中 道 修 平 .
第 1 5 回 日 本 中 毒 学 会 , 宇 都 宮 , 1 9 9 3 年 7 月 9 日 ~ 1 0 日 .
イ ブ プ ロ フ ェ ン 添 加 に よ る 血 清 ア ル プ ミ ン 結 合 グ リ チ ル レ チ ン 酸 の 遊 離 .
伊 藤 邦 彦 , 早 坂 正 孝 , 近 藤 順 子 , 永 田 信 幸 , 花 舘 和 衛 , 水 柿 道 直 .
第 3  回 日 本 病 院 薬 学 会 年 会 , 東 京 , 1 9 船 年 7 月 1 7 日 ~ 1 8 日 .
O p i o i d r e c e p t e r a g o n i s t  の 脊 骨 遭 腔 内 投 与 に よ る 鎮 痛 効 果 .
ー ラ ッ ト 尿 酸 塩 持 続 痛 モ デ ル を 用 い て ー .
我 妻 恭 行 , 奥 達 也 , 大 槻 泰 介 , 桜 田 忍 、 , 木 皿 憲 佐 , 水 柿 道 直
第 3  回 日 本 病 院 薬 学 会 年 会 , 東 京 , 1 9 9 3 年 7 月 1 7 日 ~ 1 8 日 .
M H 1 3 4 移 植 マ ウ ス 牌 細 胞 の G M - C S F 培 養 コ ロ ニ ー か ら 得 た 抑 制 性 M φ の 特 徴 .
石 井 二 三 夫 , 石 渡 俊 二 , 鈴 木 秀 明 , 麻 生 久 , 石 田 名 香 雄 , 水 柿 道 直 .
第 5 2 回 日 本 癌 学 会 総 会 , 仙 台 , 1 9 9 3 年 1 0 月 5 日 ~  7 日 .
慢 性 骨 髄 性 白 血 病 細 胞 株 ( K - 5 6 2 ) に 及 ぼ す  5 ー メ チ ル 化 シ チ ジ ン の 効 果
伊 藤 邦 彦 , 山 口 高 史 , 石 渡 俊 二 , 石 田 名 香 雄 , 水 柿 道 直 .
第 1 1 回 日 本 ヒ ト 細 胞 学 学 会 大 会 , 仙 台 , 1 9 9 3 年 8 月 2 7 日 ~ 2 8 日 .
大 腸 菌 由 来 N - e t h y l m a l e i m i d e  を 還 元 す る 酵 素 の 性 状 解 析 と り ノ ー ル 酸 に よ る 誘 導
機 構 .
三 浦 浩 一 , 星 裕 子 , 鈴 木 秀 明 , 富 岡 佳 久 , 菱 沼 隆 則 , 水 柿 道 直 .
第 6 6 回 日 本 生 化 学 会 大 会 , 東 京 , 1 9 9 3 年 1 0 月 1 日 ~  4 日 .
ク ロ フ ィ プ レ ー ト 誘 導 型 ラ ッ ト の 肝 臓 の △ ゜ , △ ' e n o y l - C O A i s o m e r a s e  に 対 す る モ ノ ク
ロ ー ナ ル 抗 体 の 作 製 と そ の 応 用
鈴 木 秀 明 , 富 岡 佳 久 , 菱 沼 隆 則 , 水 柿 道 直 .
第 5 2 回 日 本 癌 学 会 総 会 , 仙 台 , 1 9 9 3 年 1 0 月 5 日 ~  7 日 .
モ ノ ク ロ ー ナ ル 抗 体 を 用 い た 不 飽 和 脂 肪 酸 β 酸 化 △ ' , △ ' - e n o y l - C O A i s o m e r a s e  定
量 系 の 開 発 .
鈴 木 秀 明 , 富 岡 佳 久 , 石 渡 俊 二 , 山 口 高 史 , 三 浦 浩 一 , 菱 沼 隆 則 , 水 柿 道 直 .
第 3 2 回 日 本 薬 学 会 東 北 支 部 大 会 , 仙 台 , 1 9 9 3 年 1 0 月 1 7 日 .
C α π d i d α 由 来 N - e t h y 1 血 a l e i m i d e  を 還 元 す る 酵 素 の 性 状 と そ の 局 在 性 .
富 岡 佳 久 , 星 裕 子 , 萱 場 道 子 , 三 浦 浩 一 , 鈴 木 秀 明 , 菱 沼 隆 則 , 水 柿 道 直 .
第 3 2 回 日 本 薬 学 会 東 北 支 部 大 会 , 仙 台 , 1 9 9 3 年 1 0 月 1 7 日
大腸菌由来methylglyoxa1 を還元する酵素のりノール酸による誘導n、1EMreductase
との関連について.
三浦浩一,鈴木秀明,星裕子,富岡佳久,菱沼隆則,水柿道直.
第32回日本薬学会東北支部大会,仙台,1993年10月17日.
Japanese hospitalpharmacy today.
Mizugald, M
15thAsia11Congess ofpharmaceuticalsciences, FederationAsian pharmaceutical
AssociatioDS (F.A.P.A.), Bangkok, Thailand, November 15-19 (1994).
Positron e皿ission tomography study ofthe alterauonsin brain distribution of{ C]
nletha111Pheta血ine in methampheta血ine sensitized dog.
Mizugaki, M.,1王ishinuma, T., Nakamura, H.,1do, T.,1toh, M. and sato, M.
15thAsian con冨ress ofpharmaceuticalsciences, FederationAsian phaTmaceutical
Associations (F.A.P.A、), Bangkok, Thailand, November 15-19 (1994).
質量分析計を用いたトリカブト毒の超微量分析.
水柿道直.
第19回日本医用マススペクトル学会.(特別講演),福井,1994年9月22日~24日.
薬物代謝における相互作用.
富岡佳久,菱沼隆則,水柿道直.
第39回医薬品相互作用研究会シンポジウム.(シンポジスト),仙台,1994年11月6日.
薬物の極微弱化学発光に関する研究(第21報)一漢方エキス製剤(TJ-23)の安定性
と高分子成分.
佐藤秀昭,石沢文章,水柿道直,平山英樹,山本武司.
日本薬学会第114年会.東京,1994年3月27日~30日.
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薬物の極微弱化学発光に関する研究(第22報)一各種漢方エキス製剤の安定性評価.
平山英樹,山本武司,佐藤秀昭,石沢文章,水柿道直.
日本薬学会第114年会.東京,1994年3月27日~30日.
抗5ーメチルー2'ーデオキシシチジンモノクローナル抗体の作製と DNAメチル化レベル
定量への応用.
山口高史,伊藤邦彦,石渡俊二,進藤大紀,菱沼隆則,水柿道直.
日本薬学会第114年会.東京,1994年3月27日~30日.
ニフェジピン混合粉砕物の製剤学的特性.
中村浩規,大山美和子,佐藤秀昭,水柿道直,高橋伸彦,土井憲豪.
日本薬学会第114年会.東京,1994年3月27日~30日.
GC/MSのための重水素置換コカイン代謝物の合成とその体内動態.
鈴木仁志,木村勝彦,水柿道直.
日本薬学会第114年会,東京,1994年3月27日~30日.
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薬 剤 師 の チ ー ム 医 療 へ の 参 画 ( そ の 1 ) 服 薬 指 導 の た め の 薬 剤 部 チ ー ム 体 制 の 確 立
村 井 ユ リ 子 , 岸 川 幸 生 , 和 泉 宇 一 郎 , 佐 藤 秀 昭 , 水 柿 道 直 .
第 5  回 ク リ ニ カ ル フ フ ー マ シ ー シ ン ポ ジ ウ ム . 松 本 , 1 9 9 4 年 6 月 2 4 日 ~ 2 5 日
薬 剤 師 の チ ー ム 医 療 へ の 参 画 ( そ の 2 ) 免 疫 抑 制 剤 服 用 中 の ネ フ ロ ー ゼ 症 候 群 患 者 へ
の 服 薬 指 導 .
片 山 潤 , 我 妻 恭 行 , 猪 岡 京 子 , 村 井 ユ リ 子 , 佐 藤 秀 昭 , 水 柿 道 直 .
第  5  回 ク リ ニ カ ル フ ァ ー マ シ ー シ ン ポ ジ ウ ム , 松 本 , 1 9 9 4 年 6 月 2 4 日 ~ 2 5 日 .
漢 方 エ キ ス 製 剤 の 使 用 疾 患 と 投 与 期 問 に 関 す る 検 討
片 山 潤 , 村 井 ユ リ 子 , 佐 藤 秀 昭 , 水 柿 道 直 .
第 4  回 日 本 病 院 薬 学 会 年 会 , 大 阪 , 1 9 9 4 年 9 月 2 4 日 ~ 2 5 日 .
注 射 才 ー ダ リ ン グ シ ス テ ム を 活 用 し た 注 射 剤 配 合 変 化 の 調 査 ・ 検 討 .
木 皿 重 樹 , 天 野 郁 子 , 穂 積 雅 人 , 田 中 敏 , 伊 勢 淳 , 水 柿 道 直 .
第 3 3 回 日 本 薬 学 会 東 北 支 部 大 会 , 仙 台 , 1 9 9 4 年 1 0 月 1 6 日 .
業 務 簡 素 化 を 目 的 と し た 点 眼 薬 の 使 用 実 態 調 査 と そ の 考 察 .
大 友 千 賀 , 伊 藤 鍛 , 川 合 英 樹 , 和 泉 宇 一 郎 , 佐 藤 真 由 美 , 斎 藤 有 紀 , 小 野 賀 代 , 上
西 智 子 , 佐 藤 秀 昭 , 水 柿 道 直 .
第 3 3 回 日 本 薬 学 会 東 北 支 部 大 会 , 仙 台 , 1 9 9 4 年 1 0 月 1 6 日 .
大 腸 菌 発 現 べ ク タ ー に よ る t R N A ー グ ア ニ ン リ ボ シ ル ト ラ ン ス フ ェ ラ ー ゼ の 産 生
石 渡 俊 二 , 進 藤 大 紀 , 山 口 高 史 , 富 岡 佳 久 , 鈴 木 秀 明 , 三 浦 浩 一 , 水 柿 道 直 .
第 3 3 回 日 本 薬 学 会 東 北 支 部 大 会 , 仙 台 , 1 9 9 4 年 1 0 月 1 6 日 .
G C / S I M  を 用 い た ト ロ ン ボ キ サ ン / プ ロ ス タ サ イ ク リ ン バ ラ ン ス の 変 動 の 解 析 .
菱 沼 隆 則 , 仲 川 由 希 子 , 水 柿 道 直 , 山 野 辺 聡 , 玉 井 信 , 石 橋 正 兀 .
第 3 3 回 日 本 薬 学 会 東 北 支 部 大 会 , 仙 台 , 1 9 9 4 年 1 0 月 1 6 日 .
エ イ コ サ ペ ン タ エ ン 酸 添 加 に 伴 う 血 管 内 皮 細 胞 の プ ロ ス タ サ イ ク リ ン 産 生 量 の 変 化 .
永 田 幸 司 , 菱 沼 隆 則 , 西 川 正 純 , 水 柿 道 直 .
第 3 3 回 日 本 薬 学 会 東 北 支 部 大 会 , 仙 台 , 1 9 9 4 年 1 0 月 1 6 日 .
G L h y d r o l a s e 前 処 理 を 用 い た グ リ チ ル リ チ ン 測 定 系 の 開 発 と そ の 応 用 .
野 崎 征 支 郎 , 近 藤 順 子 , 新 関 昌 宏 , 早 坂 正 孝 , 伊 藤 邦 彦 , 富 岡 佳 久 , 水 柿 道 直 .
第 3 3 回 日 本 薬 学 会 東 北 支 部 大 会 , 仙 台 , 1 9 9 4 年 1 0 月 1 6 日 .
蛍 光 プ ロ ー ブ を 用 い る ク ロ フ ィ ブ レ ー ド 投 与 ラ ッ ト 肝 ミ ト コ ン ド リ ア 画 分 に つ い て の
研 究 .
鈴 木 秀 明 , 富 岡 佳 久 , 菱 沼 隆 則 , 水 柿 道 直 .
第 3 3 回 日 本 薬 学 会 東 北 支 部 大 会 , 仙 台 , 1 9 9 4 年 1 0 月 1 6 日 .
G C 爪 I S  に よ る プ ロ ス タ サ イ ク リ ン / ト ロ ン ボ キ サ ン バ ラ ン ス 測 定 の た め の 基 礎 的 検 討 .
余 淑 芹 , 菱 沼 隆 則 , 大 山 良 治 , 水 柿 道 直 , 石 橋 正 兀 .
日 本 薬 学 会 東 北 支 部 第 1 3 8 回 例 会 , 仙 台 , 1 9 9 4 年 .
薬物相互作用に関する最近の話題.
水柿道直
宮城県医師会,白石,1994年11月.
Positron emission tomography study ofthe alterations in brain distl・ibution of [11CI
meth卸Iphetanlineinmethalnpheta111inesensiuzeddog.
Nakamura, H., Hishinuma, T., Tomioka, Y.,1do, T.,1Wata, R', Funaki, Y.,1toh, M.,
Fujiwara, T., Ya11ai, K., sato, M., NumaC11i, Y., YOS11ida, S., Mizugaki, M
Intema廿onalsocietyforNeurocheⅡliS廿yσSN)sponsoredsate11iteMeeung ; ce11Ular
and Molecular Mechanisms ofDrugs ofAbuse : cocaine,1bogaine and substituted
Ampheta111ines, Niigata, JaP帥, June 29-30 (1995).
Microdetermination of 11- dehydrothrolnboxane B3 in human urine by gas
C11romatographyselected- ionm011itoring using [1802] anal0目'ue as an 血teτ1)alsta11dard
Mizugaki, M., HisMnuma, T., Nakagawa, Y.,1ShibashiM.
Ihe3rdiDtemationalsymposi如10n appliedmassspectrometlyh)壮lehealt11Sdences.
Barcelona, spain, July a995)
Identi6Cation of11- dehydro -2,3 - dinor-thromboxa11e B3in human urine based
On the spectralproperties of11-dehydrothromboxane B3 and related compounds
Ishibashi, M., Hishinuma, T., Mizugaki, M., Hayashi, Y., Kagi N., Harima, N
The 3rd i11temationalsymposium on appliedmassspectrometly 血 thehea1杜Isciences
Barcelona, spain, July (1995).
Nterations in biodistdbution of11C 一血ethamphetalnine in the sensitized dogbrain.
Mizugaki, M., Nakamura H.,夏ishinU皿a T.,1do T.,1toh M., sato M
19951nternational chemicalcon宮ress ofpacific Basin societies (pacifiche血'95),
Honolulu, USA, December 17-22 a995)
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エイコサペンタニン酸誘導体の微量計測および生理学的意巽の解明.
水柿道直.(シンポジスト)
平成4-6年度文部省科学研究費重点領域研究「機能性食品」(領域番号320)第3回
公開シンポジウム機能性食品の解析と分子設計,東京,1995年1月.
服薬指導と相互作用.(シンポジウム(医療薬学部会)「医薬品の相互作用を考えるそ
の弊害を防ぐために」)
村井ユリ子,佐藤秀昭,水柿道直.(シンポジスト)
日本薬学会第115年会,仙台,1995年3月29日~31日.
高齢化時代の薬物療法の問題点と薬剤師の役割.(シンポジウム「チーム医療とQOL
一高齢化時代の薬物療法」)
水柿道直.(シンポジスト)
第24回日本医学会総会,名古屋,1995年4月5日.
6 8
ト リ カ ブ ト 毒 に 関 す る 法 医 学 的 ・ 薬 学 的 研 究 .
水 柿 道 直 .
日 本 法 中 毒 学 会 第 1 4 年 会 . ( 特 別 講 演 ) , 札 幌 , 1 9 9 5 年 6 月 3 日 ~  4 日
ヒ ト 硝 子 体 中 ア ス コ ル ビ ン 酸 の 定 量 .
高 野 章 子 , 小 嶋 伸 吾 , 玉 井 信 , 石 渡 俊 二 , 菱 沼 隆 則 , 水 柿 道 直 '
第 1 8 回 日 本 眼 科 手 術 学 会 総 会 , 京 都 , 1 9 9 5 年 1 月 2 7 日 ~ 2 9 日 .
ガ ス ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー / セ レ ク テ ッ ド イ オ ン モ ニ タ リ ン グ に よ る ア コ ニ チ ン 系 ア ル カ
ロ イ ド 加 水 分 解 物 の 分 析
大 山 良 治 , 小 西 裕 子 , 伊 藤 鍛 , 水 柿 道 直 .
日 本 薬 学 会 H 5 年 会 , 仙 台 , 1 9 9 5 年 3 月 2 9 日 ~ 3 1 日 .
組 換 え 型 大 腸 菌  t R N A ー グ ァ ニ ン リ ポ シ ル ト ラ ン ス フ ェ ラ ー ゼ の 調 製 と  t R N A  中 の
キ ュ ー オ シ ン の 分 析 へ の 応 用 .
進 藤 大 紀 , 石 渡 俊 二 , 山 口 高 史 , 富 岡 佳 久 , 水 柿 道 直
日 本 薬 学 会 第 1 1 5 年 会 , 仙 台 , 1 9 9 5 年 3 月 2 9 日 ~ 3 1 日
薬 物 の 極 微 弱 化 学 発 光 に 関 す る 研 究 ( 第 2 3 報 ) 一 各 種 当 帰 苫 薬 散 エ キ ス 顯 粒 の 安 定 性
平 山 英 樹 , 山 本 武 司 , 佐 藤 秀 昭 , 石 沢 文 章 , 水 柿 道 直 .
日 本 薬 学 会 第 1 1 5 年 会 , 仙 台 , 1 9 9 5 年 3 月 2 9 日 ~ 3 1 日 .
尿 中 1 ー メ チ ル ア デ ノ シ ン と シ ュ ー ド ゥ リ ジ ン の 固 形 腫 癌 の 予 後 判 定 へ の 応 用 性 の 検 討 .
石 渡 俊 二 , 山 口 高 史 , 進 藤 大 紀 , 伊 藤 邦 彦 , 佐 々 木 司 郎 , 林 雅 人 , 水 柿 道 直 .
日 本 薬 学 会 第 1 1 5 年 会 , 仙 台 , 1 9 9 5 年 3 月 2 9 日 ~ 3 1 日 .
自 己 免 疫 疾 患 モ デ ル マ ウ ス の 発 症 と D N A メ チ ル 化 レ ベ ル の 関 連 性 の 検 討
山 口 高 史 , 石 渡 俊 二 , 進 藤 大 紀 , 菱 沼 隆 則 , 能 勢 真 人 , 水 柿 道 直 .
日 本 薬 学 会 第 1 1 5 年 会 , 仙 台 , 1 9 9 5 年 3 月 2 9 日 ~ 3 1 日 .
向 精 神 薬 の 体 内 動 態 と 作 用 発 現 に 関 す る 研 究 X - P E T に よ る [ Ⅱ C } m e t h a m p h e t a m i n e
の イ ヌ 脳 内 動 態 の 検 討 一 .
中 村 仁 , 菱 沼 隆 則 , 富 岡 佳 久 , 水 柿 道 直 , 岩 田 錬 , 船 木 善 仁 , 井 戸 達 雄 , 藤 原 竹 彦 ,
谷 内 一 彦 , 伊 藤 正 敏 , 沼 知 陽 太 郎 , 吉 田 寿 美 子 , 佐 藤 光 源 .
日 本 薬 学 会 第 1 1 5 年 会 , 仙 台 , 1 9 9 5 年 3 月 2 9 日 ~ 3 1 日 .
抗 6 , 1 5 ー ジ ケ ト ー 1 3 , 1 4 ジ ヒ ド ロ  P G F ル モ ノ ク ロ ナ ー ル 抗 体 の 調 製 と  G C / S I M 法 へ の
応 用 .
菅 野 和 彦 , 菱 沼 隆 則 , 永 田 心 示 , 水 柿 道 直 .
日 本 薬 学 会 第 1 1 5 年 会 , 仙 台 , 1 9 9 5 年 3 月 2 9 日 ~ 3 1 日 .
生 物 変 換 に よ る △ Ⅱ 一 2 , 3 ー ジ ノ ル ー 6 ー ケ ト ー P G F ル の 調 製 法 と 誘 導 体 化 法 に 関 す る 基 礎 的
検 討 .
西 川 正 純 , 菱 沼 隆 則 ,  G r a c e s . P . Y U , 古 関 優 子 , 鈴 木 秀 明 , 水 柿 道 直 , 石 橋 正 兀
日 本 薬 学 会 第 1 1 5 年 会 , 仙 台 , 1 9 9 5 年 3 月 2 9 日 ~ 3 1 日 .
GC/SIM法を用いた尿中 11ーデヒドロ TXB.定量法の開発と応用.
仲川由希子,菱沼隆則,水柿道直,石橋正兀.
日本薬学会第115年会,仙台,1995年3月29日~31日.
GC/SIM法を用いた肝移植時のトロンボキサン産生量の検討.
菱沼隆則,仲川由希子,中村浩規,水柿道直,大河内信弘,里見
橋正兀.
日本薬学会第115年会,仙台,1995年3月29日~31日.
GC/SIM法を用いた糖尿病患者血中のプロスタサイクリン含量の検討.
永田幸司,菱沼隆則,水柿道直,鈴木研一、
日本薬学会第115年会,仙台,1995年3月29日~31日.
抗ネオカルチノスタチンーアポプロティン(NCS-apo)モノクローナル抗体の作製と
応用.
佐藤真由美,菱沼隆則,木皿重樹,伊藤邦彦,水柿道直,石田名香雄.
日本薬学会第115年会,仙台,1995年3月29日~31日.
GC/SIM 法を用いた血中プロスタサイクリンB1定量法の開発と応用.
中村浩規,菱沼隆則,水柿道直,石橋正兀
日本薬学会第115年会,仙台,1995年3月29日~31日
採取時期によるトリカプト塊根中のアコニチン系アルカロイドの変動の検討.
伊藤鍛,大山良治,水柿道直.
日本薬学会第115年会,仙台,1995年3月29日~31日.
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ヒト成長ホルモン注射剤の簡易評価法の開発'
板橋芳夫,新関昌宏,鈴木秀明,富岡佳久,水柿道直,羽二生邦彦.
日本薬学会第115年会,仙台,1995年3月29日~31日.
進,森
グリチルリチン酸ハイドロラーゼを用いたグリチルリチンの測定.
新関昌宏,近藤順子,早坂正孝,伊藤邦彦,富岡佳久,水柿道直,野崎征支郎
日本薬学会第115年会,仙台,1995年3月29日~31日.
昌li告,^'
薬剤師のチーム医療への参画(その3)院内副作用情報伝達体制の活性化.
岸川幸生,猪岡京子,我妻恭行,片山潤,村井ユリ子,佐藤秀昭,水柿道直.
日本薬学会第115年会,仙台,1995年3月29日~31日.
薬剤師のチーム医療への参画(その4)薬液調製に伴う皮膚炎等の発現に関する調査.
猪岡京子,岸川幸生,我妻恭行,片山潤,村井ユリ子,佐藤秀昭,水柿道直.
日本薬学会第115年会,仙台,1995年3月29日~31日.
MolecularlmP血ting法によるメタクリル酸型ポリマーの物理化学性質の基礎的検討.
工藤義樹,林哲郎,富岡佳久,水柿道直.
日本薬学会第115年会,仙台,1995年3月29日~31日.
7 0
フ ロ ー サ イ ト メ ト リ ー に よ る ミ ト コ ン ド リ ア 解 析 の 基 礎 検 討
富 岡 佳 久 , 鈴 木 秀 明 , 菱 沼 隆 則 , 水 柿 道 直 .
日 本 薬 学 会 第 1 1 5 年 会 , 仙 台 , 1 9 9 5 年 3 月 2 9 日 ~ 3 1 日 .
蛍 光 プ ロ ー プ を 用 い た ラ ノ  1 、 肝 ミ ト コ ン ド リ ア の 性 状 解 析 .
鈴 木 秀 明 , 富 岡 佳 久 , 山 口 高 史 , 三 浦 浩 一 , 菱 沼 隆 則 , 水 柿 道 直 .
日 本 薬 学 会 第 1 1 5 年 会 , 仙 台 , 1 9 9 5 年 3 月 2 9 日 ~ 3 1 日 .
大 腸 菌 の N ー エ チ ル マ レ イ ミ ド を 還 元 す る 酵 素 の 精 製 '
三 浦 浩 一 , 富 岡 佳 久 , 鈴 木 秀 明 , 菱 沼 隆 則 , 水 柿 道 直 .
日 本 薬 学 会 第 1 1 5 年 会 , 仙 台 , 1 9 9 5 年 3 月 2 9 日 ~ 3 1 日 .
抗 ア コ ニ チ ン 系 ア ル カ ロ イ ド モ ノ ク ロ ー ナ ル 抗 体 の 作 製 と 微 量 定 量 法 へ の 応 、 用
小 西 裕 子 , 菱 沼 隆 則 , 伊 藤 邦 彦 , 大 山 良 治 , 山 口 高 史 , 水 柿 道 直 .
日 本 薬 学 会 第 1 1 5 年 会 , 仙 台 , 1 9 9 5 年 3 月 2 9 日 ~ 3 1 日 .
ビ ト 硝 子 体 中 の ア ス コ ル ビ ン 酸 濃 度 .
高 野 章 子 , 小 嶋 伸 吾 , 玉 井 信 , 石 渡 俊 二 , 菱 沼 隆 則 , 水 柿 道 直 .
第 9 9 回 日 本 眼 科 学 会 総 会 , 名 古 屋 , 1 9 9 5 年 4 月 2 0 日 ~ 2 2 日 .
医 薬 品 副 作 用 デ ー タ ー ベ ー ス A D E G R A M  に よ る 副 作 用 プ ロ フ ィ ー ル の 解 析 Ⅳ . 抗 生
物 質 .
我 妻 恭 行 , 村 井 ユ リ 子 , 片 山 潤 , 猪 岡 京 子 , 岸 川 幸 生 , 佐 藤 秀 昭 , 水 柿 道 直 .
第 5 回 日 本 病 院 薬 学 会 年 会 , 東 京 , 1 9 9 5 年 7 月 2 2 日 ~ 2 3 日 .
フ ェ ノ バ ル ビ タ ー ル イ ン プ リ ン テ ッ ド ポ リ マ ー の 物 理 化 学 的 性 質 に つ い て .
水 柿 道 直 , 林 哲 郎 , 工 藤 義 樹 , 菱 沼 隆 則 , 富 岡 佳 久 .
第 5  回 日 本 病 院 薬 学 会 年 会 , 東 京 , 1 9 9 5 年 7 月 2 2 日 ~ 2 3 日 .
薬 剤 師 の チ ー ム 医 療 へ の 参 画 ( そ の 5 ) 薬 剤 管 理 指 導 業 務 の 客 観 的 評 価 .
片 山 潤 , 岸 川 幸 生 , 猪 岡 京 子 , 天 野 郁 子 , 和 泉 宇 一 郎 , 我 妻 恭 行 , 村 井 ユ リ 子 , 佐
藤 秀 昭 , 水 柿 道 直 、
第  5  回 日 本 病 院 薬 学 会 年 会 , 東 京 , 1 9 9 5 年 7 月 2 2 日 ~ 2 3 日 .
コ ン ピ ュ ー タ を 用 い た 医 薬 品 の オ ン ラ イ ン 発 注 シ ス テ ム の 導 入 .
田 中 敏 , 上 西 智 子 , 穂 積 雅 人 , 天 野 郁 子 , 鈴 木 常 義 , 佐 藤 秀 昭 , 水 柿 道 直 , 伊 勢
第 5  回 日 本 病 院 薬 学 会 年 会 , 東 京 , 1 9 9 5 年 7 月 2 2 日 ~ 2 3 日 、
ト ロ ン ボ キ サ ン A . 産 生 に お よ ぼ す エ イ コ サ ペ ン タ エ ン 酸 及 び ド コ サ ヘ キ サ エ ン 酸 の 摂
取 効 果 .
仲 川 由 希 子 , 菱 沼 隆 則 , 水 柿 道 直 , 石 橋 正 兀 .
日 本 脂 質 栄 養 学 会 第 4  回 大 会 , 静 岡 , 1 9 9 5 年 9 月 8 日 ~  9 日 .
ヒ ト 尿 中 ト ロ ン ボ キ サ ン 代 謝 物 Ⅱ ー デ ヒ ド ロ 誘 導 体 の 検 出 .
水 柿 道 直 , 菱 沼 隆 則 , 古 関 優 子 , 鈴 木 秀 明 , 石 橋 正 兀 , 林 陽 子 , 播 磨 紀 明 , 鍵 紀 子
第 2 0 回 日 本 医 用 マ ス ス ペ ク ト ル 学 会 年 会 , 名 古 屋 , 1 9 9 5 年 9 月 2 8 日 ~ 3 0 日 .
1 子
アコニチン系アルカロイドの超微量定量に有用な内部標準物質の合成.
田中敏,伊藤鍛,大山良治,水柿道直,今野昌悦.
第34回日本薬学会東北支部大会,山形,1995年10月15日.
薬物代謝酵素を介した相互作用の解析を目的としたモデル系の構築.
佐藤真由美,大友千賀,富岡佳久,菱沼隆則,水柿道直.
第34回日本薬学会東北支部大会,山形,1995年10月15日.
向精神薬の体内動態と作用発現に関する研究知一GC/MSを用いた覚醒剤のマウス
脳内動態の解析一
中村仁,大山良治,菱沼隆則,水柿道直.
第34回日本薬学会東北支部大会,山形,19飾年10月15日.
培養細胞によるトロンボキサン産生解析モデル系の確立.
仲川由希子,菱沼隆則,平工誠治,水柿道直.
第34回日本薬学会東北支部大会,山形,1995年10月15日.
TromboxaneA.尿中代謝物,11司ehydro-2,3,4,5-tetranor-t11romboxa11e B.の検出.
鍵紀子,播磨紀明,石橋正兀,菱沼隆則,水柿道直
1995年度質量分析連合討論会,東京,1995年5月.
薬剤管理指導による相互作用の弊害防止の成果.
片山潤,岸川幸生,猪岡京子,我妻恭行,村井ユリ子,佐藤秀昭,水柿道直.
第41回医薬品相互作用研究会シンポジウム.仙台,1995年11月12日.
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Analysis ofthethromboxane/prostacyclinbalance in patients W北h occluded retinal
Vein using gas chromatography/selected ion mon北oring
Yamanobe, S., Nakagawa, T., Hishinuma, T., Mizugaki, M., Tamai, M
68th ARVO Fort Laudale, Florida, USA,(1996)
Development ofthe method for the determination ofAconitum alkaloids and the
application for forensic medicine.
Mizugaki, M., ohyama, Y.,1to, K.
ThefoU此h血ternatinalconference ofworld police medical0缶Cersin clinicalforensic
medicine (WPMO), Kumamoto, Japan, August,19-23,(1996).
Microdetermination ofAconitum alkaloids by gas- chromatography/selected ion
monitoring
Mizugaki, M., ohyama, Y.,1to, K,1Shibashi, M., ohno, Y., suzuki, Y
14th meetin宮 ofthe interDational assosiation offorensic scieDces (1AFS)
Tokyo, Japan, August,26-30, a996).
薬剤業務の新たな展開を探る.多様化時代に必要な医薬品情報.
佐藤秀昭,村井ユリ子,水柿道直.(シンポジスト)
第6 回日本病院薬学会,仙台,1996年9月21日~22日.
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薬 剤 師 の チ ー ム 医 療 へ の 参 画 ( そ の 6 ) 「 お く す り 問 診 票 」
片 山 潤 , 岸 川 幸 生 , 猪 岡 京 子 , 我 妻 恭 行 , 村 井 ユ リ 子 ,
日 本 薬 学 会 第 1 1 6 年 会 , 金 沢 , 1 9 9 6 年 3 月 2 7 日 ~ 2 9 日 .
薬 剤 師 の チ ー ム 医 療 へ の 参 画 ( そ の 7 ) 患 者 の 退 院 後 の 実 態 調 査 .
岸 川 幸 生 , 片 山 潤 , 猪 岡 京 子 , 我 妻 恭 行 , 村 井 ユ リ 子 , 佐 藤 秀 昭 , 水 柿 道 直 .
日 本 薬 学 会 第 1 1 6 年 会 , 金 沢 , 1 9 9 6 年 3 月 2 7 日 ~ 2 9 日 .
G C / S I M  に よ る メ サ コ ニ チ ン お よ び ア コ ニ チ ン の 精 密 超 微 量 定 量 法 の 確 立 .
水 柿 道 直 , 伊 藤 鍛 , 田 中 敏 , 小 西 裕 子 , 小 川 義 敬 , 大 山 良 治 , 今 野 昌 悦 .
日 本 薬 学 会 第 1 1 6 年 会 , 金 沢 , 1 9 9 6 年 3 月 2 7 日 ~ 2 9 日 .
カ ン ゾ ウ に 含 ま れ る ホ ス ホ ジ エ ス テ ラ ー ゼ 阻 害 物 質 Ⅱ q u o r i c i n の 単 託 と 構 造 ー カ ン ゾ
ウ の も う ・ ー つ の 顔 一 .
太 田 富 久 , 横 井 美 佳 子 , 北 多 香 子 , 野 副 重 男 , 早 坂 正 孝 , 林 哲 郎 , 新 関 昌 宏 , 富 岡
佳 久 , 水 柿 道 直 .
日 本 薬 学 会 第 1 1 6 年 会 , 金 沢 , 1 9 9 6 年 3 月 2 7 日 ~ 2 9 日 、
組 換 え 型 大 腸 菌 t - R N A ー グ ァ ニ ン ト ラ ン ス グ リ コ シ ラ ー ゼ を 用 い た 培 養 細 胞 由 来 t R N A
中 の 修 飾 ヌ ク レ オ シ ド " キ ュ ー オ シ ン " の 定 量 的 解 析 .
進 藤 大 紀 , 石 渡 俊 二 , 伊 藤 邦 彦 , 水 柿 道 直 .
日 本 薬 学 会 第 U 6 年 会 , 金 沢 , 1 9 9 6 年 3 月 2 7 日 ~ 2 9 日 .
の 作 成 ・ 導 入 と そ の 成 果 .
佐 藤 秀 昭 , 水 柿 道 直 .
G C / S I M  に よ る メ サ コ ニ チ ン お よ び ア コ ニ チ ン の 精 密 超 微 量 定 量 法 の 確 立 .
伊 藤 鍛 , 田 中 敏 , 小 西 裕 子 , 小 川 義 敬 , 大 山 良 治 , 今 野 昌 悦 , 水 柿 道 直 .
日 本 薬 学 会 第 U 6 年 会 , 金 沢 , 1 9 9 6 年 3 月 2 7 日 ~ 2 9 日 .
網 膜 血 管 閉 塞 症 に お け る T 却 P G 1 バ ラ ン ス の 検 討 '
山 野 辺 聡 , 玉 井 信 , 菱 沼 隆 則 , 仲 川 由 希 子 , 水 柿 道 直 .
第 1 0 0 回 日 本 眼 科 学 会 総 会 , 京 都 , 1 9 9 6 年 5 月 1 5 日 ~ 1 9 日 .
生 体 肝 移 植 患 者 に お け る タ ク ロ リ ム ス 血 中 濃 度 と 肝 機 能 検 査 値 の 関 連 性 に つ い て .
中 村 浩 規 , 石 渡 俊 二 , 菱 沼 隆 則 , 佐 藤 秀 昭 , 大 河 内 信 弘 , 加 藤 博 孝 , 里 見 進 , 水 柿
道 直 .
第 1 3 回 日 本 T D M 学 会 学 術 大 会 , 東 京 , 1 9 9 6 年 6 月 7 日 ~  8 日 .
薬 剤 師 の チ ー ム 医 療 へ の 参 画 ( そ の 8 ) 一 患 者 年 齢 別 に み た 薬 剤 管 理 指 導 の 成 果 一 .
猪 岡 京 子 , 片 山 潤 , 岸 川 幸 生 , 我 妻 恭 行 , 村 井 ユ リ 子 , 佐 藤 秀 昭 , 水 柿 道 直 .
第  6  回 ク リ ニ カ ル フ ァ ー マ シ ー シ ン ポ ジ ウ ム , 長 崎 , 1 9 9 6 年 6 月 2 7 日 ~ 2 8 日 .
会 長 講 演 「 患 者 指 向 の 医 療 を め ざ し て 」 .
水 柿 道 直 .
第 6  回 日 本 病 院 薬 学 会 , 仙 台 , 1 9 9 6 年 9 月 2 1 日 ~ 2 2 日
SDS-PAGEによる低分子量蛋白質注射剤の簡易品質試験とその問題点.
板橋芳夫,新関昌宏,富岡佳久,水柿道直.
第6 回日本病院薬学会,仙台,1996年9月21日~22日.
手指消毒剤の殺菌効果と皮膚保湿効果の評価.
富岡佳久,中村仁,中村浩規,佐多珠里,守山忠志,近藤静夫,佐藤秀昭,水柿道直.
第6 回日本病院薬学会,仙台,1996年9月21日~22日.
グリチルリチン酸ハイドロラーゼを用いたグリチルリチン簡易測定系の検討.
新関昌宏,早坂正孝,半田真弓,野崎征支郎,伊藤邦彦,富岡佳久,水柿道直.
第6 回日本病院薬学会,仙台,1996年9月21日~22日.
モレキュラーインプリンティング法によるグリチルリチンポリマーの調製とその性質
工藤義樹,林哲郎,中村仁,菱沼隆則,富岡佳久,水柿道直.
第6 回日本病院薬学会,仙台,1996年9月21日~22日.
グリチルリチンインプリンティッドポリマーの応用性の検討.
林哲郎,工藤義樹,中村仁,菱沼隆則,富岡佳久,水柿道直.
第6 回日本病院薬学会,仙台,1996年9月21日~22日.
抗apo-NCSモノクローナル抗体を用いたジノスタチンスチマラマーの定量法の確立
とその応用.
木皿重樹,佐藤真由美,小西裕子,菱沼隆則,水柿道直.
第6 回日本病院薬学会,仙台,1996年9月21日~22日.
注射オーダエントリーシステム導入による注射薬業務変化.
穂積雅人,上西智子,天野郁子,田中敏,鈴木常義,佐藤秀昭,水柿道直.
第6 回日本病院薬学会,仙台,1996年9月21日~22日.
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病棟薬品管理の現状と問題点.
天野郁子,上西智子,穂積雅人,
第6回日本病院薬学会,仙台,
ラット MCA閉塞モデルにおける熱ショック蛋白遺伝子発現.
鈴木仁志,阿部康二,木村勝彦,水柿道直,糸山泰人.
第6 回日本病院薬学会,仙台,1996年9月21日~22日.
GC/SIM 法によるりウマチ患者関節液中 ProstaglandinE.の定量と薬剤との関係.
中村浩規,菱沼隆則,澤井高志,宇月美和,水柿道直.
第6 回日本病院薬学会,仙台,1996年9月21日~22日.
向精神薬の体内動態と作用発現に関する研究X理一PETによる[ⅡC}methampheta血ne
のサル脳内動態の検討一.
中村仁,菱沼隆則,富岡佳久,岩田錬,船木善仁,井戸達雄,藤原竹彦,谷内一彦,
伊藤正敏,沼知陽太郎,吉田寿美子,佐藤光源,水柿道直.
第 6 回日本病院薬学会,仙台,1996年9月21日~22日.
田中敏,鈴木常義,佐藤秀昭,水柿道直.
1996年9月21日~22日.
7 4
調 剤 業 務 の 質 的 評 価 と そ の 考 察 .
斎 藤 有 紀 , 竹 下 敬 子 , 豊 岡 朝 子 ,
第 6 回 日 本 病 院 薬 学 会 , 仙 台 ,
外 来 窓 口 で の 外 国 人 患 者 に 対 す る 服 薬 指 導 の 確 立 .
佐 藤 香 織 , 全 田 文 子 , 伊 藤 鍛 , 佐 藤 秀 昭 , 水 柿 道 直 , 我 妻
第  6  回 日 本 病 院 薬 学 会 , 仙 台 , 1 9 9 6 年 9 月 2 1 日 ~ 2 2 日 .
薬 剤 管 理 指 導 記 録 作 成 の 合 理 化 .
岸 川 幸 生 , 片 山 潤 , 猪 岡 京 子 , 我 妻 恭 行 , 村 井 ユ リ 子 , 伊 藤
道 直 .
第  6  回 日 本 病 院 薬 学 会 , 仙 台 , 1 9 9 6 年 9 月 2 1 日 ~ 2 2 日 .
伊 藤 鍛 , 佐 藤 秀 昭 , 水 柿 道 直
1 9 9 6 年 9 月 2 1 日 ~ 2 2 日
薬 剤 管 理 指 導 記 録 の 解 析 1 .
我 妻 恭 行 , 片 山 潤 , 岸 川 幸 生 , 猪 岡 京 子 , 村 井 ユ リ 子 , 佐 藤 秀 昭 , 水 柿 道 直 、
第 6  回 日 本 病 院 薬 学 会 , 仙 台 , 1 9 9 6 年 9 月 2 1 日 ~ 2 2 日 .
症 例 検 討 に よ る ト リ カ ブ ト 中 毒 時 対 処 法 の 考 察 .
伊 藤 鍛 , 田 中 敏 , 小 西 裕 子 , 水 柿 道 直 , 大 山 良 治 .
第 6  回 日 本 病 院 薬 学 会 , 仙 台 , 1 9 9 6 年 9 月 2 1 日 ~ 2 2 日
グ リ チ ル リ チ ン 酸 ハ イ ド ロ ラ ー ゼ の 精 製 と そ の 酵 素 反 応 的 特 徴 に つ い て .
野 崎 征 支 郎 , 新 関 昌 宏 , 半 田 真 弓 , 菱 沼 隆 則 , 富 岡 佳 久 , 水 柿 道 直 .
第 6  回 日 本 病 院 薬 学 会 , 仙 台 , 1 9 9 6 年 9 月 2 1 日 ~ 2 2 日 .
リ コ ン ビ ナ ン ト 抗 好 中 球 自 己 抗 体 の 作 製 と そ の 反 応 特 異 性 の 検 討 .
伊 藤 邦 彦 , 水 柿 道 直 , 鈴 木 敏 夫 , 1 1 e n r i k J .  D i t z e l ,  D e n n i s  R .  B Ⅱ r t o n .
第 6  回 日 本 病 院 薬 学 会 , 仙 台 , 1 9 9 6 年 9 月 2 1 日 ~ 2 2 日 .
仁
カ テ キ ン に よ る プ ロ ス タ サ イ ク リ ン の 誘 導 効 果 .
石 澤 文 章 , 山 崎 研 , 菱 沼 隆 則 , 佐 藤 秀 昭 , 水 柿 道 直 .
第 6  回 日 本 病 院 薬 学 会 , 仙 台 , 1 9 9 6 年 9 月 2 1 日 ~ 2 2 日
鍛 , 佐 藤 秀 昭 , 水 柿
ト ロ ン ボ キ サ ン / プ ロ ス タ サ イ ク リ ン バ ラ ン ス と 病 態 .
菱 沼 隆 則 , 山 崎 研 , 古 関 優 子 , 鈴 木 研 一 , 水 柿 道 直 .
第 6  回 日 本 病 院 薬 学 会 , 仙 台 , 1 9 9 6 年 9 月 2 1 日 ~ 2 2 日 .
G C / S I M  を 用 い た ト ロ ン ボ キ サ ン / プ ロ ス タ サ イ ク リ ン バ ラ ン ス の 測 定 と 網 膜 血 管 閉
塞 症 と の 関 連 性 の 検 討 .
菱 沼 隆 則 , 仲 川 由 希 子 , 山 野 辺 聡 , 玉 井 信 , 水 柿 道 直 .
第 2 1 回 日 本 医 用 マ ス ス ペ ク ト ル 学 会 , 大 阪 , 1 9 9 6 年 9 月 2 6 日 ~ 2 8 日 .
T B D M S 1  を 誘 導 化 剤 と し て 用 い た  6 , 1 5 - d i k e t o - 1 3 , 1 4 d i h y d r o - p r o s t a g l a n d i n  F 加
の G C / M S  に よ る 定 量 と 応 用 .
広 瀬 祐 子 , 菅 野 和 彦 , 菱 沼 隆 則 , 水 柿 道 直 .
第 3 5 回 日 本 薬 学 会 東 北 支 部 大 会 , 仙 台 , 1 9 9 6 年 1 0 月 2 0 日 .
2層培養系とGC瓜ISを用いたプロスタサイクリン/トロンボキサンバランスの評価系
の確立.
山崎研,菱沼隆則,水柿道直.
第35回日本薬学会東北支部大会,仙台,1996年10月20日、
腎疾患、に伴うプロスタサイクリン/トロンポキサンバランスの変動.
古関優子,片山潤,菱沼隆則,水柿道直.
第35回日本薬学会東北支部大会,仙台,1996年10月20日.
酵母の oldYe110WEnzyme(OYE)は, NADPH依存性N-ethylmaleimide還元酵素
活性を有する.
米澤素子,三浦浩一,菱沼隆則,富岡佳久,水柿道直.
第35回日本薬学会東北支部大会,仙台,1996年10月20日.
GC/MS による毛髪中フェニトイン定量法の確立.
中村仁,石渡俊二,菱沼隆則,水柿道直.
第35回日本薬学会東北支部大会,仙台,1996年10月20日'
油と健康.
水柿道直.
日本薬学会東北支部市民フォーラム,仙台,1996年2月.
逆耐性モデル動物におけるメタンフェタミンの脳内分布の変動.
水柿道直.
第21回脳の医学・生物学研究会,名古屋,1996年7月6日.
75
生体試料中のアコニチン系アルカロイドの超微量定量.
伊藤鍛,小西裕子,水柿道直.
第83回法医学談話会,青森,1996年10月25日~26日.
網膜血管閉塞症のトロンボキサン/プロスタサイクリンバランス.
山野辺聡,玉井信,菱沼隆則,仲川由希子,水柿道直.
第14回眼微小循環研究会,札幌,1996年.
Binding properties ofmolecularly imprinted polymers
Kudo, Y.,1Zumi, U., HayaS11i, T., Nakamura, H., Nii乞eki, M.,登isinuma, T., Tomioka,
Y., Mizugaki, M
Pan paciaC Ⅷ Conference, BALI,1ndonesia, september 28-october l,(1997)
Evaluation ofthe stability by Extra-weak che血i1Ⅱminescence Measure血ent on
Kampo Medicines Extract Granules.
Sato, H., Hiraya111a, H., Yamoto, T., Mizugaki, M
Pan pacifiC Ⅷ Conference, BALI,1ndonesia, september 28-october l,(1997)
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P L 法 施 行 後 の 院 内 製 剤 業 務 の 動 向 .
村 井 ユ リ 子 , 安 田 千 賀 , 猪 岡 京 子 , 工 藤 義 樹 , 菱 沼 隆 則 , 佐 藤 秀 昭 , 水 柿 道 直
日 本 薬 学 会 第 U 7 年 会 , 東 京 , 1 9 9 7 年 3 月 2 6 日 ~ 2 8 日 .
G C / S I M 法 に よ る り ウ マ チ 患 者 尿 中  1 1 - d e h y d r o t h r o m b o x a n e B . の 定 量 と 使 用 薬 剤
の 関 係 .
中 村 浩 規 , 菱 沼 隆 則 , 水 柿 道 直 , 澤 井 高 志 , 井 上 尚 美 .
日 本 薬 学 会 第 1 1 7 年 会 , 東 京 , 1 9 9 7 年 3 月 2 6 日 ~ 2 8 日 .
降 圧 薬 の 血 中 濃 度 測 定 に よ る コ ン プ ラ イ ア ン ス の 解 析 例
石 渡 俊 二 , 片 山 潤 , 中 村 浩 規 , 菱 沼 隆 則 , 佐 藤 秀 昭 , 水 柿 道 直 .
日 本 薬 学 会 第 1 1 7 年 会 , 東 京 , 1 9 9 7 年 3 月 2 6 日 ~ 2 8 日 .
G C / S I M  を 用 い た  I X B . お よ び I X B . の 同 時 定 量 法 の 開 発 と そ の 応 用 .
小 原 恵 美 子 , 山 崎 研 , 廣 瀬 祐 子 , 菱 沼 隆 則 , 水 柿 道 直 .
日 本 薬 学 会 第 1 1 7 年 会 , 東 京 , 1 9 9 7 年 3 月 2 6 日 ~ 2 8 日 .
ラ ッ ト 中 大 脳 動 脈 閉 塞 モ デ ル に お け る  P - s e l e c t i o n  お よ び H S P 7 2  発 現 .
鈴 木 仁 志 , 木 村 勝 彦 , 阿 部 康 二 , 糸 山 泰 人 , 水 柿 道 直 , 東 條 伸 一 郎 , 諸 岡 茂 昭 .
日 本 薬 学 会 第 1 1 7 年 会 , 東 京 , 1 9 9 7 年 3 月 2 6 日 ~ 2 8 日 .
東 北 大 学 第 5 次 病 院 総 合 医 療 情 報 シ ス テ ム へ の 薬 剤 部 の か か わ り '
田 中 敏 , 鈴 木 常 義 , 佐 藤 秀 昭 , 菱 沼 隆 則 , 水 柿 道 直 .
日 本 薬 学 会 第 1 1 7 年 会 , 東 京 , 1 9 9 7 年 3 月 2 6 日 ~ 2 8 日 .
カ ラ ム ス イ ッ チ ン グ 高 速 液 体 ク ロ マ ト グ ラ フ 法 に よ る シ ベ ン ゾ リ ン 血 中 濃 度 モ ニ タ リ
ン グ .
中 村 浩 規 , 富 岡 佳 久 , 菱 沼 隆 則 , 佐 藤 秀 昭 , 水 柿 道 直 .
第 1 4 回 日 本 T D M 学 会 学 術 大 会 , 浜 松 , 1 9 9 7 年 6 月 2 7 日 ~ 2 8 日 .
ラ ッ ト ー 過 性 局 所 脳 虚 血 に お け る  P - s e l e c t i n  お よ び H S P 7 2  の 発 現 .
鈴 木 仁 志 , 阿 部 康 二 , 糸 山 泰 人 , 水 柿 道 直 .
第 2 0 回 日 本 神 経 科 学 大 会 , 仙 台 , 1 9 9 7 年 7 月 1 6 日 ~ 1 8 日 .
大 腸 菌 の  N E M r e d u c t a s e  遺 伝 子 ( π e 1 7 L 、 ) の ク ロ ー ニ ン グ
三 浦 浩 一 , 米 澤 素 子 , 富 岡 佳 久 , 菱 沼 隆 則 , 水 柿 道 直 .
第 7 0 回 日 本 生 化 学 大 会 , 金 沢 , 1 9 9 7 年 9 月 2 2 日 ~ 2 5 日
大 腸 菌 の N E M r e d u c t a s e  の  o l d Y e Ⅱ O W E n z y w e  と の 酵 素 化 学 的 相 同 性 に つ い て
米 澤 素 子 , 三 浦 浩 一 , 富 岡 佳 久 , 菱 沼 隆 則 , 水 柿 道 直 .
第 7 0 回 日 本 生 化 学 大 会 , 金 沢 , 1 9 9 7 年 9 月 2 2 日 ~ 2 5 日 .
血 管 内 皮 細 胞 の プ ロ ス タ サ イ ク リ ン 産 生 に 及 ぼ す E P A お よ び D 1 1 A の 効 果 .
山 崎 研 , 菱 沼 隆 則 , 水 柿 道 直 .
日 本 脂 質 栄 養 学 会 第 6  回 大 会 , 東 京 , 1 9 9 7 年 9 月 5 日 ~  6 日 .
,
モレキュラーインプリンティング法によるグリチルリチンポリマーの HPLC 充填剤
としての応用
工藤義樹,林哲郎,中村仁,新関昌宏,菱沼隆則,富岡佳久,水柿道直.
第7回日本病院薬学会,名古屋,1997年9月13日~14日.
外来自己注患者に対する情報提供.
穂積雅人,天野郁子,豊岡朝子,田中敏,鈴木常義,中村仁,伊藤鍛,菱沼隆則,
佐藤秀昭,水柿道直.
第7回日本病院薬学会,名古屋,1997年9月13日~14日.
外来窓口での外国人患者に対する服薬指導の確立(2)一外国人患者の服薬に対する情
報提供の試みー.
全田文子,佐藤香織,上西智子,佐藤真由美,小川義敬,伊藤鍛,中村仁,菱沼
隆則,佐藤秀昭,水柿道直.
第7回日本病院薬学会,名古屋,1997年9月13日~14日.
抗体のCDR領域に由来する機能性ぺプチド分子の作製と応用住)モノクローナル抗
体遺伝子のクローニングとりコンビナント Fab の発現.
鈴木花織,伊藤邦彦,石渡俊二,水柿道直,鈴木敏夫.
第7回日本病院薬学会,名古屋,1997年9月13日~14日.
糖尿病におけるトロンボキサン/プロスタサイクリン変動の GC/SIM を用いた解析.
水柿道直,菱沼隆則,石井二三夫,鈴木研一
第22回日本医用マススペクトル学会,佐賀,1997年9月25日~27日.
フフ
網膜血管閉塞症におけるトロンポキサン/プロスタサイクリンバランスの変動一治療効
果との関連性一.
小原恵美子,山野辺聡,玉井信,菱沼隆則,水柿道直
第36回日本薬学会東北支部大会,仙台,1997年10月19日.
カテキンによるプロスタサイクリンの産生誘導.
石澤文章,山崎研,菱沼隆則,佐藤秀昭,水柿道直
第36回日本薬学会東北支部大会,仙台,1997年10月19日
HepG2細胞を用いたジアゼパムによるヒト CYP2C変動の検討.
安田千賀,佐藤真由美,石渡俊二,菱沼隆則,水柿道直.
第36回日本薬学会東北支部大会,仙台,1997年10月19日.
院内の医薬品情報を考える一院内情報誌の活用一.
竹下敬子,我妻恭行,佐藤秀昭,菱沼隆則,水柿道直
第36回日本薬学会東北支部大会,仙台,1997年10月19日.
救急薬品の管理と薬剤部のかかわり
豊岡朝子,田中敏,天野郁子,鈴木常義,伊藤鍛,佐藤秀昭,菱沼隆則,水柿道直.
第36回日本薬学会東北支部大会,仙台,1997年10月19日.
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B e n z o d i a z e p i n e 系 薬 物 誘 発 性 異 常 行 動 の 発 現 機 序 に 関 す る 行 動 薬 理 学 的 検 討 .
穗 積 雅 人 , 菱 沼 隆 則 , 丘 龍 祥 , 東 海 林 徹 , 仲 川 義 人 , 佐 藤 信 範 , 荒 井 裕 一 朗 ,
只 野 武 , 木 皿 憲 佐 , 水 柿 道 直 .
日 本 神 経 精 神 薬 理 学 会 第 2 7 回 年 会 , 鹿 児 島 , 1 9 9 7 年 1 0 月 2 1 日 ~ 2 2 日 .
薬 物 依 存 と 脳 機 能 の 変 化 .
水 柿 道 直 .
平 成 9 年 度 宮 城 県 病 院 薬 剤 師 会 総 会 ( 会 長 講 演 ) , 仙 台 , 1 9 9 7 年 5 月 1 0 日 .
見 過 ご せ な い 医 薬 品 の 相 互 作 用 .
水 柿 道 直
い わ き 市 薬 郵 M 市 会 研 修 会 , い わ き , 1 9 9 7 年 8 月 .
ト リ カ ブ ト 中 毒 患 者 に お け る ア コ ニ チ ン 系 ア ル カ ロ イ ド の 体 液 中 濃 度 の 推 移 .
伊 藤 鍛 , 田 中 敏 , 小 西 裕 子 , 菱 沼 隆 則 , 水 柿 道 直 .
第 8 4 回 法 医 学 談 話 会 , 山 形 , 1 9 9 7 年 1 0 月 3 1 日 ~ 1 1 月 1 日 .
本 院 に お け る 血 液 製 剤 管 理 業 務 に つ い て .
田 中 敏 , 天 野 郁 子 , 伊 藤 鍛 , 鈴 木 常 義 , 菱 沼 隆 則 , 伊 庭
第 1 6 回 宮 城 県 薬 郵 M 而 会 学 術 大 会 , 仙 台 , 1 9 9 7 年 1 1 月 1 6 日 .
C h a n g e s  i n  p r o s t a c y c l i n ,  t h r o n l b o x a n e  A 2 ,  a n d  F 2 - i s o p r o s t a n e s  a n d  i n a u e n c e  o f
e i c o s a p e n t a e n o i c  a c i d  a n d  a n t i  p l a t e r e t  d r u g s  i n p a t i e n t s  w i t h  h y p e r t e n s i o n  a n d
h y p e r l i p i d e m i a
Y a m a d a ,  M . ,  o m a t a ,  K . ,  A b e ,  F . , 1 t o ,  S . ,  H i s h i n u m a ,  T . ,  M i z u g a k i ,  M . ,  A b e ,  K '
T h e  F i 丘 e e n t h l n t e 血 a t i o n a l c o n f e r e n c e  o n  K i n i 1 1 S , 磁 N I N '  9 8  N A R A ,  N a r a ,  J a p a n ,
O c t o b e r  1 9 - 2 4 , ( 1 9 9 8 )
超 微 量 分 析 法 を 用 い た プ ロ ス タ ノ イ ド の 臨 床 薬 学 的 研 究 .
水 柿 道 直 .
日 本 薬 学 会 第 1 1 8 年 会 . ( 学 術 貢 献 賞 受 賞 講 演 ) , 京 都 , 1 9 9 8 年 3 月 3 1 日 ~  4 月 2 日 .
G C / M S  に よ る プ ロ ス タ グ ラ ン ジ ン 代 謝 体 の 微 量 定 量 と そ の 臨 床 応 用 .
水 柿 道 直 .
第 4 6 回 質 量 分 析 総 合 検 討 会 , 群 馬 , 1 9 9 8 年 5 月 .
プ ロ ス タ ノ イ ド の 超 微 量 定 量 と そ の 医 療 へ の 展 開 .
水 柿 道 直 .
分 析 化 学 の 明 日 を 考 え る 会 , 東 京 , 1 9 9 8 年 6 月 .
茂 , 水 柿 道 直 .
特 別 講 演 「 脂 質 と 健 康 」 .
水 柿 道 直 .
市 民 講 演 会 : 石 巻 薬 剤 師 会 , 石 巻 市 , 1 9 9 8 年 9 月 .
小児への薬物投与寺の注意点一薬剤師の立場からー.
水柿道直.
第4 回日本小児麻酔学会(招待講演),仙台,1998年9月
ベンゾジアゼピン誘発性首ふり運動におけるαーアドレナリン受容体の役割.
穂積雅人,佐藤信範,東海林徹,仲川義人,荒井裕一郎,中川西修,丹野孝一,
只野武,木皿憲佐,杵鞭宏育,水柿道直.
第71回日本薬理学会年会,京都,1998年3月23日~ 3月26日.
ベンゾジアゼピン投与時の一般行動変化と首ふり反応との異なる発現メカニズム.
佐藤信範,丘龍祥,東海林徹,仲川義人,穂積雅人,荒井裕一郎,中川西修,丹野
孝一,只野武,木皿憲佐,杵鞭宏育,水柿道直.
第71回日本薬理学会年会,京都,1998年3月23日~ 3月26日.
SDS-PAGE によるヒト成長ホルモン注射剤の簡易品質試験の開発.
板橋芳夫,新関昌宏,富岡佳久,菱沼隆則,水柿道直.
日本薬剤学会第13年会,山梨,1998年3月25日~ 3月27日.
糖尿病患者における尿中トロンボキサン/プロスタサイクリンバランスと病態.
村井ユリ子,古関優子,菱沼隆則,水柿道直,鈴木研一.
日本薬学会第118年会,京都,1998年3月31日~ 4月2日.
GC/SIM法によるりウマチ患者におけるトロンボキサン/プロスタサイクリンバランス
の解析.
中村浩規,菱沼隆則,澤井高志,水柿道直.
日本薬学会第118年会,京都,1998年3月31日~ 4月2日.
79
リコンビナントFab を用いた高感度免疫測定系による血清中シュードゥリジンの定量.
伊藤邦彦,鈴木花織,鈴木敏夫,石渡俊二,水柿道直.
日本薬学会第118年会,京都,1998年3月31日~ 4月2日.
抗グリチルレチン酸モノクローナル抗体遺伝子の解析.
富岡佳久, Lilian R. Tsuruta,佐藤益男,石渡俊二,菱沼隆則,水柿道直,伊藤邦
彦,鈴木花織,鈴木敏夫,野崎征支郎.
日本薬学会第118年会,京都,1998年3月31日~ 4月2日.
培養細胞のトロンボキサン産生能に及ぼすトログリタゾンの添加効果一GC/MSを用
いた検討一.
山崎研,菱沼隆則,水柿道直.
日本薬学会第Ⅱ8年会,京都,1998年3月31日~ 4月2日.
高脂血症患者のトロンボキサンA.産生に及ほすEPAの添加効果.
菱沼隆則,水野麻里子,横尾友隆,菊地昭,小原恵美子,山崎研,水柿道直,山
田雅昭,尾股健,伊藤貞嘉,佐藤秀昭.
日本薬学会第118年会,京都,1998年3月31日~ 4月2日.
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D u a l - L u c i f e r a s e A s s a y  を 用 い た ぺ ル オ キ シ ソ ー ム 増 殖 薬 活 性 化 受 容 体 作 動 薬 物 評 価
系 の 開 発 .
横 尾 友 隆 , 山 崎 研 , 富 岡 佳 久 , 菱 沼 隆 則 , 水 柿 道 直 .
日 本 薬 学 会 東 北 支 部 第 1 5 1 回 例 会 , 仙 台 , 1 9 9 8 年 6 月 2 0 日 .
抗 t R N A ー グ ァ ニ ン ト ラ ン ス グ リ コ シ ラ ー ゼ ( T G T ) 抗 体 を 用 い た 細 胞 内  T G T  発 現
量 の 解 析 .
石 渡 俊 二 , 小 沢 康 子 , 菱 沼 隆 則 , 水 柿 道 直 .
日 本 薬 学 会 東 北 支 部 第 1 5 1 回 例 会 , 仙 台 , 1 9 9 8 年 6 月 2 0 日 .
外 国 人 患 者 に 対 す る 処 方 設 計 支 援 の 確 立 一 外 国 人 患 者 の 診 療 に お け る 医 師 の 意 識 調 査 一 .
上 西 智 子 , 全 田 文 子 , 岸 川 幸 生 , 佐 藤 真 由 美 , 小 川 義 敬 , 中 村 仁 , 和 泉 宇 一 郎 , 菱 沼
隆 則 , 水 柿 道 直 .
第  7  回 ク リ ニ カ ル フ ァ ー マ シ ー シ ン ポ ジ ウ ム , 前 橋 , 1 9 9 8 年 6 月 2 5 日 ~ 2 6 日 .
血 液 製 剤 管 理 に つ い て 一 運 用 の 現 状 と そ の 対 応 一 .
天 野 郁 子 , 田 中 敏 , 豊 岡 朝 子 , 伊 藤 鍛 , 鈴 木 常 義 , 菱 沼 隆 則 , 水 柿 道 直 .
第  7  回 ク リ ニ カ ル フ ァ ー マ シ ー シ ン ポ ジ ウ ム , 前 橋 , 1 9 9 8 年 6 月 2 5 日 ~ 2 6 日 .
T h r o m b o x a n e / p r o s t a c y c l i n バ ラ ン ス 及 び 血 築 脂 肪 酸 組 成 当 に 及 ぽ す  D 1 塾 含 有 カ プ
セ ル 剤 摂 取 の 影 響 .
菱 沼 隆 則 , 工 藤 義 樹 , 古 関 優 子 , 山 崎 研 , 水 柿 道 直 .
日 本 脂 質 栄 養 学 会 第  7  回 大 会 , 仙 台 , 1 9 9 8 年 9 月 1 1 日 ~ 1 2 日 .
脂 肪 酸 に よ る ぺ ル オ キ シ ソ ー ム 増 殖 薬 活 化 受 容 体 の 活 性 化 と 医 薬 品 相 互 作 用 .
横 尾 友 隆 , 山 崎 研 , 富 岡 佳 久 , 菱 沼 隆 則 , 水 柿 道 直 .
日 本 脂 質 栄 養 学 会 第  7  回 大 会 , 仙 台 , 1 9 9 8 年 9 月 1 1 日 ~ 1 2 日 .
培 養 細 胞 の プ ロ ス タ ノ イ ド 産 生 に 及 ぼ す E P A 及 ぴ D 1 1 A の 効 果 .
山 崎 研 , 小 原 恵 美 子 , 菱 沼 隆 則 , 水 柿 道 直 .
日 本 脂 質 栄 養 学 会 第 7  回 大 会 , 仙 台 , 1 9 9 8 年 9 月 1 1 日 ~ 1 2 日 .
白 血 病 治 療 時 の 抗 悪 性 腫 癌 薬 に よ る 口 内 炎 予 防 法 の 検 討 .
井 上 智 子 , 小 西 裕 子 , 岸 川 幸 生 , 猪 岡 京 子 , 菱 沼 隆 則 , 水 柿 道 直 .
第 8  回 日 本 病 院 薬 学 会 年 会 , 横 浜 , 1 9 9 8 年 9 月 1 2 日 ~ 1 3 日 .
が ん 細 胞 に お け る  t R N A ー グ ァ ニ ン ト ラ ン ス グ リ コ シ ラ ー ゼ の 発 現 量 の 検 討 .
石 渡 俊 二 , 小 沢 康 子 , 菱 沼 隆 則 , 水 柿 道 直 .
第 8  回 日 本 病 院 薬 学 会 年 会 , 横 浜 , 1 9 9 8 年 9 月 1 2 日 ~ 1 3 日 .
東 北 大 学 医 学 部 附 属 病 院 に お け る 外 来 残 置 薬 の 動 向 と そ の 対 策 .
中 川 直 人 , 井 上 智 子 , 松 橋 由 美 子 , 中 村 仁 , 和 泉 宇 一 郎 , 鈴 木 常 義 , 菱 沼 隆 則 , 水
柿 道 直 .
第 3 7 回 日 本 薬 学 会 東 北 支 部 大 会 , 盛 岡 , 1 9 9 8 年 1 0 月 1 8 日 .
東北大学医学部附属病院における無水エタノール注射剤の使用動向の変化.
小西裕子,新関昌宏,板橋芳夫,菱沼隆則,水柿道直.
第37回日本薬学会東北支部大会,盛岡,1998年10月18日.
入院時に服薬指導を受けた患者に対する退院後の継続説明の効果.
松浦正樹,鈴木章史,松橋由美子,岸川幸生,猪岡京子,井上智子,小西裕子,和泉
宇一郎,鈴木常義,菱沼隆則,水柿道直.
第37回日本薬学会東北支部大会,盛岡,1998年10月18日.
Dual-LuciferaseAssay を用いたぺルオキシゾーム増殖薬活性化受容体作動薬物評価
系の開発.
横尾友隆,山崎研,富岡佳久,菱沼隆則,水柿道直.
第37回日本薬学会東北支部大会,盛岡,1998年10月18日.
ダメ。ゼッタイ。どうして?
水柿道直.
麻薬・覚せい剤禍撲滅運動宮城大会,仙台,1998年10月26日.
トリカプト中毒死者におけるアコニチン系アルカロイドの組織分布の検討.
伊藤鍛,田中敏,舟山眞人,水柿道直.
第85回法医学談話会,仙台,1998年11月6日~ 7日.
ddY系マウスにおいて脂肪酸を代謝するチトクローム P450分子種の同定.
佐藤益男,平塚真弘,富岡佳久,菱沼隆則,永田清,山添康,水柿道直.
第13回日本薬物動態学会年会,仙台,1998年11月11日~13日.
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覚醒剤成分の検出及ぴ鑑定について、
水柿道直.
刑事鑑定研究会,仙台,1998年1月27日.
薬剤師のための医薬品相互作用論.
水柿道直.
名古屋大学薬剤部特別講義,名古屋,1998年1月.
病院での薬剤部の位置づけ.
水柿道直.
病院見学実習事前講習会,仙台,1998年2月.
薬の副作用一併用薬に依るー.
水柿道直.
宮城県医師会「日医生涯教育講座
大腸菌用NCSアポ蛋白質遺伝子デザインと単離.
富岡佳久,林克弘,菱沼隆則,水柿道直.
CREST単一分子・原子レベルの反応制御第2 回シンポジウム,東京,
1998年12月17日~18日.
救急医療医師会研修会」,石巻,1998年11月.
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抗 シ ガ ト キ シ ン モ ノ ク ロ ー ナ ル 抗 体 遺 伝 子 の 解 析 .
林 克 弘 , 富 岡 佳 久 , 山 崎 研 , 水 柿 道 直 .
C R E S T 単 一 分 子 ・ 原 子 レ ベ ル の 反 応 制 御 第 2  回 シ ン ポ ジ ウ ム , 東 京 ,
1 9 9 8 年 1 2 月 1 7 日 ~ 1 8 日 .
A n a l y s i s o f d i h y d r o e i c o s a 廿 i e n o i c a c i d s b y e l e C 柱 ' o s p r a y i 0 1 1 i z a 廿 o n - 1 i q 1 1 i d C 1 1 r o m a 切 g r a p h y
/ t a 1 1 d e m m a s s s p e c h ' o m e t r y .
A b e ,  E . ,  o m a t a ,  K ,  Y a m a d a ,  M . ,  K o h a g u r a ,  K . , 1 t o , 0 . , 1 t o ,  S . ,  S U Z U M ,  N . ,  N a k a m 1 1 r a ,
登 . , 丘 S 1 1 i n u l n a ,  T . , 入 l i z u g a M ,  M .
E x p e r i m e n t a l B i 0 1 0 部 ' 9 9 , w a S 1 1 i n g t o n  D . C . ,  U S . A . ,  A p l i 1 1 7 - 2 1 , ( 1 9 9 9 ) .
R a p i d a 1 1 d S 血 P 磁 e d a 1 1 e l e - s p e d 丘 C T a q M a 1 1 P C R a s s a y 仏 r d e t e C 血 g c y 兜 C 1 8 g e n 0 切 P e s
1 王 辻 a t s u k a ,  M . ,  A 今 a t S 山 n a ,  Y . , 入 l i z u g a M ,  M .
1 1 t h  l n t e r n a t i o n a l  c o n f e r e n c e  o n  c y t o c h r o m e  P 4 5 0 ,  s e n d a i ,  J a p a n ,  A u g u s t  2 9 -
S e p t e m b e r  2 ,  a 9 9 9 )
A n a l y s i s  o f e p 0 刃 7 e i c o s a ね ' i e n o i c  a d d s  b y e l e C 柱 ' o s p r a y i 0 1 1 i z a 廿 o n - 1 i q 1 1 i d  C 1 1 r 0 血 a 切 g r a p h y
t a 1 1 d e m m a s s s e p C 註 ' o m e 廿 y .
圧 S 1 1 i n u m a ,  T . ,  S U Z U M ,  N . ,  N a k a m u r a ,  H . ,  o m a t a ,  K . , A b e ,  F . , 1 t o ,  S . ,  M i z u g 且 亙 ,  M .
1 1 t h  l n t e r n a t i o n a l  c o n f e r e n c e  o n  c y t o c h r o m e  P 4 5 0 ,  s e n d a i ,  J a p a n ,  A U 目 U s t  2 9 -
S e p t e m b e r  2 , ( 1 9 9 9 )
が ん 化 に よ る  t R N A ー グ ァ ニ ン ト ラ ン ス グ リ コ シ ラ ー ゼ の 発 現 レ ベ ル の 変 化 .
小 沢 康 子 , 石 渡 俊 二 , 中 下 啓 , 片 山 潤 , 水 柿 道 直 .
第 1 5 3 回 日 本 薬 学 会 東 北 支 部 例 会 , 仙 台 , 1 9 9 9 年 2 月 2 0 日 .
4 A l n i n o P 血 d i n e の 製 剤 学 的 特 性 の 評 価 ( 1 ) ー カ プ セ ル 充 填 の た め の 倍 散 の 検 討 一 .
小 川 義 敬 , 村 井 ユ リ 子 , 中 村 浩 規 , 我 妻 恭 行 , 井 上 智 子 , 鈴 木 常 義 , 菱 沼 隆 則 , 水 柿
道 直 .
日 本 薬 剤 学 会 第 1 4 年 会 , 岡 山 , 1 9 9 9 年 3 月 2 6 日 ~ 2 8 日 .
医 薬 品 情 報 の 評 価 ( 1 ) 一 医 薬 品 に よ る 排 池 物 の 着 色 に 関 す る 情 報 に っ い て ー .
中 村 仁 , 中 川 直 人 , 岸 川 幸 生 , 猪 岡 京 子 , 鈴 木 常 義 , 菱 沼 隆 則 , 水 柿 道 直 .
日 本 薬 学 会 第 1 1 9 年 会 , 徳 島 , 1 9 9 9 年 3 月 2 9 日 ~ 3 1 日 .
ア コ ニ チ ン 系 ア ル カ ロ イ ド の ヒ ト 体 内 動 態 の 検 討 .
伊 藤 鍛 , 田 中 敏 , 舟 山 眞 人 , 水 柿 道 直 .
日 本 薬 学 会 第 1 1 9 年 会 , 徳 島 , 1 9 9 9 年 3 月 2 9 日 ~ 3 1 日 .
甘 草 成 分 グ リ チ ル リ チ ン に よ る F a S 誘 導 ア ポ ト ー シ ス の 増 強 .
石 渡 俊 二 , 中 下 啓 , 小 沢 康 子 , 水 柿 道 直 .
日 本 薬 学 会 第 1 1 9 年 会 , 徳 島 , 1 9 9 9 年 3 月 2 9 日 ~ 3 1 日 .
A S - T a q M a n p c R 法 を 用 い た  C 四 2 C 1 8 遺 伝 子 多 型 簡 易 検 出 法 の 開 発 .
平 塚 真 弘 , 我 妻 恭 行 , 菱 沼 隆 則 , 水 柿 道 直 .
第 1 6 回 日 本  T D M  学 会 学 術 大 会 , 横 浜 , 1 9 9 9 年 6 月 1 8 日 ~ 1 9 日 .
ベイジアン法によるシベンゾリン血中濃度の日内変動解析.
中村浩規,井上智子,鈴木常義,水柿道直,渡辺淳,白士邦男.
第16回日本TDM 学会学術大会,横浜,1999年6月18日~19日.
AIDS発症遅延に関わる SDF-1遺伝子多型の簡易検出法.
平塚真弘,我妻恭行,菱沼隆則,水柿道直.
第53回日本細菌学会東北支部総会,福島,1999年8月19日~20日
糖尿病患者における2型及び3型トロンボキサン産生比の検討.
菱沼隆則,塚本宏樹,山崎研,鈴木研一,水柿道直.
日本脂質栄養学会第8 回大会,福山,19的年9月9日.
Benzodiazepine 受容体アゴニストの一般薬理作用.
穂積雅人,只野武,木皿憲佐,和泉宇一郎,水柿道直.
第9 回日本病院薬学会年会,札幌,1999年9月25日~26日.
薬剤師による手術部の薬品管理一導入経緯とその成果一
伊藤鍛,田中敏,天野郁子,豊岡朝子,松浦正樹,鈴木常義,水柿道直.
第9 回日本病院薬学会年会,札幌,1999年9月25日~26日.
患者の退院後の生活様式を考慮した薬剤管理指導の実践.
岸川幸生,井上智子,小西祐子,猪岡京子,中村仁,和泉宇一郎,鈴木常義,水柿
道直.
第9 回日本病院薬学会年会,札幌,1999年9月25日~26日.
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服薬指導患者における健康食品の利用状況と問題点.
猪岡京子,中川直人,中村仁,鈴木常義,菱沼隆則,水柿道直.
第9 回日本病院薬学会年会,札幌,1999年9月25日~26日.
がん細胞における tRNAーグァニントランスグリコシラーゼの発現様式の検討'
石渡俊二,中下啓,水柿道直.
第58回日本癌学会総会,広島,1999年9月29日~10月1日.
グリチルリチンによる F郎誘導アポトーシスの増強機構の解析.
中下啓,石渡俊二,水柿道直.
第58回日本癌学会総会,広島,1999年9月29日~10月1日.
退院患者への外来における継続説明一入院時服薬指導のフォローとしてー.
野澤寿吉,松村恵美子,佐藤亜希,木村剛,松浦正樹,松橋由美子,和泉宇一郎,
鈴木常義,菱沼隆則,水柿道直.
第38回日本薬学会東北支部大会,仙台,1999年10月17日.
抗シガトキシンモノクローナル抗体遺伝子の解析.
林克弘,富岡佳久,平間正博,水柿道直
第38回日本薬学会東北支部大会,仙台,1999年10月17日.
8 4
大 腸 菌  N E M  r e d u c t a s e  は  2 イ i s - e n o y l - C O A r e d u c t a s e  活 性 を 持 た な い .
松 本 俊 機 , 富 岡 佳 久 , 水 柿 道 直 .
第 3 8 回 日 本 薬 学 会 東 北 支 部 大 会 , 仙 台 , 1 9 9 9 年 1 0 月 1 7 日 .
医 薬 品 情 報 の 評 価 ( 2 ) 一 製 薬 企 業 よ り 提 供 さ れ る 添 付 文 書 改 訂 情 報 に つ い て ー .
中 川 直 人 , 中 村 仁 , 岸 川 幸 生 , 鈴 木 常 義 , 水 柿 道 直 .
第 3 8 回 日 本 薬 学 会 東 北 支 部 大 会 , 仙 台 , 1 9 9 9 年 1 0 月 1 7 日 .
院 内 製 剤 と し て の ぺ ン タ ガ ス ト リ ン 注 射 剤 の 調 製 .
森 川 昭 正 , 新 関 昌 宏 , 小 西 裕 子 , 板 橋 芳 夫 , 菱 沼 隆 則 , 水 柿 道 直 .
第 3 8 回 日 本 薬 学 会 東 北 支 部 大 会 , 仙 台 , 1 9 9 9 年 1 0 月 1 7 日 .
L C 心 I S 爪 I S 法 に よ る  8 - p i - p r o s t a g l a 1 1 d 血 F 2 。 微 量 定 量 法 の 確 立 と ヒ ト 試 料 へ の 応 用 .
村 井 ユ リ 子 , 鈴 木 直 人 , 菱 沼 隆 則 , 水 柿 道 直 .
第 3 8 回 日 本 薬 学 会 東 北 支 部 大 会 , 仙 台 , 1 9 9 9 年 1 0 月 1 7 日 .
M P T P 誘 発 バ ー キ ン ソ ン 病 モ デ ル マ ウ ス に お け る ド パ ミ ン 神 経 系 機 能 の 変 動 .
三 上 忠 世 志 , 荒 木 勉 , 水 谷 治 央 , 水 柿 道 直 .
第 3 8 回 日 本 薬 学 会 東 北 支 部 大 会 , 仙 台 , 1 9 9 9 年 1 0 月 1 7 日 .
N l e l e ・ s p e c i 丘 C T a q M a n p c R 法 を 用 い た  C 四 遺 伝 子 多 型 簡 易 検 出 法 の 開 発 .
平 塚 真 弘 , 我 妻 恭 行 , 水 柿 道 直
第 1 4 回 日 本 薬 物 動 態 学 会 年 会 , 浜 松 , 1 9 9 9 年 1 0 月 1 9 日 ~ 2 1 日 .
ニ リ ン ソ ウ と の 誤 食 に よ る ト リ カ ブ ト 中 毒 の  1 例 .
紺 谷 真 , 長 田 清 明 , 西 村 泰 行 , 櫻 井 勝 , 水 柿 道 直 .
第 1 7 5 回 日 本 内 科 学 会 北 陸 支 部 会 , 金 沢 , 1 9 9 9 年 6 月 2 8 日 .
特 定 機 能 病 院 に お け る 薬 剤 業 務 の 在 り 方 一 総 論 一 .
一 高 度 先 進 医 療 の 担 い 手 と し て ー ( 業 務 , 教 育 , 研 究 と 研 修 の 融 合 )
水 柿 道 直 .
平 成 1 1 年 度 国 公 私 立 大 学 病 院 薬 剤 部 職 員 研 修 会 , 東 京 , 1 9 9 9 年 5 月 1 8 日 .
薬 剤 管 理 指 導 に よ り イ ソ ニ ア ジ ド の 代 謝 酵 素 欠 損 が 判 明 し た 症 例 .
岸 川 幸 生 , 平 塚 真 弘 , 中 村 仁 , 鈴 木 常 義 , 菱 沼 隆 則 , 水 柿 道 直 、
第 1 8 回 宮 城 県 薬 剤 師 会 学 術 大 会 , 仙 台 , 1 9 9 9 年 1 0 月 2 4 日 .
退 院 患 者 へ の 外 来 に お け る 継 続 説 明 一 入 院 時 服 薬 指 導 の フ ォ ロ ー と し て ー .
木 村 剛 , 松 村 恵 美 子 , 佐 藤 亜 希 , 野 澤 寿 吉 , 松 浦 正 樹 , 松 橋 由 美 子 , 和 泉 宇 一 郎 ,
鈴 木 常 義 , 菱 沼 隆 則 , 水 柿 道 直 .
第 1 3 0 回 宮 城 県 病 院 薬 剤 師 会 学 術 研 究 発 表 会 , 仙 台 , 1 9 9 9 年 1 1 月 2 0 日 .
薬 剤 管 理 指 導 に よ わ イ ソ ニ ア ジ ド の 代 謝 酵 素 欠 損 が 判 明 し た 症 例 .
松 橋 由 美 子 , 岸 川 幸 生 , 平 塚 真 弘 , 中 村 仁 , 鈴 木 常 義 , 菱 沼 隆 則 , 水 柿 道 直 .
第 1 3 0 回 宮 城 県 病 院 薬 剤 師 会 学 術 研 究 発 表 会 , 仙 台 , 1 9 9 9 年 1 1 月 2 0 日 .
院内製剤としてのぺンタガストリン注射剤の調製.
森川昭正,新関昌宏,小西裕子,板橋芳夫,菱沼隆則,水柿道直.
第130回宮城県病院薬剤師会学術研究発表会,仙台,1999年11月20日
リコンビナント NCS アポ蛋白質のデザインと単離.
富岡佳久,林克弘,野崎征支郎,平問正博,菱沼隆則,水柿道直
CREST単一分子・原子レベルの反応制御一第3 回シンポジウムー,東京,
1999年11月29日~30日.
抗シガトキシンモノクローナル抗体遺伝子の解析.
林克弘,富岡佳久,平問正博,水柿道直.
C郎ST単一分子・原子レベルの反応制御一第3 回シンポジウムー,東京,
1999年11月29日~30日.
抗シガトキシン抗体調製への有機合成化学的アプローチ:遷移金属触媒反応によりハ
プテンの短段階合成.
大栗博毅,田中慎一郎,南雲陽子,佐々木信也,新藤由美,大石徹,平問正博,
岡佳久,水柿道直.
CREST単一分子・原子レベルの反応制御一第3 回シンポジウムー,東京,
1999年11月29日~30日.
High ThroU套hput Detection ofDrug-Metabolizing Enzyme polymorphisms by N・
Iele-specific TaqMaD polymerase chain Reaction Assay.
Mizugaki, M., Hiratsuka, M., Agatsuma, Y., Kishikawa, Y.
9th pan paci丘C conference, singapore, AugιIst 5-9,2000.
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Urinary Leukotriene E4 Excretion in patients with Atopic Dermatitis.
Hishinuma T., suzukiN., Aiba s., TagamiH., MizugakiM
60th lnternationalcongress ofFIP, vienna, Austria, August 26-31,2000.
自殺企図によるトリカプト中毒の一例.
後藤幸子,石川康郎,水柿道直,伊藤鍛,
第27回日本集中治療医学会総会,名古屋,
ワークショップ「遣伝子多型と毒性」.
薬物代謝酵素遺伝子多型の簡易迅速検出法の確立とその臨床応用.
平塚真弘,水柿道直.
第27回日本トキシコロジー学会学術年会,横浜,2000年6月28日~30日.
TDMの予防医学への貢献.
水柿道直.
第17回日本TDM学会・学術大会.(会長講演),仙台,2000年5月20日~21日.
福家伸夫.
2000年3月2日~ 4日.
?
8 6
3 型 プ ロ ス タ ノ イ ド の 超 微 量 定 量 法 の 確 立 と そ の 臨 床 応 用
水 柿 道 直 , 菱 沼 隆 則 .
日 本 脂 質 栄 養 学 会 第 9 回 大 会 . ( 日 本 脂 質 栄 養 学 会 ラ ン ズ 賞 学 術 賞 受 賞 講 演 ) , 東 京 ,
2 0 0 0 年 9 月 7 日 ~  8 日
G C / M S を 用 い た ト リ カ ブ ト 毒 の 一 斉 分 析
水 柿 道 直 .
第 1 回 日 本 法 医 学 会 北 日 本 地 方 会 ( 第 8 7 回 法 医 学 談 話 会 例 会 )
2 0 0 0 年 9 月 2 9 日 .
副 作 用 回 避 を 目 的 と し た 遺 伝 子 診 断 と 病 院 薬 剤 師 の 役 割 .
水 柿 道 直 .
平 成 1 2 年 度 全 国 薬 事 管 理 研 究 会 . ( 特 別 講 演 ) , 仙 台 , 2 0 0 0 年 1 0 月 2 7 日 ~ 2 8 日 .
大 腸 菌 生 産 用 N C S ア ポ 蛋 白 質 の 設 計 と 精 製 .
富 岡 佳 久 , 野 崎 征 支 郎 , 林 克 弘 ,  L i Ⅱ ω I R T s w u t a , 松 本 俊 機 , 菱 沼 隆 則 , 平 間 正 博 ,
水 柿 道 直 .
日 本 薬 学 会 第 1 2 0 年 会 , 岐 阜 , 2 0 0 0 年 3 月 2 8 日 ~ 3 1 日 .
抗 シ ガ ト キ シ ン モ ノ ク ロ ー ナ ル 抗 体 遺 伝 子 の 解 析 .
林 克 弘 , 富 岡 佳 久 ,  L i H a n R . T S U N t a , 松 本 俊 機 , 大 栗 博 毅 , 平 問 正 博 , 水 柿 道 直 .
日 本 薬 学 会 第 1 2 0 年 会 , 岐 阜 , 2 0 0 0 年 3 月 2 8 日 ~ 3 1 日 .
M P T P 誘 発 急 性 期 パ ー キ ン ソ ン 病 モ デ ル マ ウ ス に お け る 生 化 学 的 検 討 .
三 上 忠 世 志 , 荒 木 勉 , 水 柿 道 直 .
日 本 薬 学 会 第 1 2 0 年 会 , 岐 阜 , 2 0 0 0 年 3 月 2 8 日 ~ 3 1 日
精 神 分 裂 病 治 療 剤 の 錐 体 外 路 系 副 作 用 に 関 す る 検 討 .
水 谷 治 央 , 荒 木 勉 , 鈴 木 常 義 , 水 柿 道 直 .
日 本 薬 学 会 第 1 2 0 年 会 , 岐 阜 , 2 0 0 0 年 3 月 2 8 日 ~ 3 1 日 .
( 特 別 講 演 ) , 旭 川 ,
L C / M S - M S  を 用 い た ヒ ト 尿 中  1 2 - H E T E  の 定 量 と そ の 性 差 .
鈴 木 直 人 , 菱 沼 隆 則 , 水 柿 道 直
日 本 薬 学 会 第 1 2 0 年 会 , 岐 阜 , 2 0 0 0 年 3 月 2 8 日 ~ 3 1 日 .
セ ミ ミ ク ロ  H P L C  を 用 い た 血 清 中 グ リ チ ル リ チ ン 量 の 解 析 .
石 渡 俊 二 , 中 下 啓 , 鈴 木 直 人 , 金 子 修 子 , 富 岡 佳 久 , 菱 沼 隆 則 , 水 柿 道 直 .
日 本 薬 学 会 第 1 2 0 年 会 , 岐 阜 , 2 0 0 0 年 3 月 2 8 日 ~ 3 1 日 .
タ ク ロ リ ム ス の 測 定 の 検 討 一 I M X  に よ る 低 濃 度 サ ン プ ル の 測 定 法 に つ い て ー
佐 藤 益 男 , 小 西 裕 子 , 井 上 智 子 , 中 村 浩 規 , 菱 沼 隆 則 , 水 柿 道 直 、
第 1 7 回 日 本 T D M 学 会 ・ 学 術 大 会 , 仙 台 , 2 0 0 0 年 5 月 2 0 日 ~ 2 1 日 .
日本人におけるチオプリンSーメチルトランスフェラーゼ遺伝子多型の頻度.
井上智子,平塚真弘,我妻恭行,岸川幸生,水柿道直.
第17回日本TDM学会・学術大会,仙台,2000年5月20日~21日.
CYP2D6遺伝子多型簡易検出法の開発と日本人集団における頻度調査.
平塚真弘,我妻恭行,井上智子,岸川幸生,水柿道直.
第17回日本 TDM学会・学術大会,仙台,2000年5月20日~21日.
4ーアミノピリジンの血中濃度モニタリング.
中村浩規,井上智子,佐藤益男,小西裕子,村井ユリ子,小川義敬,鈴木常義,水柿
道直,藤原一男,糸山泰人.
第17回日本 TDM学会・学術大会,仙台,2000年5月20日~21日.
外科領域における炎症性腸疾患入院患者に対する院内製剤使用例.
小川義敬,穂積雅人,中村浩規,村井ユリ子,鈴木常義,菱沼隆則,水柿道直.
第8 回クリニカルファーマシーシンポジウム,仙台,2000年7月1日~ 2日.
眼科入院患者に対する薬剤管理指導業務一複合疾患マネージメントへの薬剤師の関わり
中川直人,井上智子,野澤寿吉,中村仁,鈴木常義,菱沼隆則,水柿道直.
第8 回クリニカルファーマシーシンポジウム,仙台,2000年7月1日~ 2日.
クリニカルバスへの薬剤師の参画(その1)一運営組織構築からパスシート作成までー.
穂積雅人,我妻恭行,鈴木常義,猪股千代子,相澤俊雌,国分正一,水柿道直.
第8 回クリニカルファーマシーシンポジウム,仙台,2000年7月1日~ 2日.
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自動錠剤分包機の無包装錠剤充填カセットとの接触が原因と推定された錠剤の着色に
ついて.
小宮淳,高橋克史,林哲郎,和泉宇一郎,中村仁,鈴木常義,水柿道直,株式
会社ユヤマ.
第8 回クリニカルファーマシーシンポジウム,仙台,2000年7月1日~ 2日.
リウマチ患者におけるプロスタノイド産生量に対する薬剤の影響.
中村浩規,菱沼隆則,澤井高志,水柿道直.
第8 回クリニカルファーマシーシンポジウム,仙台,2000年7月1日~ 2日.
癌化学療法への薬剤師の関わり一婦人科病棟における治療前薬剤説明と副作用対策一.
松橋由美子,天野郁子,中村仁,鈴木常義,水柿道直.
第8 回クリニカルフフーマシーシンポジウム,仙台,2000年7月1日~ 2日.
ディスク式ドライバウダーインヘラー(DPD 使用患者に対する吸入指導の有用性と
効果.
森川昭正,フK付剛,小西裕子,岸川幸生,工藤義樹,中村仁,鈴木常義,水柿道直.
第8 回クリニカルファーマシーシンポジウム,仙台,2000年7月1日~ 2日.
8 8
ト リ カ ブ ト 中 毒 事 故 へ の 薬 剤 師 の 関 与
伊 藤 鍛 , 小 西 裕 子 , 田 中 敏 , 大 山 良 治 , 水 柿 道 直 .
第 8  回 ク リ ニ カ ル フ ァ ー マ シ ー シ ン ポ ジ ウ ム , 仙 台 , 2 0 0 0 年 7 月 1 日 ~  2 日 .
P h a r m a c e u t i c a l c a r e  a n d  p r a c t i c e  i n  N o r t h  c a r o l i n a ,  U S A .
菱 沼 隆 則 ,  B r u c e R .  C 血 且 d a y , 水 柿 道 直 .
第 8  回 ク リ ニ カ ル フ ァ ー マ シ ー シ ン ポ ジ ウ ム , 仙 台 , 2 0 0 0 年 7 月 1 日 ~  2 日
気 管 支 喘 息 、 患 者 に お け る ロ イ コ ト リ エ ン 及 び ト ロ ン ボ キ サ ン 産 生 と 病 態 と の 関 連
菱 沼 隆 則 , 鈴 木 直 人 , 塚 本 宏 樹 , 水 柿 道 直 .
日 本 脂 質 栄 養 学 会 第 9  回 大 会 , 東 京 , 2 0 0 0 年 9 月 7 日 ~  8 日 .
逆 耐 性 現 象 と 脳 内 薬 物 動 態 .
菱 沼 隆 則 , 中 村 仁 , 水 柿 道 直 .
第 3 0 回 日 本 精 神 神 経 薬 理 学 会 年 会 , 仙 台 , 2 0 0 0 年 1 0 月 7 日 、
慢 性 疾 患 、 の 長 期 的 予 後 に お け る 薬 剤 管 理 指 導 業 務 の 意 義 ( D  一 退 院 後 の 再 入 院 率 の
検 討 , 未 実 施 例 と の 比 較 調 査 一
工 藤 義 樹 , 小 西 裕 子 , 富 岡 佳 久 , 菱 沼 隆 則 , 水 柿 道 直 .
第 1 0 回 日 本 病 院 薬 学 会 年 会 , 京 都 , 2 0 0 0 年 1 0 月 7 日 ~  8 日 .
ト ロ ン ボ キ サ ン 代 謝 物 の L C / M S - M S  に よ る 定 量 法 の 開 発 と 臨 床 応 用 .
菱 沼 隆 則 , 鈴 木 直 人 , 塚 本 宏 樹 , 水 柿 道 直 .
第 1 0 回 日 本 病 院 薬 学 会 年 会 , 京 都 , 2 0 0 0 年 1 0 月 7 日 ~  8 日 .
薬 剤 管 理 指 導 業 務 効 率 化 へ の 取 り 組 み
中 村 仁 , 岸 川 幸 生 , 鈴 木 常 義 , 菱 沼 隆 則 , 水 柿 道 直 .
第 1 0 回 日 本 病 院 薬 学 会 年 会 , 京 都 , 2 0 0 0 年 1 0 月 7 日 ~  8 日
院 内 微 量 元 素 注 射 剤 の 品 質 管 理 ー ゲ ル 化 法 に よ る エ ン ド ト キ シ ン 測 定 条 件 の 検 討 一 .
新 関 昌 宏 , 森 川 昭 正 , 板 橋 芳 夫 , 水 柿 道 直 .
第 1 0 回 日 本 病 院 薬 学 会 年 会 , 京 都 , 2 0 0 0 年 1 0 月 7 日 ~  8 日 '
外 科 領 域 に お け る 入 院 癌 患 者 に 対 す る 薬 剤 管 理 指 導 業 務 の 一 考 察 く 患 者 の 訴 え に 対 す
る 病 棟 薬 剤 師 の 役 御 D .
小 川 義 敬 , 穂 積 雅 人 , 中 村 仁 , 中 村 浩 規 , 村 井 ユ リ 子 , 鈴 木 常 義 , 菱 沼 隆 則 , 水 柿
道 直 .
第 1 0 回 日 本 病 院 薬 学 会 年 会 , 京 都 , 2 0 0 0 年 1 0 月 7 日 ~  8 日 .
M P T P 誘 発 パ ー キ ン ソ ン 病 モ デ ル マ ウ ス に お け る  N 0 合 成 酵 素 ( N O S ) 阻 害 剤 の 作
用 機 序 の 検 討 .
三 上 忠 世 志 , 荒 木 勉 , 今 井 潤 , 水 柿 道 直 .
第 3 9 回 日 本 薬 学 会 東 北 支 部 大 会 , 福 島 , 2 0 0 0 年 1 0 月 1 5 日 .
Real-t加epcR を用いた Choleste,ylest改transferp,otein 遺伝子多型の簡易検出法・
奈良原香織,平塚真弘,我妻恭行,岸川幸生,水柿道直.
第39回日本薬学会東北支部大会,福島,2000年10月15日.
リスクマネージメントへの薬剤師の関与一薬郵信十量に伴う問題点とその解決一.
村井ユリ子,岸川幸生,中川直人,我妻恭行,中村仁,板橋芳夫,鈴木常義,水柿
道直.
第39回日本薬学会東北支部大会,福島,2000年10月15日.
薬剤管理指導業務支援のための薬剤禁忌りスト作成システムの開発.
小宮淳,高橋克史,岸川幸生,中村仁,鈴木常義,水柿道直.
第39回日本薬学会東北支部大会,福島,2000年10月15日.
精神分裂病治療剤における錐体外路系副作用の予防法に関する検討.
水谷治央,荒木勉,鈴木常義,水柿道直.
第39回日本薬学会東北支部大会,福島,2000年10月15日.
Benzodiazepi11ereceptorag011ist誘発1生head-tMwlesresponse に六寸する Catechola111ine
作動神経系の役割.
穂積雅人,荒井裕一郎,佐藤信範,丘龍祥,東海林徹,仲川義人,中川西修,
只野武,木皿憲佐,水柿道直.
第30回日本神経精神薬理学会年会,仙台,2000年10月26日~27日.
ファージディスプレイ法を用いた抗シガトキシン抗体の作製.
富岡佳久,林克弘,加藤芳徳, LiⅡanRTS11ruta,水柿道直,大栗博毅,田中慎一郎,
南雲陽子,大石徹,平間正博.
単一分子.原子レベルの反応制御一第4回シンポジウム,東京,
2000年10月5日~ 6日.
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Clinicalpharmacy iD Japan,
Mizugaki, M
27壮IE部P廿oanlnternauonalpharmaceuticalconference, cairo,J即Ualy l-9,(2001)
薬物代謝酵素一薬物相互作用と遺伝子多型一.
水柿道直.(特別講演).
第152回宮城県眼科集団会,仙台,2001年1月20日.
21世紀の薬剤師の使命.
水柿道直.(特別講演).
日本薬学会第121年会,札幌,2001年3月28日~30日.
PhenyleP1辻血e軟膏の製剤学的特性の評価一軟膏調製における安疋性に関する検討一.
和泉宇一郎,小川義敬,中村浩規,村井ユリ子,井上和幸,舟山祐士,佐々木巌,鈴
木常義,水柿道直.
日本薬剤学会第16年会/第16回医薬品包装シンポジウム/医療薬剤学シンポジウム,東京,
2001年3月22日~24日.
9 0
S S R 1 の 登 場 に よ る 抗 う つ 薬 処 方 の 変 化 .
中 村 仁 , 水 野 麻 里 子 , 鈴 木 常 義 , 水 柿 道 直 .
日 本 薬 学 会 第 1 2 1 年 会 , 札 幌 , 2 0 0 1 年 3 月 2 8 日 ~ 3 0 日
健 常 人 及 び 糖 尿 病 患 者 生 体 試 料 中  1 2 - H E T E 量 に お け る 性 差 と  L C / M S - M S  を 用 い
た 光 学 分 割 シ ス テ ム に よ る 産 生 系 の 解 析 .
鈴 木 直 人 , 菱 沼 隆 則 , 水 柿 道 直 .
日 本 薬 学 会 第 1 2 1 年 会 , 札 幌 , 2 0 0 1 年 3 月 2 8 日 ~ 3 0 日 .
M e t h a n l p h e t a m 血 e  ( M A P ) 逆 耐 性 形 成 ラ ツ ト に お け る  M A P の 脳 内 集 積 性 の 変 化 .
中 川 直 人 , 中 村 仁 , 菱 沼 隆 則 , 水 柿 道 直 .
日 本 薬 学 会 第 1 2 1 年 会 , 札 幌 , 2 0 0 1 年 3 月 2 8 日 ~ 3 0 日 .
R e a l - t i m e  p c R - M e l t i n g  c u N e  分 析 法 を 用 い た  l n s e r t i o n / D e l e t i o n  p o l y m o r p h i s m
の 簡 易 検 出 .
平 塚 真 弘 , 奈 良 原 香 織 ,  H 血 d y s a m a r , 岸 川 幸 生 , 我 妻 恭 行 , 井 上 智 子 , 水 柿 道 直 .
日 本 薬 学 会 第 1 2 1 年 会 , 札 幌 , 2 0 0 1 年 3 月 2 8 日 ~ 3 0 日 .
R e a l - T i m e p c R  を 用 い た 薬 物 療 法 に 影 響 を 与 え る  S N P の 簡 易 迅 速 検 出 法 .
奈 良 原 香 織 , 平 塚 真 弘 ,  H a l n d y s a m 紅 , 岸 川 幸 生 , 我 妻 恭 行 , 井 上 智 子 , 富 岡 佳 久 ,
水 柿 道 直 .
日 本 薬 学 会 第 1 2 1 年 会 , 札 幌 , 2 0 0 1 年 3 月 2 8 日 ~ 3 0 日 .
S T Z 誘 発 糖 尿 病 マ ウ ス に お け る  I X A . 及 び 1 7 【 A . 合 成 系 酵 素 m R N A の 変 動 .
塚 本 宏 樹 , 菱 沼 隆 則 , 富 岡 佳 久 , 平 塚 真 弘 , 三 日 市 剛 , 水 柿 道 直 .
日 本 薬 学 会 第 1 2 1 年 会 , 札 幌 , 2 0 0 1 年 3 月 2 8 日 ~ 3 0 日 .
N O S 阻 害 薬 に よ る 錐 体 外 路 性 運 動 障 害 .
水 谷 治 央 , 荒 木 勉 , 今 井 潤 , 鈴 木 常 義 , 水 柿 道 直 .
日 本 薬 学 会 第 1 2 1 年 会 , 札 幌 , 2 0 0 1 年 3 月 2 8 日 ~ 3 0 日 .
患 者 満 足 度 を 指 標 と し た 入 院 時 服 薬 指 導 の 評 価 ( 1 ) ー 「 服 薬 指 導 患 者 満 足 度 試 験 ( 質
問 表 ) 」 の 作 成 一 .
鈴 木 常 義 , 岸 川 幸 生 , 松 浦 正 樹 , 細 川 徹 , 水 柿 道 直 .
日 本 薬 学 会 第 1 2 1 年 会 , 札 幌 , 2 0 0 1 年 3 月 2 8 日 ~ 3 0 日 、
炎 症 性 腸 疾 患 の 外 科 入 院 患 者 に お け る フ ァ ー マ シ ュ ー テ ィ カ ル ・ ケ ア の ア プ ロ ー チ
( 1 ) 一 入 院 患 者 に 対 す る 聴 き 取 り 調 査 一 .
小 川 義 敬 , 穂 積 雅 人 , 中 村 仁 , 中 村 浩 規 , 村 井 ユ リ 子 , 鈴 木 常 義 , 富 岡 佳 久 , 水 柿
道 直 .
日 本 薬 学 会 第 1 2 1 年 会 , 札 幌 , 2 0 0 1 年 3 月 2 8 日 ~ 3 0 日 .
遺伝子多型診断による副作用発現の回避システム.(優秀ポスター賞受賞)
岸川幸生,平塚真弘,武隈洋,松浦正樹,我妻恭行,奈良原香織,水柿道直.
医療薬学フォーラム200ν第9回クリニカルファーマシーシンポジウム,熊本,2001
年5月12日~13日
オーダーメイド医療を目指した遺伝子多型検出システムの構築と臨床における実践成果
平塚真弘,岸川幸生,我妻恭行,松浦正樹,奈良原香織,水柿道直.
医療薬学フォーラム2001/第9 回クリニカルファーマシーシンポジウム,熊本,2001
年5月12日~13日
炎症性腸疾患に対するメサラジンの製剤学的特性の評価一注腸製剤調製法及び調製後
の安定性の検討一.
小川義敬,和泉宇一郎,村井ユリ子,舟山祐士,佐々木巌,水柿道直.
医療薬学フォーラム200ν第9回クリニカルファーマシーシンポジウム,熊本,2001
年5月12日~13日.
シベンゾリン血中濃度と QT時問の関連性の検討、
中村浩規,井上和幸,佐藤益男,鈴木常義,菱沼隆則,篠崎毅,渡辺淳,白土邦男,
水柿道直.
第18回日本 TDM 学会学術大会,東京,2001年6月1日~ 2日.
炎症性腸疾患の外科入院患者におけるファーマシューティカル・ケアのアプローチ(2)
小川義敬,穂積雅人,井上和幸,水柿道直
第4 回日本医薬品情報学研究会総会・学術大会,福島,2001年6月23日.
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薬剤部内情報誌による情報共有化の試みとその評価.
中川直人,岸川幸生,猪岡京子,村井ユリ子,中村仁,鈴木常義,水柿道直.
第4回日本医薬品情報学研究会総会・学術大会,福島,2001年6月23日.
院内製剤リファジン液の品質管理.
井上和幸,中村浩規,新関昌宏,森川昭正,田中敏,佐藤益男,水柿道直.
第11回日本医療薬学会年会,東京,2001年9月22日~23日.
抗悪性腫癌注射薬の混合調剤効率化のためのシステム構築と活用.
森川昭正,田中敏,新関昌宏,板橋芳夫,水柿道直.
第11回日本医療薬学会年会,東京,2001年9月22日~23日.
医薬品情報の評価(3)一横紋筋融解症に関する副作用情報の問題点一.
村井ユリ子,中川直人,中村仁,鈴木常義,水柿道直.
第11回日本医療薬学会年会,東京,2001年9月22日~23日.
クリニカルパスにおける薬剤管理指導業務ーパス上で薬郵娘而ができることー.
上西智子,中村仁,西條慶子,池田勝久,水柿道直.
第11回日本医療薬学会年会,東京,2001年9月22日~23日.
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薬 品 の 安 全 管 理 に お け る 薬 剤 師 の 活 動 ( 1 ) 一 病 棟 に お け る 薬 品 管 理 体 制 の 確 立 一 .
我 妻 恭 行 , 鈴 木 常 義 , 猪 岡 京 子 , 高 橋 貞 子 , 水 柿 道 直 .
第 1 1 回 日 本 医 療 薬 学 会 年 会 , 東 京 , 2 0 0 1 年 9 月 2 2 日 ~ 2 3 日 .
薬 品 の 安 全 管 理 に お け る 薬 剤 師 の 活 動 ( 2 ) ー コ ン ピ ュ ー タ オ ー ダ リ ン グ に お け る
「 4 文 字 必 須 入 力 」 の 導 入 一 .
鈴 木 常 義 , 我 妻 恭 行 , 中 村 浩 規 , 田 中 敏 , 松 浦 正 樹 , 菱 沼 隆 則 , 水 柿 道 直
第 1 1 回 日 本 医 療 薬 学 会 年 会 , 東 京 , 2 0 0 1 年 9 月 2 2 日 ~ 2 3 日 .
プ ロ ス タ ノ イ ド と 疾 患 .
水 柿 道 直 . ( 話 題 )
第 4  回 免 疫 と 疾 患 研 究 会 , 仙 台 , 2 0 0 1 年 2 月 9 日 .
患 者 さ ん に お く す り が わ た る ま で
水 柿 道 直 .
東 北 大 学 医 学 部 附 属 病 院 公 開 講 座 , 仙 台 , 2 0 0 1 年 3 月 2 4 日 .
眼 科 入 院 患 者 に 対 す る 薬 剤 管 理 指 導 業 務 一 複 合 疾 患 マ ネ ー ジ メ ン ト へ の 薬 剤 師 の 関 わ り
赤 坂 有 希 , 中 川 直 人 , 井 上 智 子 , 野 澤 寿 吉 , 中 村 仁 , 鈴 木 常 義 , 菱 沼 隆 則 , 水 柿 道 直
宮 城 県 病 院 薬 剤 師 会 学 術 研 究 発 表 会 , 仙 台 , 2 0 0 1 年 3 月 2 4 日 .
外 科 領 域 に お け る 入 院 患 者 に 対 す る 薬 剤 答 理 指 導 業 務 の 一 考 察 く 患 者 の 訴 え に 対 す る
病 棟 薬 剤 師 の 役 害 D .
高 橋 克 史 , 小 川 義 敬 , 穂 積 雅 人 , 中 村 仁 , 中 村 浩 規 , 村 井 ユ リ 子 , 鈴 木 常 義 , 菱 沼
隆 則 , 水 柿 道 直 .
宮 城 県 病 院 薬 剤 師 会 学 術 研 究 発 表 会 , 仙 台 , 2 0 0 1 年 3 月 2 4 日
癌 化 学 療 法 へ の 薬 剤 師 の 関 わ り 一 婦 人 科 病 棟 に お け る 治 療 前 薬 剤 説 明 と 副 作 用 対 策 一 '
古 館 ひ と み , 松 橋 由 美 子 , 天 野 郁 子 , 中 村 仁 , 鈴 木 常 義 , 水 柿 道 直 .
宮 城 県 病 院 薬 剤 師 会 学 術 研 究 発 表 会 , 仙 台 , 2 0 0 1 年 3 月 2 4 日 .
こ れ か ら の 病 院 薬 剤 師
水 柿 道 直 .
宮 城 県 病 院 薬 剤 師 会 総 会 ( 会 長 講 演 ) , 仙 台 , 2 0 0 1 年 4 月 2 1 日
く す り の 飲 み 合 わ せ .
水 柿 道 直
第 9  回 「 く す り と 健 康
リ ア ル タ イ ム P C R を 用 い た 薬 剤 反 応 性 遺 伝 子 S N P の 簡 易 迅 速 同 時 検 出 .
奈 良 原 香 織 , 平 塚 真 弘 , サ マ ル イ ス マ イ ル ハ ム デ ィ , 岸 川 幸 生 , 我 妻 恭 行 , 井 上 智 子 ,
水 柿 道 直 .
第 1 6 回 日 本 薬 物 動 態 学 会 年 会 , 神 戸 , 2 0 0 1 年 1 0 月 1 7 日 ~ 1 9 日 .
市 民 講 座 」 , 仙 台 , 2 0 0 1 年 9 月 2 8 日 .
ベンゾジアゼピン受容体アゴニストにより誘発されるΠead一加北Chresponse と脳内
モノアミン神経系.
穂積雅人,丘龍祥,東海林徹,仲川義人,只野武,木皿憲佐,水柿道直.
第40回日本薬学会東北支部大会,仙台,2001年10月21日.
Mini入仏CSカラムを用いたりコンビナントファージ抗体パンニングシステムの開発
抗グリチルレチン酸抗体VLC遺伝子のシャツフりングをモデルにして
加藤芳徳, LilianR.Tsuruta,石渡俊二,富岡佳久,伊藤邦彦,水柿道直.
第40回日本薬学会東北支部大会,仙台,2001年10月21日.
蛍光偏光法を用いたりコンビナント NCSアポタンバク質機能の評価
野崎征支郎,富岡佳久,木皿重樹,石渡俊二,菱沼隆則,平間正博,水柿道直.
第40回日本薬学会東北支部大会,仙台,2001年10月21日.
外来残置薬の動向とその対策.
田坂英久,和田恵理,鈴木直人,清水美佐,久道周彦,林哲郎,和泉宇一郎,
中村仁,水柿道直
第40回日本薬学会東北支部大会,仙台,2001年10月21日.
治験コーディネーターによる薬剤管理指導業務.
佐藤真由美,吉城崇子,松橋由美子,中村仁,鈴木常義,水柿道直
第40回日本薬学会東北支部大会,仙台,2001年10月21日.
ステロイドによる副作用のマネージメント(1)一高脂血症.
古舘ひとみ,猪岡京子,岸川幸生,中村仁,鈴木常義,水柿道直.
第40回日本薬学会東北支部大会,仙台,2001年10月21日.
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乳がんにおける tRNAーグァニントランスグリコシラーゼの発現の検討.
片山潤,金子修子,小澤康子,石渡俊二,水柿道直
第40回日本薬学会東北支部大会,仙台,2001年10月21日.
リウマチ患者由来滑膜細胞のエイコサノイド産生.
高畑昌代,菱沼隆則,千葉智子,塚本宏樹,鈴木直人,黒瀬顕,澤井高志,水柿道直.
第40回日本薬学会東北支部大会,仙台,2001年10月21日.
軽症トリカプト中毒の 1例.
武藤晴達,森下由香,早川達也,西川渉,田口大,水柿道直,伊藤鍛,高橋功.
第25回北海道救急医学会,札幌,2001年10月27日.
気管支喘息、におけるアラキドン酸代謝物に関する研究第1報:質量分析法とトロン
ボキサンについて.
鈴木直人,菱沼隆則,千葉智子,木川芳春,眞弓光文,吉田晃,橋本剛太郎,水柿
道直.
第51回日本アレルギー学会総会,福岡,2001年10月29日~31日.
9 4
気 管 支 喘 息 に お け る ア ラ キ ド ン 酸 代 謝 物 に 関 す る 研 究 第 2 報 : 非 発 作 時 に お け る 小
児 患 者 で の 検 討 .
吉 田 晃 , 木 川 芳 春 , 眞 弓 光 文 , 鈴 木 直 人 , 菱 沼 隆 則 , 千 葉 智 子 , 水 柿 道 直 , 橋 本 剛
太 郎 .
第 5 1 回 日 本 ア レ ル ギ ー 学 会 総 会 , 福 岡 , 2 0 0 1 年 1 0 月 2 9 日 ~ 3 1 日 .
薬 剤 反 応 性 と 遺 伝 子 診 断
水 柿 道 直 .
第 6  回 静 岡 健 康 ・ 長 寿 学 術 フ ォ ー ラ ム , 静 岡 , 2 0 0 1 年 1 1 月 9 日 ~ 1 0 日 .
2 1 世 紀 の 薬 剤 師 の 役 割 . ( 特 別 講 演 )
水 柿 道 直 .
第 2 0 回 宮 城 県 薬 剤 師 会 学 術 大 会 , 仙 台 , 2 0 0 1 年 1 1 月 1 8 日
医 薬 品 の 光 安 定 性 と 遮 光 対 策 .
久 道 周 彦 , 菊 地 宏 明 , 和 泉 宇 一 郎 , 鈴 木 常 義 , 水 柿 道 直 .
第 2 0 回 宮 城 県 薬 剤 師 会 学 術 大 会 , 仙 台 , 2 0 0 1 年 1 1 月 1 8 日 .
炎 症 性 腸 疾 患 の 外 科 入 院 患 者 に 対 す る 病 棟 薬 剤 師 の 取 り 組 み 方 .
小 川 義 敬 , 穂 積 雅 人 , 井 上 和 幸 , 水 柿 道 直 .
第 2 0 回 宮 城 県 薬 郵 j 師 会 学 術 大 会 , 仙 台 , 2 0 0 1 年 1 1 月 1 8 日 .
リ ア ル タ イ ム  P C R を 用 い た 簡 易 迅 速 S N P 検 出 法
平 塚 真 弘 , 松 浦 正 樹 , 橋 谷 田 真 樹 , 那 谷 雅 之 , 舟 山 眞 人 , 水 柿 道 直 .
日 本 D N A 多 形 学 会 第 1 0 回 学 術 集 会 , 岡 山 , 2 0 0 1 年 1 1 月 2 9 日 ~ 3 0 日
R e a l - T i n l e s Y B R P C W M e 1 血 g c u N e A 1 1 a l y s i S  を 用 い た ミ ト コ ン ド リ ア  D N A A 1 5 5 5 G
変 異 の 簡 易 迅 速 検 出 .
平 塚 真 弘 , 奈 良 原 香 織 ,  s a m a r H 血 d y , 遠 藤 尚 美 , 岸 川 幸 生 , 我 妻 恭 行 , 松 浦 正 樹 ,
井 上 智 子 , 水 柿 道 直 .
第 2 2 回 日 本 臨 床 薬 理 学 会 , 横 浜 , 2 0 0 1 年 1 2 月 1 4 日 ~ 1 5 日 .
